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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！https://www.kbc-okinawa.jp/
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栄子先生の聖書のいろいろな学びの後に一番に印象に残ったのはヨハネの黙示録の学びでした。1章から22章まで長かったような短かったような、そんな
気がしました。黙示録は終わりの時代にいる私たちにとても近いと思います。「この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを
守る者たちは、幸いである。時が近づいているからである」（黙1:3）。これからも何度も何度も聖書を読み続け、例え分からなくてもアタックする、頭の性能が
良くなくても、イエス様にあれもこれも教えていただきたいのです。皆様方とまたどこかで、御国に入ることを待ちわびています。

私はこれまでomegaでデザインをする中で、自分の経験や能力を超えたアウトプットを幾度となく経験してきました。いわゆるGood Designではなく
God Design。その度に背後の祈りと主の働きを覚えてきました。誰の目にも預言成就の早まりを思わされる昨今、この度の一区切りは明らかに次の
ステージが用意されているためと感じています。継続でなく前進。これまでの歩みにより預言や終末に対する意識に対し、間違いなく大きく貢献
してきたミニストリー。さらに新しいことを始められるに違いない主に期待であふれています。主よ来たりませ。

尊いお祈りとお支えいただき心より感謝とお礼を申し上げます。お一人おひとりのお祈りとご支援によりオメガの働きが進めてこられたことを深く感謝
しております。オメガ出版は、引き続き担当スタッフとしてご奉仕させていただきますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

（デザイナー　北上郷一郎）

（編集　細井浩子）

（笹岡薫）

祈りの課題

ご報告

御 礼
これまで一般社団法人オメガ・ジャパンとすべての活動への

ご理解とご協力を頂いた皆様と各関係者各位へ心からの感謝を申し上げます。

オメガ・ジャパンスタッフ一同

栄子・スティーブンス日本全国講演　2024年第3回オメガグレイス・ジャパンツアーについて
　多くのお申し込みとお問い合わせをいただきありがとうございます。2024年第3回オメガ・グレイスツアーは中止が決定いたしました。
謹んで感謝とお礼を申し上げます。（なお、お申し込みいただいた教会へ担当スタッフよりご連絡させて頂いております）

米国在住の栄子・スティーブンス師のために
　いつもお祈りありがとうございます。2024 年 82 歳になります。アメリカでの生活がさらに充実し、日々、健康が守られますよう、今後とも
引き続き覚えてお祈りくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

「オメガ出版」の新体制のために
　「オメガ出版」としての新体制での取り組みが2024年1月よりスタートします。覚えてお祈りください。
　（仮称ー『EVER GRACE NIPPON ーエバー・グレイス・ニッポン』永遠の恵み・永遠の神のことばを
日本のすべての人へ）
　オメガニュースレター終了を惜しまれる声を多数いただいておりますので、特に郵送で受け取られて
おられる方々には、お手数ですがLINEかメール配信登録をご登録いただけますようお願い申し上げます。
1～2月にオメガ出版についての祈りの課題等をお届けさせていただきます。

　ご不明な点や、ご登録については、お気軽にお問合せくださいませ。

オメガ出版LINE
公式アカウント

メール
登録

配信登録はこちらから↓

お問合わせ  オメガ出版 TEL&FAX  06-6777-2117　Eメール  info@omega.or.jp　



03

主の御名をたたえ、その御心がすべてなることを信じる皆様と共にお祈りいたします。
今月も引き続きオメガ・ジャパン代表の横田聖子牧師先生のお話を伺ってまいります。
そして今回は、11月23日に沖縄で開催されたオメガ・プレミアム・セミナーに参加された
横溝文夫・フェイご夫妻にご一緒の座談会形式です。

オメガ・ジャパン代表
ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表
音楽プロデューサー

横溝 文夫・フェイ夫妻
ワードオブライフクリスチャンセンター横浜

輪嶋 東太郎氏横田 聖子師

日本にあふれ出した恵み グレイスフル・ジャパン Vol. 7

聞かせて、あなたの心で聞こえている
主のみことば（最終回）

左から
横溝文夫氏、横田聖子師、横溝 フェイ氏

対談
最終回

輪嶋 東太郎

対談

敬愛するオメガ・ファミリーの皆様へ

愛する皆様に、心を込めてシャロームとごあいさつを申し上げます。2008年から始まりました終末預言を紐解くオメガを
通しての私の働きに対し、祈りをもって多くの祈りとご支援を頂いてまいりましたことに、心からの感謝を申し上げます。

3年間のパンデミック、ロシアのウクライナへの侵攻、そして今回のイスラエルとハマスの戦争……特にイスラエルが大変な
状況となり、世界が聖書に記された通りに進んでいく様を見ながら、みことばを語り続けてきた者として、ますます気持ちを
引き締めております。
 
この激動の中、私自身は主人のビルを天に送り出しました。
振り返ってみれば、神学校を卒業して以来、イスラエルでのガイドのお仕事や日本巡回に絶え間なく外に出ておりました
私を、主人はいつも「家を守ることで支える」と、留守番役となり、とりなしの祈りを続けてくれました。
今思えば、30年ぶりに主人と3年間、24時間ぴったりと一緒に過ごすことができました。主は、主人との最晩年を本当に

豊かな楽しい時間としてくださいました。この宝のような時間は、神様からのプレゼントだったと思っております。
 
創世記12章3節の「わたしは、あなたを祝福する者を祝福し、あなたを呪う者をのろう。地のすべての部族は、

あなたによって祝福される」、このみことばを握り締め、私は1994年から、神のご計画を担うイスラエルのために祈ることこそ、
この終わりの日に主の祝福が日本にもたらされるものであると信じて、さまざまな所で語ってまいりました。
今では多くの教会がイスラエルのために祈っていらっしゃいます。中には日本を越えてニュージーランドやオーストラリアなど、
海外在住の日本人の方々が中心となり、祈り会が行われるようになりました。発足のきっかけは、CGNTV『シャローム
イスラエル』の番組を視聴してからと伺いました。
また、今回のオメガグレイス・ジャパンツアーでは日本全国25カ所の教会で講演やセミナーをさせていただきました。
初めて伺う教会が多かったのですが、そこでイスラエルのために心を痛め祈ってくださっている方々のお姿を拝見し、この上
ない感謝と主の光栄に満たされました。
関係者の方 を々始め多くの皆様に支えられて、私がオメガでの活動を今日まで続けられたことは、主のあわれみと皆々様の

ご支援によるものです。

そのような中、私は来年で82歳になります。そして、主の促しを感じて、ここで一度立ち止まるよう導かれました。自分の
年齢や肉体的なことも加味しつつ、まずは静まって主の御声を聴きたいと思っております。静まる期間を持つことに伴い、
2023年を最後に、平安をもってオメガ・ジャパンでの私のすべての活動を閉じさせていただく所存です。
突然のご報告となってしまい驚く方もいらっしゃることと思いますが、イスラエルのこのような状況の下で、主がこれまで

とは違う導きをしてくだっていることを感じています。
すべては主の御手の中にあります。
今後のことはすべて主にお委ねして、何事も心配せず、主のみことばに浸って、歩んで行きたいと思っております。

お世話になりましたお一人おひとりのお顔を思いながら、「ありがとう！ありがとうございます！」と叫ぶ思いです。
主がお一人おひとりに天からの祝福を雨のごとく注いてくださいますように、途切れることなくお祈りさせていただきます。

主の大いなる御力が日本の教会の皆々様に注がれ、力強いリバイバルの火が注がれますように。

2023年12月恵日
主の愛と心からの感謝をこめて、シャローム。

在主
栄子・スティーブンス
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ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表
音楽プロデューサー

輪嶋 東太郎氏

沖縄で開催されたオメガ・
プレミアム・セミナーにて

輪嶋 シャローム、皆様。オメガ・ジャパ
ンの代表をお務めの横田聖子先生にお話
を伺うこの対談、最終回を迎える今回で
すが、今日はこのように私たち二人だけ
でなく、横溝文夫・フェイご夫妻にもご参
加いただき、お届けする事となりました。
本当にうれしくまた感謝の気持ちでいっ
ぱいです。聖子先生、そして文夫さん、
フェイさん（ってお呼びして良いですよ
ね？・笑）どうぞよろしくお願いいたします。
文夫・フェイ どうぞよろしくお願いいた
します。
輪嶋 今日も「いよいよ聖子先生の人生
に栄子先生現る」というところから、引き
続き興味津々でお話をお聞きしていくつも
りでいたのですが、この対談の最終回と
なる今回の冒頭で、こんな展開になると
は夢にも思っていなかった「まさか」のご
報告が聖子先生からあるのですね…。
横田 はい。まずは皆様にお礼を申し上
げたいのです。栄子・スティーブンス先生

による3カ月近くにわたっての日本全国巡
回のご奉仕が無事に終了し、その間栄子
先生の健康も守られ12月8日に予定通り
アメリカにご帰国なさいました。そして、
今日ここにいらっしゃる横溝ご夫妻にもた
くさんご奉仕いただき、当初予想もしな
いほど日本各地からたくさんの皆様にご
参加いただいた沖縄でのプレミアム・セミ
ナーも…。ひとえに皆様の祈りの結果で
す。本当にありがとうございました。
輪嶋 栄子先生はもちろんですが、それ
を支えられたスタッフの方々、各地で栄子
先生を

しょうへい

招聘された各教会の皆様に、私も
感謝があふれてきます。
文夫・フェイ 沖縄では私たちもたくさん
の恵みを分かち合っていただけて、本当
に幸せでした。
横田 心から感謝いたします。その様な後
でお伝えすることが本当に心痛いのですが、
今月号「Bride」巻頭での栄子・スティーブン
ス先生からのお手紙にある通り、これまで
多くの皆様の祈りによって物心共に支えら
れてきた一般社団法人オメガ・ジャパンを、
残念ながら閉じることとなりました。

輪嶋 ほんの数日前に私もそれをお聞き
して、あまりに急な、まさに想像もできな
い突然のことに実はいまだに混乱してい
て、どう受け止めて良いか整理がつかな
いのです。沖縄でのセミナーの様子を現
場からの実況中継を交えて読者の皆様と
分かち合いをしようと、座談会形式で迎
えた今日のこの場だったのですが。前回
のお話の続きをやっている場合じゃなく
なってきた…このコーナーで聖子先生に
続いて対談していただく方も予定していま
したが、一旦今はそれも白紙にしなけれ
ば、ですね。
文夫 混乱しているのは私たちも全く同
じなのです。イスラエルを軸に聖書を見
ることで、まるで新しく改めてイエス様と
出会ったかのような思いになり、神様の
ご計画と愛の大きさをより深く知ることで、
ますます信仰が深められた私たちにとっ
ても、「さあ、この終わりの時にオメガ・
ジャパンの働きがさらに大切になる」と感
じ、自分たちもできるだけのことをさせて
いただきたい、そう夫婦で話していました。
その一つの形があの沖縄のセミナーでの

ご奉仕だったので。その矢先にオメガ・
ジャパンが終わると聞いて、どう受け止め
れば良いのか、まだ混乱しています。失
礼ながら、そう思う読者の方々もきっと多
いと思うのですが。
フェイ オメガ・ジャパンを通してなさろ
うとされる神様の思いを受け取ったからこ
そ、私たちはオメガのツアーにも、優先
順位を何よりも一番にして3回にわたって
参加してきました。先日の沖縄でのセミ
ナーでも、全国から集まってこられた90
名近い方々の熱量を感じました。オメガ・
ジャパンの働きを通じて、このような祈り
の家族が出来ていることを目の当たりにし
て、心から感動し主をたたえずにはいら
れませんでした。私たち自身、とても霊
的な情熱を感じさせていただいただけに、
本当に複雑な思いです。

お仕えする
ターニングポイントを迎えた時
輪嶋 前回の「Bride」で黙示録のティー
チング原稿が終わり、全国巡回のご奉仕
がちょうど終わったから、栄子先生ご自
身もようやくホッとしてらっしゃるだろう
と思っていました。そして約3カ月の長き
にわたる日本滞在中の栄子先生の無事を
感謝していたのは私だけではないと思い
ます。この間、イスラエルが戦争状態と
も言える状況になり、来年以降のツアー
もどうなるのか、と思ってはいましたが、
同時に「これでいよいよ、ますます栄子先
生も日本に集中されるのかな」という、別
の期待もありました。今おっしゃったのは、
栄子先生ご自身の活動に一旦ブレイクを
置く、ということではなく、オメガ・ジャ
パン自体の活動も停止する、ということ
なのですか？　つまりオメガ・ジャパン自
体を閉じるということですか？
横田 結論から言えば、そういうことに
なるのだと思います。
文夫 コロナの3年間、実際には栄子先
生は一度も来日されずオメガ・ツアーもあ
りませんでしたが、それでもオメガ・ジャ
パンの活動自体は続いていましたが…。
横田 そうですよね、そう感じられるのは
当然だと思いますし、私自身も同じ思い
です。聖書を見てもパウロを筆頭に、主に
お仕えするお仕事はすべからくそうである

ように、これまでオメガ・ジャパンも幾度
となくさまざまな困難にぶつかってきまし
た。でもその度に主がお守りくださり今日
まで来ました。それはひとえに、ここにい
る皆様のように「主の御名がたたえられ、
主の御心がすべてなり、主が再び来られ
ることを確信した」皆様による祈りと、そ
してその祈りが積み上げられてきたからこ
そなのだと信じて疑いません。栄子先生
もどれほどご自分を捧げ、また昨年召さ
れたご主人のビル先生も、日本における
霊的実りのために働く栄子先生の使命を
ご理解くださり、どれほどの犠牲を喜んで
払われたことか…。それを私なりに受け
止めてきたつもりです。そして先ほど文夫
さんがおっしゃったように、先日の沖縄の
セミナーで見たあの光景。まさに「ようや
くここまで来た！　いよいよ始まった、こ
れからだ！」と感じ、それだけにこれまで
の歩みを運ばれた主に、またそのために
祈りを積み上げてきてくださった全国の皆
様への感謝の思いを深くしたところでした。
輪嶋 であれば、なおさらオメガ・ジャパ
ンを「閉じる」ことはロジカルではないよう
に思うのですが…何よりあまりに突然です
よね…。いつからそのような方針と言う
か、その方向に動いたのか、差し支えな
ければ教えていただいても良いですか？　
私自身、モヤモヤして整理がつかないので、
読者の代表として聞いちゃいます、お立
場上お辛いことをお聞きするようで申し訳
ありませんが、やはりオメガ・ジャパンは
すでに公的な存在になっていると思いま
すので、そこを敢えてお聞きします。
横田 そう考えられるのは当然だと思い
ますし、私も代表として今日までお仕えし
てきた身ですから、当然その様な質問に
お答えする責任があると認識していますの
で、どうぞ気になさらないでください。栄
子先生からオメガ・ジャパンを閉じるとい
うご意志を初めてお聞きしたのは10月の
末、ジャパン・ツアーが始まってひと月く
らい経った時のことでした。正直私もめ
まいがするほど、どう受け止めれば良い
か分かりませんでしたが、栄子先生がそ
のようにおっしゃるには、余程の理由が
あり、その上での覚悟なのであろうと思い、
そのお気持ちはとにかく一旦は受け止め
て私も祈ることにしました。

振り返ってみれば、これまでの私の人生

の中で、大きな方向転換や主にお仕えす
るターニングポイントを迎えた時、一度も
自分自身が「こうしたい、ああしたい」とい
う思いで進んできたことはなく（できな
かった、と言う方が適切かもしれません）、
本当に主に示されたとしか言えないよう
な「啓示」とも言える思いに従って進んでき
ました。だから今回も、「私自身の思いは
完全に取り去られ、たとえどんな結果に
なろうとも、主の願いだけに従うことがで
きるよう」にと祈ったのです。
文夫 そのことは、このコーナーの前回
までで聖子先生の人生の歩みを分かち
合っていただき、聖子先生の「歩み方」は
常にその通りだなーと思います。
輪嶋 ある意味失礼ですが「笑っちゃうほ
ど」の定型パターン（笑）。
横田 この対談でもお話した通り、私は
これまで自分のことを聖書のみことばにあ
る「イエス様をお運びする子ロバ」になり
たいという思いでオメガ・ジャパンにもお
仕えしてきましたので、今回も主の御心
を受け取らせてください、と祈りました。
輪嶋 それで祈られた結果，やはりオメ
ガを閉じようと？
横田 いいえ、そうはなりませんでした…。
それほど、この終わりの時にオメガ・ジャ
パンの活動を通して皆様が積んでこられ
た祈りが絶大だったのだと思います。
フェイ

せんえつ

僭越ながら、本当に私たちもそ
の一人です。オメガ・ツアーも3年後まで、
正式な金額が決まってもいないのにも関
わらず、申し込み受付開始と同時にすぐ
に定員一杯になってしまったとお聞きして
います。この前の沖縄でのセミナー、そ
れ自体もその様な表れの一つだと感じる
のです。さまざまな行事が重なる11月の
連休期間という、スケジュールを調整す
るだけでも本当に皆様にとって大変な時
期だったと思うのです。県内から参加さ
れた方もいらっしゃいましたが、大半が
飛行機移動、しかも会場は決して空港か
ら近いとは言えないあの場所に駆け付け
た皆様…。物心共に多くのものをかけて
でも参加したい、その様な皆様の霊的な
飢え渇きと共に、だからこそ霊が奮い立
たされる様子を強く実感させられました。
輪嶋 まさにそうですよね！　私も仕事の
関係でどうしてもどうしても都合がつかず、
結局開催の少し前に泣く泣く参加を断念

しましたが、あそこに県外から参加するこ
とはあらゆる面でハードルの低いことでは
なかったと思います。皆様、そのこと自
体を主に捧げられたんだと…。
文夫 あの沖縄でのセミナーで「私たちも
少しでもお役に立ちたい」という思いがあ
り、司会でご奉仕する機会を主が与えて
くださいました。
輪嶋 その様子、前回の「Bride」で拝見
しましたよ！　ご夫婦揃ってのご奉仕の姿、
本当に麗しいと感じました。
文夫 実はセミナー前日、進行などの打
ち合わせを兼ねて栄子先生とご一緒した
時に、私たちも栄子先生から直接「オメ
ガ・ジャパンを閉じる」と聞かされて。一
応部外者である私たちがそんなお話を聞
くということは、すでに決定事項であろう
と思い、どれほど動揺したことか…正直
寝られないほどでした（笑）

オメガ・ジャパンの働きが
継続していくように

横田 本当に申し訳ありません。私も同

じです（笑）。なので私も示された通り、
なんとかオメガ・ジャパンの働きが継続し
ていくよう、その後栄子先生ともお話をし
ましたが、先生のご決意は本当に固いと
いうことを理解しました。栄子先生は一
般社団法人オメガ・ジャパンの前身であっ
たオメガ・ミニストリーを創設された方で
あり、また今日までオメガ・ジャパンの活
動の根幹を支える、まさにエネルギーの
源です。栄子先生あってこそ、と言うべき
その方が、現在の状況を実際にご覧に
なった上でもなお「オメガ・ジャパンを閉
じる」という固いご決心をされているとい
うことは、きっと私では想像できないほど
の様々な深い理由がおありなのだと思い
ます。だとすれば、先生への尊敬の意味
でも、また立場においても、その決定に
従うことが私の在り方であり、進むべき
道である、そう思うに至りました。
文夫・フェイ、輪嶋 えー…じゃあ、これま
でのすべてが終わっちゃうってことですか？
輪嶋 栄子先生は今でも驚異的な若さと
エネルギーに満ちていらっしゃいます。で
も実際には81歳というご年齢を考えると、

いろいろなご負担は想像を超えた大きな
ものであることは確かでしょう。特に今回
のような長い日本でのツアーの後ですか
ら、心身共に大変な消耗もあったでしょ
うしね…同様の活動を、いつかは引退さ
れる日が来るというのは分かります。
文夫 ただ、栄子先生のご自身の活動と、
オメガ・ジャパンの役割とは全く同じでは
なく、別の話ではないかと…。
輪嶋 そうですよね。モーセがネボ山に
留まっても、約束の民はカナンの地に入
らねばなりません！
横田 私が祈って示されたことは、まさ
にそういう思いだったのです…オメガ・
ジャパンという組織、「枠」を閉じる閉じ
ない、というレベルの話ではなく、オメガ
を通して主がなさってきたこと、そしてそ
の結果生まれ、まさに主によって育てら
れた、小さくても確かなエネルギーに満
ちた若草のような「祈り手の方たちとの繋
がり」をここで断ち切ってはいけない…。
栄子先生が歩かれた道の後に芽吹いた若
芽が育っていくようにすることこそ、これか
らオメガ・ジャパンがしなければならない

ことであり、同時にそれこそが、多くの困
難の中で歩き続けてくださった先人への
何よりの恩返しになる、と。
一同 アーメーン！！
輪嶋 私も30年近くにわたり会社を経営
してきました。電子顕微鏡でも見えない
ほど小さい会社、っていつも言いますが、
それはすでに私とは全く別の存在になっ
ていて、私が「辞めたい、会社を閉じる」
といってもそれは「はい、そうですか」とい
うことにはなりません。経営側の状況や
思いよりも、会社の活動を今日まで支え
てくださったお一人おひとりの方の思いが
優先されるべきものであることを痛感しま
す。経営がどれほど大変で、辞める方が
どれほど楽であったとしても、それは許さ
れるものではない…そしてもしも主の御心
であれば、どんなに大変でも必ず道は開
ける、そしてそのことを実際にはっきりと
見せられる不思議の連続で今日まで来た
ように思います。もうダメだと思っても、
不思議と道が開かれる…死にそうになっ
ても死なない、みたいな（笑）。その様子
はまるで、いつしか我が子が自分と全く
別人格として世の中でその働きをしている
のを見るかのような感覚です。会社であ
れば株主の意見に従うことが原則ですが、
オメガ・ジャパンの場合は、今、聖子先
生が繰り返しおっしゃる「これまで祈りを
積み上げてくださった全国のお一人おひ
とり」が、一般の会社で言えば株主に当た
るような気がします。オメガ・ジャパンは
一般の会社と同じように捉えられないとこ
ろもあると思いますが、その部分では本
質的には同じではないかと思うのです。
私自身は「会社を終える時は、人々から必
要とされなくなった時」だと信じています。
オメガ・ジャパンの場合は「主が必要とし
なくなった時」、と言えるかもしれません。
経営や運営を任された者は、その組織が
必要とされている間は最後の最後まで、
石にかじりついても、その運営を続ける
努力をする責任がある、と。すみません、
偉そうなこと言うようで。
文夫 いやー、全くその通りですよね。
その意味では、栄子先生が生みの親だと
すれば、聖子先生が育ての親であるわけ
ですよね。
輪嶋 上手いこと言いますね！　ヨシュア
がモーセの役割を引き受けるような。

フェイ それで、結局は具体的にはどの
ように進むことになったのですか？
横田 はい、今申し上げた様な「これまで
の皆様の祈りがさらに積み上げられるこ
と」を目指し、「オメガ出版」を通じてのご
奉仕が継続できるよう、もしそれが主の
御心ならばその業務を継続する道を主に
祈り求めました。その結果、栄子先生に
もそのご了承を頂き、またオメガ・ジャパ
ンの理事長である増山牧師の承諾の下、
オメガ・ジャパン解散後も、実質「オメガ
出版」で行なってきたすべての業務を引き
継いで継続していくことになりました。
文夫・フェイ わー、それはよかったです！
あー、主よ、感謝します！
輪嶋 でも、これまではオメガ・ジャパンと
して大阪に事務所を置いてやってこられた
と思うのですが、それが無くなるわけです
よね？　その状態で、具体的にはどの様に
業務を継続していかれるのですか？　すみ
ません、立ち入ったことをお聞きしますが。
横田 とんでもありません！ むしろ、そこ
まで具体的にご心配いただいて…そのご
質問自体に、皆様「自分ごと」として受け
止めてくださっていることを実感して、今、
涙があふれそうです。業務を継続していく
には、もちろん私一人ではどうにもできま
せん。そんな中でこの状況を知った、こ
れまでオメガ・ジャパンの働きのために
ずっととりなしの祈りの中で私を送り出し
てくださっていた金武バプテスト教会の役
員会（&信徒の皆様）が立ち上がってくだ

さったのです。
文夫・フェイ、輪嶋 なんと…あー、主よ…。
横田 今でも注文が途絶えることのない
書籍を保管する倉庫代金を始めとしたさ
まざまなコストを賄うための献金、また事
務作業を含めた人的なリソースなどにおい
ても、「この働きを継続させるために必要
なものを皆で請け負いましょう」とコミット
してくださったんです。そして、今回11月
23日にセミナーのために沖縄にいらっ
しゃった栄子先生への「感謝会」として、
金武バプテスト教会の役員会で開催した
お食事会の場で、そのことを皆様から栄
子先生にもお伝えすることができたんです。
共同体の皆さんの主に対する献身の思い、
また栄子先生のこれまでの歩みに対する
深い尊敬と理解を感じ、私自身も本当に
涙が出るほどの思いでした。
輪嶋 栄子先生もどれほどお喜びだった
ことでしょう…そのことこそが、生みの親
に対する最大の親孝行ですもんね…。も
う今回も涙腺崩壊しそうです、私。これ
まで聖子先生とのこのコーナーでの対談
でも言いましたが、聖子先生が金武バプ
テスト教会で牧者としてのお務めを果たし
ながらオメガ・ジャパンの活動を続けるこ
とができるその背後には、金武バプテス
ト教会共同体の皆様の、どれほどの理解
と祈りがあってのことか、それを私も痛感
してきました。まるで戦闘機を送り出す空
母艦の様に。今、まさにそれを実際に見
ているのですよね！

改めての献身

横田 私が10年前にオメガの働きに奉仕
することを決めた時、これが主のお望み
になる道であればあるほど、その先に待っ
ているのは険しい道であると覚悟しました。
主にとって大切であればあるほど、その
反対勢力であるサタンからの霊的な攻撃
を受けるからです。ですから、その道を
進むためには、「そのためにこそ」、教会
での働きが大切であると受け止め、どん
な時にも共同体の牧者としての務めを第
一に置いてきました。それでもやはりツ
アーの時などは留守にせざるを得ず、そ
のような私を支えてくださる主の家族であ
る共同体のお一人おひとりに対して、た
だただ感謝しかありませんでした。そして
今回、そんな共同体の皆様の姿に、まさ
に主の栄光が輝く様を見せていただいた
ようで、私の人生でこれほどの感動を覚
えたことはないほど感動し、主を見上げ
て感謝いたしました。
輪嶋 この写真がその時のものですね！！
皆様、本当に光り輝いていますね…。

フェイ 主にお仕えできる時、人って、こ
んなふうに幸せな光を放つんですね…。
文夫 命が中から光り出すような…今の
お話を聞いて、私たちだけでなく、全国
のオメガ・ファミリーの方たちもどれほど
安堵し、喜ばれることかと思います。聖
子先生、よくご決心なさいましたね…本
当に感謝いたします。
横田 いえいえ、それは決して私ではあり
ません。主に示され、そして、今、横溝さ
んがおっしゃった、まさに「ファミリー」、
主の家族の皆様の祈りがこの結果に導い
てくださったんだと、心の底から感じます。
だから私は「代表」と言うより、皆様の「代
理」、担当者としてこの働きをこれまで通
り、いえ、これまで以上にさせていただ
かなければならない…そのように深く受
け止めています。改めての献身です。
輪嶋 わー、「改めての献身」ですか…。
そう言えば栄子先生も「だから献身ってや
められないのよ！」っておっしゃっていまし
たね。初めてそれをお聞きした時、「献身っ
て一回じゃないの？まるで何回も禁煙する、
みたいな変な感じ」と思いましたが（笑）。

今は私もその意味、本当に分かります。
献身する時のドキドキ、不安。でもそれを
超えて、自分の身を「さらに」主にお捧げし
ようと決心できた時の「爽やかな平安」と、
そして他の方法では決して感じたことのな
い「自分に対する愛おしさ」のような静かに
湧き上がる不思議な感情…。一言で言え
ば「幸福の極み」なのかもしれません。
文夫 本当にアーメンです。神様中心で
生きることの喜びを知ってしまったら、も
うこの地上にそれ以上の喜びはないと、
深く深く感じますよね。
輪嶋 人生の酸いも甘いも通ってこの日
本で生きてきた初老の（って失礼過ぎます
が！！）の男性、文夫さんの言葉だけに重
みと説得力、半端ないです（笑）。
文夫 東太郎さんだって、ほとんど同じ
ジェネレーションじゃないですか！（笑）
フェイ 主人と共に、私たちの中心に三
位一体なる神様の存在を感じながら生き
ていくことができる喜びの中でオメガ・
ジャパンと出会い、気づけばそれは私たち
にとって大切なものになっていました。そう
思っているのは私たちだけ？　と思ったり

しましたが、決してそうではなく、オメガ・
ジャパンの働きを通して「主のご再臨」に喜
びで備える祈りの家族の存在を、こうして
確かに感じる幸せを頂いたこと、本当に感
謝しています。それだけに栄子先生への感
謝も改めて皆様と分かち合い、私たちの主、
創造主であられる神様がイエス・キリスト
にあって栄子先生をこれからもあらゆる意
味において祝福してくださることを祈らず
にはいられません。
一同 アーメーン！！！！！！！
文夫 では聖子先生、早速ながら（笑）、
この「Bride」始め今後の「オメガ出版」が
具体的にどのような形で進んでいくのか、
分かる範囲で教えてください。
輪嶋 文夫さん、さすが年配者。厚かま
しい私でも聞きづらい事、切り込んでくだ
さる（笑）、でもそれ、知りたいです（笑）。
横田 いやー、私、皆様の熱量に、改め
てこれまでの、そしてこれからの日本に向
けられた主のご計画を感じて、圧倒される
ような思いです。そうそう、これからの具
体的なことに関するご質問でしたね（笑）。
まずは今の所、栄子先生のご希望に基づ
き、理事の皆様の合意の下、一般社団法
人オメガ・ジャパンを2023年12月をもっ
て正式に解散することになります。そして
今お伝えした通り、これまで「オメガ出版」
として行なってきた業務を継続するための
実務的な移行期（恐らく2～3カ月くらいに
なると思いますが）を経て、新しい体制の
下、これまで蓄積したさまざまな素材に
よる作成物を皆様にお届けできる様にな
ると思います。多くの方々からリクエスト
や、また尊いご協力のお申し出をいただ
いていますので、それらは印刷物だけに
留まらずいろいろな形態で、より広く、ま
た多くの皆様と繋がることのできるツール
や方法になることと期待しています。
文夫・フェイ わー、素晴らしい！　それ
は本当に楽しみですね！私たちも、これま
で通りファミリーの一員に加えていただき、
できるだけのお手伝いもさせていただきた
いと願っております。
輪嶋 本当に楽しみですね！　それから、
こうして毎月発行されてきた「Bride」です
が、これもオメガ・ファミリーと繋がる大
切なツールになってきたと思うのですが、
発行はどうされる予定ですか？
横田 はい、ニュースレターという位置付

けで発行してきた「Bride」も、オメガ・ジャ
パンを閉じる今回のタイミングで一旦終わ
らせていただきます。栄 子 先 生からも
ティーチングレターが終了するタイミング
で、ニュースレターの発行も、一旦終了し
てはとのご提案がありました。しかし、先
ほど申し上げた「オメガ出版」実務的移行
期を経て再出発をする際には、今の段階
ではその具体的な名称、配信方法・頻度
など詳細は決まっていませんが、必ず何
らかの形でお届けできるようにいたします。

（P12詳細あり）
輪嶋 あ、ではこの「Bride」で次に対談
を予定していた方のお話を聞かせていた
だくことも、完全消滅しなくて済むかも、
ですね（笑）。事情を説明すればその方も
ご理解くださると思います。
横田 それからもう一点、大切なことが。
この2月に予定しておりました次回のオメ
ガプレミアム・グレースツアーですが、今
般のイスラエル情勢により正式にキャンセ
ルとなりましたので、皆様から旅行代理
店さんの方でお預かりしている、旅行代
金の内金も早々にご返金の手続きをさせ
ていただいておりますので、こちらもどう
ぞご安心ください。この先のツアーもこれ
までのお話の通り、大変申し訳ございま
せんがすべてキャンセルとなります。
フェイ こんな情勢になっても、ほとんど
どなたからもキャンセルの希望が入らな
いんですって？
横田 そうなんです！　皆様、最後の最
後まで少しでも可能性があるのならどうし
ても行きたい、という方ばかりで、私も
驚くと同時に、ここでも皆様の思いに改
めて感動いたしました。
輪嶋 本当ですね…。3年後までのすべ
てのツアーも、何にも宣伝したわけでは
なく、この「Bride」で発表しただけで一気
に定員一杯になったのだそうですもんね。
そうそう、12月の頭に栄子先生が東京で
終末の聖書預言のセミナーをされた時に
私たちも参加させていただいたのですが、
その教会で賛美のリーダーをされていた
青年がいたのです。その方がされた当日
の賛美の選曲と、また休憩後に教会代表
でされたお祈りに本当に感動したもので
すから、セミナー後に少しお話しさせて
いただきたくなって、私の方から話しかけ
たんです。

文夫・フェイ あーその方、私たちも同じ
印象を受けて、よく覚えています。
輪嶋 そうしたらその方「私はシャローム
イスラエルをすべて拝見し、イスラエルへ
の学びに導かれました。毎月発行されて
いる「Bride」も、バックナンバーを含めて

「すべて」読ませていただいたんです！！今
日輪嶋さんにもお会いできるなんて思って
もみませんでした」と目をキラキラさせて
おっしゃって…実物見てがっかりしたの
じゃないかと思いますが（笑）。それにし
てもバックナンバー全部ですよ！！　こうし
て毎月毎月、地味～にコツコツ出してこら
れた「Bride」が、知らないところでこんな
素晴らしい実を結んでいることを知って、
私も心底感動しました。
横田 今、海外在住の日本人の方々の間
で、イスラエルを軸に聖書を学ぶことに
よって終末へ備えるための祈り会が出来
上がっています。その発端となったのは
ニュージーランドに住まれる一人の日本
人の方がYouTubeで『シャロームイスラエ
ルSeason Ⅰ・Ⅱ』を見られて、そこからの
感動が広がったためだと、教えていただ
きました。
文夫・フェイ ハレルヤー！　主のなさる
ことは私たちの考えなど到底及ばないと、
いつも思わされます。
輪嶋 この様なお話を聞けば聞くほど、
これまでのオメガ・ジャパンを通して主が
なさってきたこと、そしてそれを運んでこ
られた皆様に感謝せずにはいられません。
横田 この対談でもお話ししましたが、

「ろばと子ろばを引いて来て、その上に
服をかけると、イエスはそれにお乗りに
なった」（マタ21：7）
「イエスが、『水がめに水をいっぱい入れ
なさい」と言われると、召し使いたちは、
かめの縁まで水を満たした。イエスは、
「さあ、それをくんで宴会の世話役のとこ
ろへ持って行きなさい」と言われた。召し
使いたちは運んで行った』」（ヨハ2:7-8）

この2つのみことばが私のオメガ・ジャ
パンでのご奉仕の姿でしたし、これから
もそうです。そして召し使いが運んだ水が
めの水が、いよいよイエス様によって「よ
ろこび」の象徴であるブドウ酒となり、そ
れを日本中の人々が聖霊のいのちの水と
して口にし、いのちを与えられる時が来る

んだ…、そのような思いが与えられ、だ
からこそ、どんなことがあってもますます
楽しみで、私自身もワクワクするんです。
文夫 この対談でお話しなさっていた、献
身直後の「スキップしたいような気持ち」
なんですね？（笑）
横田 はい（笑）。
輪嶋 いやー、正直なところ、今日の座
談会を始める前には「一体どうなるもの
か」と、とっても心配だったのですが、終
わってみれば、こんなに喜びと希望にあ
ふれているなんて…天のお父様～って叫
びたい気持ちです。
文夫・フェイ 全くですね～、アーメンで
す！！
輪嶋 聖子先生、新たな出発のご報告を
楽しみに、心からお祈りを持って期待して
お待ちしていますね！
横田 ありがとうございます。人間の思
いによらず、すべて聖霊の導きの中でイエ
ス様を表すことだけがなされますように、
どうか、お祈りをお願いいたします。そし
て最後にこの場をお借りして、改めて荒
野を切り開くように歩いてこられた栄子・

スティーブンス先生、お支えくださったす
べての皆様、そして誰よりもそれを許され
た主に、深い感謝を捧げます。私自身も引
き続きお祈りしてまいります。

どうか皆様、新たにお目にかかる時まで！！
ありがとうございます。
輪嶋 やっぱり最後はこのごあいさつで！
全員 シャローム！！！！

献身する時のドキドキ、不安。
でもそれを超えて、自分の身を「さらに」
主にお捧げしようと決心できた時の
「爽やかな平安」と、そして他の方法では
決して感じたことのない「自分に対する
愛おしさ」のような静かに湧き上がる
不思議な感情…。一言で言えば
「幸福の極み」なのかもしれません。
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輪嶋 東太郎氏

沖縄で開催されたオメガ・
プレミアム・セミナーにて

輪嶋 シャローム、皆様。オメガ・ジャパ
ンの代表をお務めの横田聖子先生にお話
を伺うこの対談、最終回を迎える今回で
すが、今日はこのように私たち二人だけ
でなく、横溝文夫・フェイご夫妻にもご参
加いただき、お届けする事となりました。
本当にうれしくまた感謝の気持ちでいっ
ぱいです。聖子先生、そして文夫さん、
フェイさん（ってお呼びして良いですよ
ね？・笑）どうぞよろしくお願いいたします。
文夫・フェイ どうぞよろしくお願いいた
します。
輪嶋 今日も「いよいよ聖子先生の人生
に栄子先生現る」というところから、引き
続き興味津々でお話をお聞きしていくつも
りでいたのですが、この対談の最終回と
なる今回の冒頭で、こんな展開になると
は夢にも思っていなかった「まさか」のご
報告が聖子先生からあるのですね…。
横田 はい。まずは皆様にお礼を申し上
げたいのです。栄子・スティーブンス先生

による3カ月近くにわたっての日本全国巡
回のご奉仕が無事に終了し、その間栄子
先生の健康も守られ12月8日に予定通り
アメリカにご帰国なさいました。そして、
今日ここにいらっしゃる横溝ご夫妻にもた
くさんご奉仕いただき、当初予想もしな
いほど日本各地からたくさんの皆様にご
参加いただいた沖縄でのプレミアム・セミ
ナーも…。ひとえに皆様の祈りの結果で
す。本当にありがとうございました。
輪嶋 栄子先生はもちろんですが、それ
を支えられたスタッフの方々、各地で栄子
先生を

しょうへい

招聘された各教会の皆様に、私も
感謝があふれてきます。
文夫・フェイ 沖縄では私たちもたくさん
の恵みを分かち合っていただけて、本当
に幸せでした。
横田 心から感謝いたします。その様な後
でお伝えすることが本当に心痛いのですが、
今月号「Bride」巻頭での栄子・スティーブン
ス先生からのお手紙にある通り、これまで
多くの皆様の祈りによって物心共に支えら
れてきた一般社団法人オメガ・ジャパンを、
残念ながら閉じることとなりました。

輪嶋 ほんの数日前に私もそれをお聞き
して、あまりに急な、まさに想像もできな
い突然のことに実はいまだに混乱してい
て、どう受け止めて良いか整理がつかな
いのです。沖縄でのセミナーの様子を現
場からの実況中継を交えて読者の皆様と
分かち合いをしようと、座談会形式で迎
えた今日のこの場だったのですが。前回
のお話の続きをやっている場合じゃなく
なってきた…このコーナーで聖子先生に
続いて対談していただく方も予定していま
したが、一旦今はそれも白紙にしなけれ
ば、ですね。
文夫 混乱しているのは私たちも全く同
じなのです。イスラエルを軸に聖書を見
ることで、まるで新しく改めてイエス様と
出会ったかのような思いになり、神様の
ご計画と愛の大きさをより深く知ることで、
ますます信仰が深められた私たちにとっ
ても、「さあ、この終わりの時にオメガ・
ジャパンの働きがさらに大切になる」と感
じ、自分たちもできるだけのことをさせて
いただきたい、そう夫婦で話していました。
その一つの形があの沖縄のセミナーでの

ご奉仕だったので。その矢先にオメガ・
ジャパンが終わると聞いて、どう受け止め
れば良いのか、まだ混乱しています。失
礼ながら、そう思う読者の方々もきっと多
いと思うのですが。
フェイ オメガ・ジャパンを通してなさろ
うとされる神様の思いを受け取ったからこ
そ、私たちはオメガのツアーにも、優先
順位を何よりも一番にして3回にわたって
参加してきました。先日の沖縄でのセミ
ナーでも、全国から集まってこられた90
名近い方々の熱量を感じました。オメガ・
ジャパンの働きを通じて、このような祈り
の家族が出来ていることを目の当たりにし
て、心から感動し主をたたえずにはいら
れませんでした。私たち自身、とても霊
的な情熱を感じさせていただいただけに、
本当に複雑な思いです。

お仕えする
ターニングポイントを迎えた時
輪嶋 前回の「Bride」で黙示録のティー
チング原稿が終わり、全国巡回のご奉仕
がちょうど終わったから、栄子先生ご自
身もようやくホッとしてらっしゃるだろう
と思っていました。そして約3カ月の長き
にわたる日本滞在中の栄子先生の無事を
感謝していたのは私だけではないと思い
ます。この間、イスラエルが戦争状態と
も言える状況になり、来年以降のツアー
もどうなるのか、と思ってはいましたが、
同時に「これでいよいよ、ますます栄子先
生も日本に集中されるのかな」という、別
の期待もありました。今おっしゃったのは、
栄子先生ご自身の活動に一旦ブレイクを
置く、ということではなく、オメガ・ジャ
パン自体の活動も停止する、ということ
なのですか？　つまりオメガ・ジャパン自
体を閉じるということですか？
横田 結論から言えば、そういうことに
なるのだと思います。
文夫 コロナの3年間、実際には栄子先
生は一度も来日されずオメガ・ツアーもあ
りませんでしたが、それでもオメガ・ジャ
パンの活動自体は続いていましたが…。
横田 そうですよね、そう感じられるのは
当然だと思いますし、私自身も同じ思い
です。聖書を見てもパウロを筆頭に、主に
お仕えするお仕事はすべからくそうである

ように、これまでオメガ・ジャパンも幾度
となくさまざまな困難にぶつかってきまし
た。でもその度に主がお守りくださり今日
まで来ました。それはひとえに、ここにい
る皆様のように「主の御名がたたえられ、
主の御心がすべてなり、主が再び来られ
ることを確信した」皆様による祈りと、そ
してその祈りが積み上げられてきたからこ
そなのだと信じて疑いません。栄子先生
もどれほどご自分を捧げ、また昨年召さ
れたご主人のビル先生も、日本における
霊的実りのために働く栄子先生の使命を
ご理解くださり、どれほどの犠牲を喜んで
払われたことか…。それを私なりに受け
止めてきたつもりです。そして先ほど文夫
さんがおっしゃったように、先日の沖縄の
セミナーで見たあの光景。まさに「ようや
くここまで来た！　いよいよ始まった、こ
れからだ！」と感じ、それだけにこれまで
の歩みを運ばれた主に、またそのために
祈りを積み上げてきてくださった全国の皆
様への感謝の思いを深くしたところでした。
輪嶋 であれば、なおさらオメガ・ジャパ
ンを「閉じる」ことはロジカルではないよう
に思うのですが…何よりあまりに突然です
よね…。いつからそのような方針と言う
か、その方向に動いたのか、差し支えな
ければ教えていただいても良いですか？　
私自身、モヤモヤして整理がつかないので、
読者の代表として聞いちゃいます、お立
場上お辛いことをお聞きするようで申し訳
ありませんが、やはりオメガ・ジャパンは
すでに公的な存在になっていると思いま
すので、そこを敢えてお聞きします。
横田 そう考えられるのは当然だと思い
ますし、私も代表として今日までお仕えし
てきた身ですから、当然その様な質問に
お答えする責任があると認識していますの
で、どうぞ気になさらないでください。栄
子先生からオメガ・ジャパンを閉じるとい
うご意志を初めてお聞きしたのは10月の
末、ジャパン・ツアーが始まってひと月く
らい経った時のことでした。正直私もめ
まいがするほど、どう受け止めれば良い
か分かりませんでしたが、栄子先生がそ
のようにおっしゃるには、余程の理由が
あり、その上での覚悟なのであろうと思い、
そのお気持ちはとにかく一旦は受け止め
て私も祈ることにしました。

振り返ってみれば、これまでの私の人生

の中で、大きな方向転換や主にお仕えす
るターニングポイントを迎えた時、一度も
自分自身が「こうしたい、ああしたい」とい
う思いで進んできたことはなく（できな
かった、と言う方が適切かもしれません）、
本当に主に示されたとしか言えないよう
な「啓示」とも言える思いに従って進んでき
ました。だから今回も、「私自身の思いは
完全に取り去られ、たとえどんな結果に
なろうとも、主の願いだけに従うことがで
きるよう」にと祈ったのです。
文夫 そのことは、このコーナーの前回
までで聖子先生の人生の歩みを分かち
合っていただき、聖子先生の「歩み方」は
常にその通りだなーと思います。
輪嶋 ある意味失礼ですが「笑っちゃうほ
ど」の定型パターン（笑）。
横田 この対談でもお話した通り、私は
これまで自分のことを聖書のみことばにあ
る「イエス様をお運びする子ロバ」になり
たいという思いでオメガ・ジャパンにもお
仕えしてきましたので、今回も主の御心
を受け取らせてください、と祈りました。
輪嶋 それで祈られた結果，やはりオメ
ガを閉じようと？
横田 いいえ、そうはなりませんでした…。
それほど、この終わりの時にオメガ・ジャ
パンの活動を通して皆様が積んでこられ
た祈りが絶大だったのだと思います。
フェイ

せんえつ

僭越ながら、本当に私たちもそ
の一人です。オメガ・ツアーも3年後まで、
正式な金額が決まってもいないのにも関
わらず、申し込み受付開始と同時にすぐ
に定員一杯になってしまったとお聞きして
います。この前の沖縄でのセミナー、そ
れ自体もその様な表れの一つだと感じる
のです。さまざまな行事が重なる11月の
連休期間という、スケジュールを調整す
るだけでも本当に皆様にとって大変な時
期だったと思うのです。県内から参加さ
れた方もいらっしゃいましたが、大半が
飛行機移動、しかも会場は決して空港か
ら近いとは言えないあの場所に駆け付け
た皆様…。物心共に多くのものをかけて
でも参加したい、その様な皆様の霊的な
飢え渇きと共に、だからこそ霊が奮い立
たされる様子を強く実感させられました。
輪嶋 まさにそうですよね！　私も仕事の
関係でどうしてもどうしても都合がつかず、
結局開催の少し前に泣く泣く参加を断念

しましたが、あそこに県外から参加するこ
とはあらゆる面でハードルの低いことでは
なかったと思います。皆様、そのこと自
体を主に捧げられたんだと…。
文夫 あの沖縄でのセミナーで「私たちも
少しでもお役に立ちたい」という思いがあ
り、司会でご奉仕する機会を主が与えて
くださいました。
輪嶋 その様子、前回の「Bride」で拝見
しましたよ！　ご夫婦揃ってのご奉仕の姿、
本当に麗しいと感じました。
文夫 実はセミナー前日、進行などの打
ち合わせを兼ねて栄子先生とご一緒した
時に、私たちも栄子先生から直接「オメ
ガ・ジャパンを閉じる」と聞かされて。一
応部外者である私たちがそんなお話を聞
くということは、すでに決定事項であろう
と思い、どれほど動揺したことか…正直
寝られないほどでした（笑）

オメガ・ジャパンの働きが
継続していくように

横田 本当に申し訳ありません。私も同

じです（笑）。なので私も示された通り、
なんとかオメガ・ジャパンの働きが継続し
ていくよう、その後栄子先生ともお話をし
ましたが、先生のご決意は本当に固いと
いうことを理解しました。栄子先生は一
般社団法人オメガ・ジャパンの前身であっ
たオメガ・ミニストリーを創設された方で
あり、また今日までオメガ・ジャパンの活
動の根幹を支える、まさにエネルギーの
源です。栄子先生あってこそ、と言うべき
その方が、現在の状況を実際にご覧に
なった上でもなお「オメガ・ジャパンを閉
じる」という固いご決心をされているとい
うことは、きっと私では想像できないほど
の様々な深い理由がおありなのだと思い
ます。だとすれば、先生への尊敬の意味
でも、また立場においても、その決定に
従うことが私の在り方であり、進むべき
道である、そう思うに至りました。
文夫・フェイ、輪嶋 えー…じゃあ、これま
でのすべてが終わっちゃうってことですか？
輪嶋 栄子先生は今でも驚異的な若さと
エネルギーに満ちていらっしゃいます。で
も実際には81歳というご年齢を考えると、

いろいろなご負担は想像を超えた大きな
ものであることは確かでしょう。特に今回
のような長い日本でのツアーの後ですか
ら、心身共に大変な消耗もあったでしょ
うしね…同様の活動を、いつかは引退さ
れる日が来るというのは分かります。
文夫 ただ、栄子先生のご自身の活動と、
オメガ・ジャパンの役割とは全く同じでは
なく、別の話ではないかと…。
輪嶋 そうですよね。モーセがネボ山に
留まっても、約束の民はカナンの地に入
らねばなりません！
横田 私が祈って示されたことは、まさ
にそういう思いだったのです…オメガ・
ジャパンという組織、「枠」を閉じる閉じ
ない、というレベルの話ではなく、オメガ
を通して主がなさってきたこと、そしてそ
の結果生まれ、まさに主によって育てら
れた、小さくても確かなエネルギーに満
ちた若草のような「祈り手の方たちとの繋
がり」をここで断ち切ってはいけない…。
栄子先生が歩かれた道の後に芽吹いた若
芽が育っていくようにすることこそ、これか
らオメガ・ジャパンがしなければならない

ことであり、同時にそれこそが、多くの困
難の中で歩き続けてくださった先人への
何よりの恩返しになる、と。
一同 アーメーン！！
輪嶋 私も30年近くにわたり会社を経営
してきました。電子顕微鏡でも見えない
ほど小さい会社、っていつも言いますが、
それはすでに私とは全く別の存在になっ
ていて、私が「辞めたい、会社を閉じる」
といってもそれは「はい、そうですか」とい
うことにはなりません。経営側の状況や
思いよりも、会社の活動を今日まで支え
てくださったお一人おひとりの方の思いが
優先されるべきものであることを痛感しま
す。経営がどれほど大変で、辞める方が
どれほど楽であったとしても、それは許さ
れるものではない…そしてもしも主の御心
であれば、どんなに大変でも必ず道は開
ける、そしてそのことを実際にはっきりと
見せられる不思議の連続で今日まで来た
ように思います。もうダメだと思っても、
不思議と道が開かれる…死にそうになっ
ても死なない、みたいな（笑）。その様子
はまるで、いつしか我が子が自分と全く
別人格として世の中でその働きをしている
のを見るかのような感覚です。会社であ
れば株主の意見に従うことが原則ですが、
オメガ・ジャパンの場合は、今、聖子先
生が繰り返しおっしゃる「これまで祈りを
積み上げてくださった全国のお一人おひ
とり」が、一般の会社で言えば株主に当た
るような気がします。オメガ・ジャパンは
一般の会社と同じように捉えられないとこ
ろもあると思いますが、その部分では本
質的には同じではないかと思うのです。
私自身は「会社を終える時は、人々から必
要とされなくなった時」だと信じています。
オメガ・ジャパンの場合は「主が必要とし
なくなった時」、と言えるかもしれません。
経営や運営を任された者は、その組織が
必要とされている間は最後の最後まで、
石にかじりついても、その運営を続ける
努力をする責任がある、と。すみません、
偉そうなこと言うようで。
文夫 いやー、全くその通りですよね。
その意味では、栄子先生が生みの親だと
すれば、聖子先生が育ての親であるわけ
ですよね。
輪嶋 上手いこと言いますね！　ヨシュア
がモーセの役割を引き受けるような。

フェイ それで、結局は具体的にはどの
ように進むことになったのですか？
横田 はい、今申し上げた様な「これまで
の皆様の祈りがさらに積み上げられるこ
と」を目指し、「オメガ出版」を通じてのご
奉仕が継続できるよう、もしそれが主の
御心ならばその業務を継続する道を主に
祈り求めました。その結果、栄子先生に
もそのご了承を頂き、またオメガ・ジャパ
ンの理事長である増山牧師の承諾の下、
オメガ・ジャパン解散後も、実質「オメガ
出版」で行なってきたすべての業務を引き
継いで継続していくことになりました。
文夫・フェイ わー、それはよかったです！
あー、主よ、感謝します！
輪嶋 でも、これまではオメガ・ジャパンと
して大阪に事務所を置いてやってこられた
と思うのですが、それが無くなるわけです
よね？　その状態で、具体的にはどの様に
業務を継続していかれるのですか？　すみ
ません、立ち入ったことをお聞きしますが。
横田 とんでもありません！ むしろ、そこ
まで具体的にご心配いただいて…そのご
質問自体に、皆様「自分ごと」として受け
止めてくださっていることを実感して、今、
涙があふれそうです。業務を継続していく
には、もちろん私一人ではどうにもできま
せん。そんな中でこの状況を知った、こ
れまでオメガ・ジャパンの働きのために
ずっととりなしの祈りの中で私を送り出し
てくださっていた金武バプテスト教会の役
員会（&信徒の皆様）が立ち上がってくだ

さったのです。
文夫・フェイ、輪嶋 なんと…あー、主よ…。
横田 今でも注文が途絶えることのない
書籍を保管する倉庫代金を始めとしたさ
まざまなコストを賄うための献金、また事
務作業を含めた人的なリソースなどにおい
ても、「この働きを継続させるために必要
なものを皆で請け負いましょう」とコミット
してくださったんです。そして、今回11月
23日にセミナーのために沖縄にいらっ
しゃった栄子先生への「感謝会」として、
金武バプテスト教会の役員会で開催した
お食事会の場で、そのことを皆様から栄
子先生にもお伝えすることができたんです。
共同体の皆さんの主に対する献身の思い、
また栄子先生のこれまでの歩みに対する
深い尊敬と理解を感じ、私自身も本当に
涙が出るほどの思いでした。
輪嶋 栄子先生もどれほどお喜びだった
ことでしょう…そのことこそが、生みの親
に対する最大の親孝行ですもんね…。も
う今回も涙腺崩壊しそうです、私。これ
まで聖子先生とのこのコーナーでの対談
でも言いましたが、聖子先生が金武バプ
テスト教会で牧者としてのお務めを果たし
ながらオメガ・ジャパンの活動を続けるこ
とができるその背後には、金武バプテス
ト教会共同体の皆様の、どれほどの理解
と祈りがあってのことか、それを私も痛感
してきました。まるで戦闘機を送り出す空
母艦の様に。今、まさにそれを実際に見
ているのですよね！

改めての献身

横田 私が10年前にオメガの働きに奉仕
することを決めた時、これが主のお望み
になる道であればあるほど、その先に待っ
ているのは険しい道であると覚悟しました。
主にとって大切であればあるほど、その
反対勢力であるサタンからの霊的な攻撃
を受けるからです。ですから、その道を
進むためには、「そのためにこそ」、教会
での働きが大切であると受け止め、どん
な時にも共同体の牧者としての務めを第
一に置いてきました。それでもやはりツ
アーの時などは留守にせざるを得ず、そ
のような私を支えてくださる主の家族であ
る共同体のお一人おひとりに対して、た
だただ感謝しかありませんでした。そして
今回、そんな共同体の皆様の姿に、まさ
に主の栄光が輝く様を見せていただいた
ようで、私の人生でこれほどの感動を覚
えたことはないほど感動し、主を見上げ
て感謝いたしました。
輪嶋 この写真がその時のものですね！！
皆様、本当に光り輝いていますね…。

フェイ 主にお仕えできる時、人って、こ
んなふうに幸せな光を放つんですね…。
文夫 命が中から光り出すような…今の
お話を聞いて、私たちだけでなく、全国
のオメガ・ファミリーの方たちもどれほど
安堵し、喜ばれることかと思います。聖
子先生、よくご決心なさいましたね…本
当に感謝いたします。
横田 いえいえ、それは決して私ではあり
ません。主に示され、そして、今、横溝さ
んがおっしゃった、まさに「ファミリー」、
主の家族の皆様の祈りがこの結果に導い
てくださったんだと、心の底から感じます。
だから私は「代表」と言うより、皆様の「代
理」、担当者としてこの働きをこれまで通
り、いえ、これまで以上にさせていただ
かなければならない…そのように深く受
け止めています。改めての献身です。
輪嶋 わー、「改めての献身」ですか…。
そう言えば栄子先生も「だから献身ってや
められないのよ！」っておっしゃっていまし
たね。初めてそれをお聞きした時、「献身っ
て一回じゃないの？まるで何回も禁煙する、
みたいな変な感じ」と思いましたが（笑）。

今は私もその意味、本当に分かります。
献身する時のドキドキ、不安。でもそれを
超えて、自分の身を「さらに」主にお捧げし
ようと決心できた時の「爽やかな平安」と、
そして他の方法では決して感じたことのな
い「自分に対する愛おしさ」のような静かに
湧き上がる不思議な感情…。一言で言え
ば「幸福の極み」なのかもしれません。
文夫 本当にアーメンです。神様中心で
生きることの喜びを知ってしまったら、も
うこの地上にそれ以上の喜びはないと、
深く深く感じますよね。
輪嶋 人生の酸いも甘いも通ってこの日
本で生きてきた初老の（って失礼過ぎます
が！！）の男性、文夫さんの言葉だけに重
みと説得力、半端ないです（笑）。
文夫 東太郎さんだって、ほとんど同じ
ジェネレーションじゃないですか！（笑）
フェイ 主人と共に、私たちの中心に三
位一体なる神様の存在を感じながら生き
ていくことができる喜びの中でオメガ・
ジャパンと出会い、気づけばそれは私たち
にとって大切なものになっていました。そう
思っているのは私たちだけ？　と思ったり

しましたが、決してそうではなく、オメガ・
ジャパンの働きを通して「主のご再臨」に喜
びで備える祈りの家族の存在を、こうして
確かに感じる幸せを頂いたこと、本当に感
謝しています。それだけに栄子先生への感
謝も改めて皆様と分かち合い、私たちの主、
創造主であられる神様がイエス・キリスト
にあって栄子先生をこれからもあらゆる意
味において祝福してくださることを祈らず
にはいられません。
一同 アーメーン！！！！！！！
文夫 では聖子先生、早速ながら（笑）、
この「Bride」始め今後の「オメガ出版」が
具体的にどのような形で進んでいくのか、
分かる範囲で教えてください。
輪嶋 文夫さん、さすが年配者。厚かま
しい私でも聞きづらい事、切り込んでくだ
さる（笑）、でもそれ、知りたいです（笑）。
横田 いやー、私、皆様の熱量に、改め
てこれまでの、そしてこれからの日本に向
けられた主のご計画を感じて、圧倒される
ような思いです。そうそう、これからの具
体的なことに関するご質問でしたね（笑）。
まずは今の所、栄子先生のご希望に基づ
き、理事の皆様の合意の下、一般社団法
人オメガ・ジャパンを2023年12月をもっ
て正式に解散することになります。そして
今お伝えした通り、これまで「オメガ出版」
として行なってきた業務を継続するための
実務的な移行期（恐らく2～3カ月くらいに
なると思いますが）を経て、新しい体制の
下、これまで蓄積したさまざまな素材に
よる作成物を皆様にお届けできる様にな
ると思います。多くの方々からリクエスト
や、また尊いご協力のお申し出をいただ
いていますので、それらは印刷物だけに
留まらずいろいろな形態で、より広く、ま
た多くの皆様と繋がることのできるツール
や方法になることと期待しています。
文夫・フェイ わー、素晴らしい！　それ
は本当に楽しみですね！私たちも、これま
で通りファミリーの一員に加えていただき、
できるだけのお手伝いもさせていただきた
いと願っております。
輪嶋 本当に楽しみですね！　それから、
こうして毎月発行されてきた「Bride」です
が、これもオメガ・ファミリーと繋がる大
切なツールになってきたと思うのですが、
発行はどうされる予定ですか？
横田 はい、ニュースレターという位置付

けで発行してきた「Bride」も、オメガ・ジャ
パンを閉じる今回のタイミングで一旦終わ
らせていただきます。栄 子 先 生からも
ティーチングレターが終了するタイミング
で、ニュースレターの発行も、一旦終了し
てはとのご提案がありました。しかし、先
ほど申し上げた「オメガ出版」実務的移行
期を経て再出発をする際には、今の段階
ではその具体的な名称、配信方法・頻度
など詳細は決まっていませんが、必ず何
らかの形でお届けできるようにいたします。

（P12詳細あり）
輪嶋 あ、ではこの「Bride」で次に対談
を予定していた方のお話を聞かせていた
だくことも、完全消滅しなくて済むかも、
ですね（笑）。事情を説明すればその方も
ご理解くださると思います。
横田 それからもう一点、大切なことが。
この2月に予定しておりました次回のオメ
ガプレミアム・グレースツアーですが、今
般のイスラエル情勢により正式にキャンセ
ルとなりましたので、皆様から旅行代理
店さんの方でお預かりしている、旅行代
金の内金も早々にご返金の手続きをさせ
ていただいておりますので、こちらもどう
ぞご安心ください。この先のツアーもこれ
までのお話の通り、大変申し訳ございま
せんがすべてキャンセルとなります。
フェイ こんな情勢になっても、ほとんど
どなたからもキャンセルの希望が入らな
いんですって？
横田 そうなんです！　皆様、最後の最
後まで少しでも可能性があるのならどうし
ても行きたい、という方ばかりで、私も
驚くと同時に、ここでも皆様の思いに改
めて感動いたしました。
輪嶋 本当ですね…。3年後までのすべ
てのツアーも、何にも宣伝したわけでは
なく、この「Bride」で発表しただけで一気
に定員一杯になったのだそうですもんね。
そうそう、12月の頭に栄子先生が東京で
終末の聖書預言のセミナーをされた時に
私たちも参加させていただいたのですが、
その教会で賛美のリーダーをされていた
青年がいたのです。その方がされた当日
の賛美の選曲と、また休憩後に教会代表
でされたお祈りに本当に感動したもので
すから、セミナー後に少しお話しさせて
いただきたくなって、私の方から話しかけ
たんです。

文夫・フェイ あーその方、私たちも同じ
印象を受けて、よく覚えています。
輪嶋 そうしたらその方「私はシャローム
イスラエルをすべて拝見し、イスラエルへ
の学びに導かれました。毎月発行されて
いる「Bride」も、バックナンバーを含めて

「すべて」読ませていただいたんです！！今
日輪嶋さんにもお会いできるなんて思って
もみませんでした」と目をキラキラさせて
おっしゃって…実物見てがっかりしたの
じゃないかと思いますが（笑）。それにし
てもバックナンバー全部ですよ！！　こうし
て毎月毎月、地味～にコツコツ出してこら
れた「Bride」が、知らないところでこんな
素晴らしい実を結んでいることを知って、
私も心底感動しました。
横田 今、海外在住の日本人の方々の間
で、イスラエルを軸に聖書を学ぶことに
よって終末へ備えるための祈り会が出来
上がっています。その発端となったのは
ニュージーランドに住まれる一人の日本
人の方がYouTubeで『シャロームイスラエ
ルSeason Ⅰ・Ⅱ』を見られて、そこからの
感動が広がったためだと、教えていただ
きました。
文夫・フェイ ハレルヤー！　主のなさる
ことは私たちの考えなど到底及ばないと、
いつも思わされます。
輪嶋 この様なお話を聞けば聞くほど、
これまでのオメガ・ジャパンを通して主が
なさってきたこと、そしてそれを運んでこ
られた皆様に感謝せずにはいられません。
横田 この対談でもお話ししましたが、

「ろばと子ろばを引いて来て、その上に
服をかけると、イエスはそれにお乗りに
なった」（マタ21：7）
「イエスが、『水がめに水をいっぱい入れ
なさい」と言われると、召し使いたちは、
かめの縁まで水を満たした。イエスは、
「さあ、それをくんで宴会の世話役のとこ
ろへ持って行きなさい」と言われた。召し
使いたちは運んで行った』」（ヨハ2:7-8）

この2つのみことばが私のオメガ・ジャ
パンでのご奉仕の姿でしたし、これから
もそうです。そして召し使いが運んだ水が
めの水が、いよいよイエス様によって「よ
ろこび」の象徴であるブドウ酒となり、そ
れを日本中の人々が聖霊のいのちの水と
して口にし、いのちを与えられる時が来る

んだ…、そのような思いが与えられ、だ
からこそ、どんなことがあってもますます
楽しみで、私自身もワクワクするんです。
文夫 この対談でお話しなさっていた、献
身直後の「スキップしたいような気持ち」
なんですね？（笑）
横田 はい（笑）。
輪嶋 いやー、正直なところ、今日の座
談会を始める前には「一体どうなるもの
か」と、とっても心配だったのですが、終
わってみれば、こんなに喜びと希望にあ
ふれているなんて…天のお父様～って叫
びたい気持ちです。
文夫・フェイ 全くですね～、アーメンで
す！！
輪嶋 聖子先生、新たな出発のご報告を
楽しみに、心からお祈りを持って期待して
お待ちしていますね！
横田 ありがとうございます。人間の思
いによらず、すべて聖霊の導きの中でイエ
ス様を表すことだけがなされますように、
どうか、お祈りをお願いいたします。そし
て最後にこの場をお借りして、改めて荒
野を切り開くように歩いてこられた栄子・

スティーブンス先生、お支えくださったす
べての皆様、そして誰よりもそれを許され
た主に、深い感謝を捧げます。私自身も引
き続きお祈りしてまいります。

どうか皆様、新たにお目にかかる時まで！！
ありがとうございます。
輪嶋 やっぱり最後はこのごあいさつで！
全員 シャローム！！！！

献身する時のドキドキ、不安。
でもそれを超えて、自分の身を「さらに」
主にお捧げしようと決心できた時の
「爽やかな平安」と、そして他の方法では
決して感じたことのない「自分に対する
愛おしさ」のような静かに湧き上がる
不思議な感情…。一言で言えば
「幸福の極み」なのかもしれません。
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金武バプテスト教会・役員会の皆さん

オメガ・ジャパン代表

横田 聖子師

沖縄で開催されたオメガ・
プレミアム・セミナーにて

輪嶋 シャローム、皆様。オメガ・ジャパ
ンの代表をお務めの横田聖子先生にお話
を伺うこの対談、最終回を迎える今回で
すが、今日はこのように私たち二人だけ
でなく、横溝文夫・フェイご夫妻にもご参
加いただき、お届けする事となりました。
本当にうれしくまた感謝の気持ちでいっ
ぱいです。聖子先生、そして文夫さん、
フェイさん（ってお呼びして良いですよ
ね？・笑）どうぞよろしくお願いいたします。
文夫・フェイ どうぞよろしくお願いいた
します。
輪嶋 今日も「いよいよ聖子先生の人生
に栄子先生現る」というところから、引き
続き興味津々でお話をお聞きしていくつも
りでいたのですが、この対談の最終回と
なる今回の冒頭で、こんな展開になると
は夢にも思っていなかった「まさか」のご
報告が聖子先生からあるのですね…。
横田 はい。まずは皆様にお礼を申し上
げたいのです。栄子・スティーブンス先生

による3カ月近くにわたっての日本全国巡
回のご奉仕が無事に終了し、その間栄子
先生の健康も守られ12月8日に予定通り
アメリカにご帰国なさいました。そして、
今日ここにいらっしゃる横溝ご夫妻にもた
くさんご奉仕いただき、当初予想もしな
いほど日本各地からたくさんの皆様にご
参加いただいた沖縄でのプレミアム・セミ
ナーも…。ひとえに皆様の祈りの結果で
す。本当にありがとうございました。
輪嶋 栄子先生はもちろんですが、それ
を支えられたスタッフの方々、各地で栄子
先生を

しょうへい

招聘された各教会の皆様に、私も
感謝があふれてきます。
文夫・フェイ 沖縄では私たちもたくさん
の恵みを分かち合っていただけて、本当
に幸せでした。
横田 心から感謝いたします。その様な後
でお伝えすることが本当に心痛いのですが、
今月号「Bride」巻頭での栄子・スティーブン
ス先生からのお手紙にある通り、これまで
多くの皆様の祈りによって物心共に支えら
れてきた一般社団法人オメガ・ジャパンを、
残念ながら閉じることとなりました。

輪嶋 ほんの数日前に私もそれをお聞き
して、あまりに急な、まさに想像もできな
い突然のことに実はいまだに混乱してい
て、どう受け止めて良いか整理がつかな
いのです。沖縄でのセミナーの様子を現
場からの実況中継を交えて読者の皆様と
分かち合いをしようと、座談会形式で迎
えた今日のこの場だったのですが。前回
のお話の続きをやっている場合じゃなく
なってきた…このコーナーで聖子先生に
続いて対談していただく方も予定していま
したが、一旦今はそれも白紙にしなけれ
ば、ですね。
文夫 混乱しているのは私たちも全く同
じなのです。イスラエルを軸に聖書を見
ることで、まるで新しく改めてイエス様と
出会ったかのような思いになり、神様の
ご計画と愛の大きさをより深く知ることで、
ますます信仰が深められた私たちにとっ
ても、「さあ、この終わりの時にオメガ・
ジャパンの働きがさらに大切になる」と感
じ、自分たちもできるだけのことをさせて
いただきたい、そう夫婦で話していました。
その一つの形があの沖縄のセミナーでの

ご奉仕だったので。その矢先にオメガ・
ジャパンが終わると聞いて、どう受け止め
れば良いのか、まだ混乱しています。失
礼ながら、そう思う読者の方々もきっと多
いと思うのですが。
フェイ オメガ・ジャパンを通してなさろ
うとされる神様の思いを受け取ったからこ
そ、私たちはオメガのツアーにも、優先
順位を何よりも一番にして3回にわたって
参加してきました。先日の沖縄でのセミ
ナーでも、全国から集まってこられた90
名近い方々の熱量を感じました。オメガ・
ジャパンの働きを通じて、このような祈り
の家族が出来ていることを目の当たりにし
て、心から感動し主をたたえずにはいら
れませんでした。私たち自身、とても霊
的な情熱を感じさせていただいただけに、
本当に複雑な思いです。

お仕えする
ターニングポイントを迎えた時
輪嶋 前回の「Bride」で黙示録のティー
チング原稿が終わり、全国巡回のご奉仕
がちょうど終わったから、栄子先生ご自
身もようやくホッとしてらっしゃるだろう
と思っていました。そして約3カ月の長き
にわたる日本滞在中の栄子先生の無事を
感謝していたのは私だけではないと思い
ます。この間、イスラエルが戦争状態と
も言える状況になり、来年以降のツアー
もどうなるのか、と思ってはいましたが、
同時に「これでいよいよ、ますます栄子先
生も日本に集中されるのかな」という、別
の期待もありました。今おっしゃったのは、
栄子先生ご自身の活動に一旦ブレイクを
置く、ということではなく、オメガ・ジャ
パン自体の活動も停止する、ということ
なのですか？　つまりオメガ・ジャパン自
体を閉じるということですか？
横田 結論から言えば、そういうことに
なるのだと思います。
文夫 コロナの3年間、実際には栄子先
生は一度も来日されずオメガ・ツアーもあ
りませんでしたが、それでもオメガ・ジャ
パンの活動自体は続いていましたが…。
横田 そうですよね、そう感じられるのは
当然だと思いますし、私自身も同じ思い
です。聖書を見てもパウロを筆頭に、主に
お仕えするお仕事はすべからくそうである

ように、これまでオメガ・ジャパンも幾度
となくさまざまな困難にぶつかってきまし
た。でもその度に主がお守りくださり今日
まで来ました。それはひとえに、ここにい
る皆様のように「主の御名がたたえられ、
主の御心がすべてなり、主が再び来られ
ることを確信した」皆様による祈りと、そ
してその祈りが積み上げられてきたからこ
そなのだと信じて疑いません。栄子先生
もどれほどご自分を捧げ、また昨年召さ
れたご主人のビル先生も、日本における
霊的実りのために働く栄子先生の使命を
ご理解くださり、どれほどの犠牲を喜んで
払われたことか…。それを私なりに受け
止めてきたつもりです。そして先ほど文夫
さんがおっしゃったように、先日の沖縄の
セミナーで見たあの光景。まさに「ようや
くここまで来た！　いよいよ始まった、こ
れからだ！」と感じ、それだけにこれまで
の歩みを運ばれた主に、またそのために
祈りを積み上げてきてくださった全国の皆
様への感謝の思いを深くしたところでした。
輪嶋 であれば、なおさらオメガ・ジャパ
ンを「閉じる」ことはロジカルではないよう
に思うのですが…何よりあまりに突然です
よね…。いつからそのような方針と言う
か、その方向に動いたのか、差し支えな
ければ教えていただいても良いですか？　
私自身、モヤモヤして整理がつかないので、
読者の代表として聞いちゃいます、お立
場上お辛いことをお聞きするようで申し訳
ありませんが、やはりオメガ・ジャパンは
すでに公的な存在になっていると思いま
すので、そこを敢えてお聞きします。
横田 そう考えられるのは当然だと思い
ますし、私も代表として今日までお仕えし
てきた身ですから、当然その様な質問に
お答えする責任があると認識していますの
で、どうぞ気になさらないでください。栄
子先生からオメガ・ジャパンを閉じるとい
うご意志を初めてお聞きしたのは10月の
末、ジャパン・ツアーが始まってひと月く
らい経った時のことでした。正直私もめ
まいがするほど、どう受け止めれば良い
か分かりませんでしたが、栄子先生がそ
のようにおっしゃるには、余程の理由が
あり、その上での覚悟なのであろうと思い、
そのお気持ちはとにかく一旦は受け止め
て私も祈ることにしました。

振り返ってみれば、これまでの私の人生

の中で、大きな方向転換や主にお仕えす
るターニングポイントを迎えた時、一度も
自分自身が「こうしたい、ああしたい」とい
う思いで進んできたことはなく（できな
かった、と言う方が適切かもしれません）、
本当に主に示されたとしか言えないよう
な「啓示」とも言える思いに従って進んでき
ました。だから今回も、「私自身の思いは
完全に取り去られ、たとえどんな結果に
なろうとも、主の願いだけに従うことがで
きるよう」にと祈ったのです。
文夫 そのことは、このコーナーの前回
までで聖子先生の人生の歩みを分かち
合っていただき、聖子先生の「歩み方」は
常にその通りだなーと思います。
輪嶋 ある意味失礼ですが「笑っちゃうほ
ど」の定型パターン（笑）。
横田 この対談でもお話した通り、私は
これまで自分のことを聖書のみことばにあ
る「イエス様をお運びする子ロバ」になり
たいという思いでオメガ・ジャパンにもお
仕えしてきましたので、今回も主の御心
を受け取らせてください、と祈りました。
輪嶋 それで祈られた結果，やはりオメ
ガを閉じようと？
横田 いいえ、そうはなりませんでした…。
それほど、この終わりの時にオメガ・ジャ
パンの活動を通して皆様が積んでこられ
た祈りが絶大だったのだと思います。
フェイ

せんえつ

僭越ながら、本当に私たちもそ
の一人です。オメガ・ツアーも3年後まで、
正式な金額が決まってもいないのにも関
わらず、申し込み受付開始と同時にすぐ
に定員一杯になってしまったとお聞きして
います。この前の沖縄でのセミナー、そ
れ自体もその様な表れの一つだと感じる
のです。さまざまな行事が重なる11月の
連休期間という、スケジュールを調整す
るだけでも本当に皆様にとって大変な時
期だったと思うのです。県内から参加さ
れた方もいらっしゃいましたが、大半が
飛行機移動、しかも会場は決して空港か
ら近いとは言えないあの場所に駆け付け
た皆様…。物心共に多くのものをかけて
でも参加したい、その様な皆様の霊的な
飢え渇きと共に、だからこそ霊が奮い立
たされる様子を強く実感させられました。
輪嶋 まさにそうですよね！　私も仕事の
関係でどうしてもどうしても都合がつかず、
結局開催の少し前に泣く泣く参加を断念

しましたが、あそこに県外から参加するこ
とはあらゆる面でハードルの低いことでは
なかったと思います。皆様、そのこと自
体を主に捧げられたんだと…。
文夫 あの沖縄でのセミナーで「私たちも
少しでもお役に立ちたい」という思いがあ
り、司会でご奉仕する機会を主が与えて
くださいました。
輪嶋 その様子、前回の「Bride」で拝見
しましたよ！　ご夫婦揃ってのご奉仕の姿、
本当に麗しいと感じました。
文夫 実はセミナー前日、進行などの打
ち合わせを兼ねて栄子先生とご一緒した
時に、私たちも栄子先生から直接「オメ
ガ・ジャパンを閉じる」と聞かされて。一
応部外者である私たちがそんなお話を聞
くということは、すでに決定事項であろう
と思い、どれほど動揺したことか…正直
寝られないほどでした（笑）

オメガ・ジャパンの働きが
継続していくように

横田 本当に申し訳ありません。私も同

じです（笑）。なので私も示された通り、
なんとかオメガ・ジャパンの働きが継続し
ていくよう、その後栄子先生ともお話をし
ましたが、先生のご決意は本当に固いと
いうことを理解しました。栄子先生は一
般社団法人オメガ・ジャパンの前身であっ
たオメガ・ミニストリーを創設された方で
あり、また今日までオメガ・ジャパンの活
動の根幹を支える、まさにエネルギーの
源です。栄子先生あってこそ、と言うべき
その方が、現在の状況を実際にご覧に
なった上でもなお「オメガ・ジャパンを閉
じる」という固いご決心をされているとい
うことは、きっと私では想像できないほど
の様々な深い理由がおありなのだと思い
ます。だとすれば、先生への尊敬の意味
でも、また立場においても、その決定に
従うことが私の在り方であり、進むべき
道である、そう思うに至りました。
文夫・フェイ、輪嶋 えー…じゃあ、これま
でのすべてが終わっちゃうってことですか？
輪嶋 栄子先生は今でも驚異的な若さと
エネルギーに満ちていらっしゃいます。で
も実際には81歳というご年齢を考えると、

いろいろなご負担は想像を超えた大きな
ものであることは確かでしょう。特に今回
のような長い日本でのツアーの後ですか
ら、心身共に大変な消耗もあったでしょ
うしね…同様の活動を、いつかは引退さ
れる日が来るというのは分かります。
文夫 ただ、栄子先生のご自身の活動と、
オメガ・ジャパンの役割とは全く同じでは
なく、別の話ではないかと…。
輪嶋 そうですよね。モーセがネボ山に
留まっても、約束の民はカナンの地に入
らねばなりません！
横田 私が祈って示されたことは、まさ
にそういう思いだったのです…オメガ・
ジャパンという組織、「枠」を閉じる閉じ
ない、というレベルの話ではなく、オメガ
を通して主がなさってきたこと、そしてそ
の結果生まれ、まさに主によって育てら
れた、小さくても確かなエネルギーに満
ちた若草のような「祈り手の方たちとの繋
がり」をここで断ち切ってはいけない…。
栄子先生が歩かれた道の後に芽吹いた若
芽が育っていくようにすることこそ、これか
らオメガ・ジャパンがしなければならない

ことであり、同時にそれこそが、多くの困
難の中で歩き続けてくださった先人への
何よりの恩返しになる、と。
一同 アーメーン！！
輪嶋 私も30年近くにわたり会社を経営
してきました。電子顕微鏡でも見えない
ほど小さい会社、っていつも言いますが、
それはすでに私とは全く別の存在になっ
ていて、私が「辞めたい、会社を閉じる」
といってもそれは「はい、そうですか」とい
うことにはなりません。経営側の状況や
思いよりも、会社の活動を今日まで支え
てくださったお一人おひとりの方の思いが
優先されるべきものであることを痛感しま
す。経営がどれほど大変で、辞める方が
どれほど楽であったとしても、それは許さ
れるものではない…そしてもしも主の御心
であれば、どんなに大変でも必ず道は開
ける、そしてそのことを実際にはっきりと
見せられる不思議の連続で今日まで来た
ように思います。もうダメだと思っても、
不思議と道が開かれる…死にそうになっ
ても死なない、みたいな（笑）。その様子
はまるで、いつしか我が子が自分と全く
別人格として世の中でその働きをしている
のを見るかのような感覚です。会社であ
れば株主の意見に従うことが原則ですが、
オメガ・ジャパンの場合は、今、聖子先
生が繰り返しおっしゃる「これまで祈りを
積み上げてくださった全国のお一人おひ
とり」が、一般の会社で言えば株主に当た
るような気がします。オメガ・ジャパンは
一般の会社と同じように捉えられないとこ
ろもあると思いますが、その部分では本
質的には同じではないかと思うのです。
私自身は「会社を終える時は、人々から必
要とされなくなった時」だと信じています。
オメガ・ジャパンの場合は「主が必要とし
なくなった時」、と言えるかもしれません。
経営や運営を任された者は、その組織が
必要とされている間は最後の最後まで、
石にかじりついても、その運営を続ける
努力をする責任がある、と。すみません、
偉そうなこと言うようで。
文夫 いやー、全くその通りですよね。
その意味では、栄子先生が生みの親だと
すれば、聖子先生が育ての親であるわけ
ですよね。
輪嶋 上手いこと言いますね！　ヨシュア
がモーセの役割を引き受けるような。

フェイ それで、結局は具体的にはどの
ように進むことになったのですか？
横田 はい、今申し上げた様な「これまで
の皆様の祈りがさらに積み上げられるこ
と」を目指し、「オメガ出版」を通じてのご
奉仕が継続できるよう、もしそれが主の
御心ならばその業務を継続する道を主に
祈り求めました。その結果、栄子先生に
もそのご了承を頂き、またオメガ・ジャパ
ンの理事長である増山牧師の承諾の下、
オメガ・ジャパン解散後も、実質「オメガ
出版」で行なってきたすべての業務を引き
継いで継続していくことになりました。
文夫・フェイ わー、それはよかったです！
あー、主よ、感謝します！
輪嶋 でも、これまではオメガ・ジャパンと
して大阪に事務所を置いてやってこられた
と思うのですが、それが無くなるわけです
よね？　その状態で、具体的にはどの様に
業務を継続していかれるのですか？　すみ
ません、立ち入ったことをお聞きしますが。
横田 とんでもありません！ むしろ、そこ
まで具体的にご心配いただいて…そのご
質問自体に、皆様「自分ごと」として受け
止めてくださっていることを実感して、今、
涙があふれそうです。業務を継続していく
には、もちろん私一人ではどうにもできま
せん。そんな中でこの状況を知った、こ
れまでオメガ・ジャパンの働きのために
ずっととりなしの祈りの中で私を送り出し
てくださっていた金武バプテスト教会の役
員会（&信徒の皆様）が立ち上がってくだ

さったのです。
文夫・フェイ、輪嶋 なんと…あー、主よ…。
横田 今でも注文が途絶えることのない
書籍を保管する倉庫代金を始めとしたさ
まざまなコストを賄うための献金、また事
務作業を含めた人的なリソースなどにおい
ても、「この働きを継続させるために必要
なものを皆で請け負いましょう」とコミット
してくださったんです。そして、今回11月
23日にセミナーのために沖縄にいらっ
しゃった栄子先生への「感謝会」として、
金武バプテスト教会の役員会で開催した
お食事会の場で、そのことを皆様から栄
子先生にもお伝えすることができたんです。
共同体の皆さんの主に対する献身の思い、
また栄子先生のこれまでの歩みに対する
深い尊敬と理解を感じ、私自身も本当に
涙が出るほどの思いでした。
輪嶋 栄子先生もどれほどお喜びだった
ことでしょう…そのことこそが、生みの親
に対する最大の親孝行ですもんね…。も
う今回も涙腺崩壊しそうです、私。これ
まで聖子先生とのこのコーナーでの対談
でも言いましたが、聖子先生が金武バプ
テスト教会で牧者としてのお務めを果たし
ながらオメガ・ジャパンの活動を続けるこ
とができるその背後には、金武バプテス
ト教会共同体の皆様の、どれほどの理解
と祈りがあってのことか、それを私も痛感
してきました。まるで戦闘機を送り出す空
母艦の様に。今、まさにそれを実際に見
ているのですよね！

改めての献身

横田 私が10年前にオメガの働きに奉仕
することを決めた時、これが主のお望み
になる道であればあるほど、その先に待っ
ているのは険しい道であると覚悟しました。
主にとって大切であればあるほど、その
反対勢力であるサタンからの霊的な攻撃
を受けるからです。ですから、その道を
進むためには、「そのためにこそ」、教会
での働きが大切であると受け止め、どん
な時にも共同体の牧者としての務めを第
一に置いてきました。それでもやはりツ
アーの時などは留守にせざるを得ず、そ
のような私を支えてくださる主の家族であ
る共同体のお一人おひとりに対して、た
だただ感謝しかありませんでした。そして
今回、そんな共同体の皆様の姿に、まさ
に主の栄光が輝く様を見せていただいた
ようで、私の人生でこれほどの感動を覚
えたことはないほど感動し、主を見上げ
て感謝いたしました。
輪嶋 この写真がその時のものですね！！
皆様、本当に光り輝いていますね…。

フェイ 主にお仕えできる時、人って、こ
んなふうに幸せな光を放つんですね…。
文夫 命が中から光り出すような…今の
お話を聞いて、私たちだけでなく、全国
のオメガ・ファミリーの方たちもどれほど
安堵し、喜ばれることかと思います。聖
子先生、よくご決心なさいましたね…本
当に感謝いたします。
横田 いえいえ、それは決して私ではあり
ません。主に示され、そして、今、横溝さ
んがおっしゃった、まさに「ファミリー」、
主の家族の皆様の祈りがこの結果に導い
てくださったんだと、心の底から感じます。
だから私は「代表」と言うより、皆様の「代
理」、担当者としてこの働きをこれまで通
り、いえ、これまで以上にさせていただ
かなければならない…そのように深く受
け止めています。改めての献身です。
輪嶋 わー、「改めての献身」ですか…。
そう言えば栄子先生も「だから献身ってや
められないのよ！」っておっしゃっていまし
たね。初めてそれをお聞きした時、「献身っ
て一回じゃないの？まるで何回も禁煙する、
みたいな変な感じ」と思いましたが（笑）。

今は私もその意味、本当に分かります。
献身する時のドキドキ、不安。でもそれを
超えて、自分の身を「さらに」主にお捧げし
ようと決心できた時の「爽やかな平安」と、
そして他の方法では決して感じたことのな
い「自分に対する愛おしさ」のような静かに
湧き上がる不思議な感情…。一言で言え
ば「幸福の極み」なのかもしれません。
文夫 本当にアーメンです。神様中心で
生きることの喜びを知ってしまったら、も
うこの地上にそれ以上の喜びはないと、
深く深く感じますよね。
輪嶋 人生の酸いも甘いも通ってこの日
本で生きてきた初老の（って失礼過ぎます
が！！）の男性、文夫さんの言葉だけに重
みと説得力、半端ないです（笑）。
文夫 東太郎さんだって、ほとんど同じ
ジェネレーションじゃないですか！（笑）
フェイ 主人と共に、私たちの中心に三
位一体なる神様の存在を感じながら生き
ていくことができる喜びの中でオメガ・
ジャパンと出会い、気づけばそれは私たち
にとって大切なものになっていました。そう
思っているのは私たちだけ？　と思ったり

しましたが、決してそうではなく、オメガ・
ジャパンの働きを通して「主のご再臨」に喜
びで備える祈りの家族の存在を、こうして
確かに感じる幸せを頂いたこと、本当に感
謝しています。それだけに栄子先生への感
謝も改めて皆様と分かち合い、私たちの主、
創造主であられる神様がイエス・キリスト
にあって栄子先生をこれからもあらゆる意
味において祝福してくださることを祈らず
にはいられません。
一同 アーメーン！！！！！！！
文夫 では聖子先生、早速ながら（笑）、
この「Bride」始め今後の「オメガ出版」が
具体的にどのような形で進んでいくのか、
分かる範囲で教えてください。
輪嶋 文夫さん、さすが年配者。厚かま
しい私でも聞きづらい事、切り込んでくだ
さる（笑）、でもそれ、知りたいです（笑）。
横田 いやー、私、皆様の熱量に、改め
てこれまでの、そしてこれからの日本に向
けられた主のご計画を感じて、圧倒される
ような思いです。そうそう、これからの具
体的なことに関するご質問でしたね（笑）。
まずは今の所、栄子先生のご希望に基づ
き、理事の皆様の合意の下、一般社団法
人オメガ・ジャパンを2023年12月をもっ
て正式に解散することになります。そして
今お伝えした通り、これまで「オメガ出版」
として行なってきた業務を継続するための
実務的な移行期（恐らく2～3カ月くらいに
なると思いますが）を経て、新しい体制の
下、これまで蓄積したさまざまな素材に
よる作成物を皆様にお届けできる様にな
ると思います。多くの方々からリクエスト
や、また尊いご協力のお申し出をいただ
いていますので、それらは印刷物だけに
留まらずいろいろな形態で、より広く、ま
た多くの皆様と繋がることのできるツール
や方法になることと期待しています。
文夫・フェイ わー、素晴らしい！　それ
は本当に楽しみですね！私たちも、これま
で通りファミリーの一員に加えていただき、
できるだけのお手伝いもさせていただきた
いと願っております。
輪嶋 本当に楽しみですね！　それから、
こうして毎月発行されてきた「Bride」です
が、これもオメガ・ファミリーと繋がる大
切なツールになってきたと思うのですが、
発行はどうされる予定ですか？
横田 はい、ニュースレターという位置付

けで発行してきた「Bride」も、オメガ・ジャ
パンを閉じる今回のタイミングで一旦終わ
らせていただきます。栄 子 先 生からも
ティーチングレターが終了するタイミング
で、ニュースレターの発行も、一旦終了し
てはとのご提案がありました。しかし、先
ほど申し上げた「オメガ出版」実務的移行
期を経て再出発をする際には、今の段階
ではその具体的な名称、配信方法・頻度
など詳細は決まっていませんが、必ず何
らかの形でお届けできるようにいたします。

（P12詳細あり）
輪嶋 あ、ではこの「Bride」で次に対談
を予定していた方のお話を聞かせていた
だくことも、完全消滅しなくて済むかも、
ですね（笑）。事情を説明すればその方も
ご理解くださると思います。
横田 それからもう一点、大切なことが。
この2月に予定しておりました次回のオメ
ガプレミアム・グレースツアーですが、今
般のイスラエル情勢により正式にキャンセ
ルとなりましたので、皆様から旅行代理
店さんの方でお預かりしている、旅行代
金の内金も早々にご返金の手続きをさせ
ていただいておりますので、こちらもどう
ぞご安心ください。この先のツアーもこれ
までのお話の通り、大変申し訳ございま
せんがすべてキャンセルとなります。
フェイ こんな情勢になっても、ほとんど
どなたからもキャンセルの希望が入らな
いんですって？
横田 そうなんです！　皆様、最後の最
後まで少しでも可能性があるのならどうし
ても行きたい、という方ばかりで、私も
驚くと同時に、ここでも皆様の思いに改
めて感動いたしました。
輪嶋 本当ですね…。3年後までのすべ
てのツアーも、何にも宣伝したわけでは
なく、この「Bride」で発表しただけで一気
に定員一杯になったのだそうですもんね。
そうそう、12月の頭に栄子先生が東京で
終末の聖書預言のセミナーをされた時に
私たちも参加させていただいたのですが、
その教会で賛美のリーダーをされていた
青年がいたのです。その方がされた当日
の賛美の選曲と、また休憩後に教会代表
でされたお祈りに本当に感動したもので
すから、セミナー後に少しお話しさせて
いただきたくなって、私の方から話しかけ
たんです。

文夫・フェイ あーその方、私たちも同じ
印象を受けて、よく覚えています。
輪嶋 そうしたらその方「私はシャローム
イスラエルをすべて拝見し、イスラエルへ
の学びに導かれました。毎月発行されて
いる「Bride」も、バックナンバーを含めて

「すべて」読ませていただいたんです！！今
日輪嶋さんにもお会いできるなんて思って
もみませんでした」と目をキラキラさせて
おっしゃって…実物見てがっかりしたの
じゃないかと思いますが（笑）。それにし
てもバックナンバー全部ですよ！！　こうし
て毎月毎月、地味～にコツコツ出してこら
れた「Bride」が、知らないところでこんな
素晴らしい実を結んでいることを知って、
私も心底感動しました。
横田 今、海外在住の日本人の方々の間
で、イスラエルを軸に聖書を学ぶことに
よって終末へ備えるための祈り会が出来
上がっています。その発端となったのは
ニュージーランドに住まれる一人の日本
人の方がYouTubeで『シャロームイスラエ
ルSeason Ⅰ・Ⅱ』を見られて、そこからの
感動が広がったためだと、教えていただ
きました。
文夫・フェイ ハレルヤー！　主のなさる
ことは私たちの考えなど到底及ばないと、
いつも思わされます。
輪嶋 この様なお話を聞けば聞くほど、
これまでのオメガ・ジャパンを通して主が
なさってきたこと、そしてそれを運んでこ
られた皆様に感謝せずにはいられません。
横田 この対談でもお話ししましたが、

「ろばと子ろばを引いて来て、その上に
服をかけると、イエスはそれにお乗りに
なった」（マタ21：7）
「イエスが、『水がめに水をいっぱい入れ
なさい」と言われると、召し使いたちは、
かめの縁まで水を満たした。イエスは、
「さあ、それをくんで宴会の世話役のとこ
ろへ持って行きなさい」と言われた。召し
使いたちは運んで行った』」（ヨハ2:7-8）

この2つのみことばが私のオメガ・ジャ
パンでのご奉仕の姿でしたし、これから
もそうです。そして召し使いが運んだ水が
めの水が、いよいよイエス様によって「よ
ろこび」の象徴であるブドウ酒となり、そ
れを日本中の人々が聖霊のいのちの水と
して口にし、いのちを与えられる時が来る

んだ…、そのような思いが与えられ、だ
からこそ、どんなことがあってもますます
楽しみで、私自身もワクワクするんです。
文夫 この対談でお話しなさっていた、献
身直後の「スキップしたいような気持ち」
なんですね？（笑）
横田 はい（笑）。
輪嶋 いやー、正直なところ、今日の座
談会を始める前には「一体どうなるもの
か」と、とっても心配だったのですが、終
わってみれば、こんなに喜びと希望にあ
ふれているなんて…天のお父様～って叫
びたい気持ちです。
文夫・フェイ 全くですね～、アーメンで
す！！
輪嶋 聖子先生、新たな出発のご報告を
楽しみに、心からお祈りを持って期待して
お待ちしていますね！
横田 ありがとうございます。人間の思
いによらず、すべて聖霊の導きの中でイエ
ス様を表すことだけがなされますように、
どうか、お祈りをお願いいたします。そし
て最後にこの場をお借りして、改めて荒
野を切り開くように歩いてこられた栄子・

スティーブンス先生、お支えくださったす
べての皆様、そして誰よりもそれを許され
た主に、深い感謝を捧げます。私自身も引
き続きお祈りしてまいります。

どうか皆様、新たにお目にかかる時まで！！
ありがとうございます。
輪嶋 やっぱり最後はこのごあいさつで！
全員 シャローム！！！！

栄子先生が歩かれた道の後に芽吹いた
若芽が育っていくようにすることこそ、
これからオメガ・ジャパンがしなければ
ならないことであり、同時にそれこそが、
多くの困難の中で歩き続けてくださった
先人への何よりの恩返しになる、と。
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横田 聖子師

沖縄で開催されたオメガ・
プレミアム・セミナーにて

輪嶋 シャローム、皆様。オメガ・ジャパ
ンの代表をお務めの横田聖子先生にお話
を伺うこの対談、最終回を迎える今回で
すが、今日はこのように私たち二人だけ
でなく、横溝文夫・フェイご夫妻にもご参
加いただき、お届けする事となりました。
本当にうれしくまた感謝の気持ちでいっ
ぱいです。聖子先生、そして文夫さん、
フェイさん（ってお呼びして良いですよ
ね？・笑）どうぞよろしくお願いいたします。
文夫・フェイ どうぞよろしくお願いいた
します。
輪嶋 今日も「いよいよ聖子先生の人生
に栄子先生現る」というところから、引き
続き興味津々でお話をお聞きしていくつも
りでいたのですが、この対談の最終回と
なる今回の冒頭で、こんな展開になると
は夢にも思っていなかった「まさか」のご
報告が聖子先生からあるのですね…。
横田 はい。まずは皆様にお礼を申し上
げたいのです。栄子・スティーブンス先生

による3カ月近くにわたっての日本全国巡
回のご奉仕が無事に終了し、その間栄子
先生の健康も守られ12月8日に予定通り
アメリカにご帰国なさいました。そして、
今日ここにいらっしゃる横溝ご夫妻にもた
くさんご奉仕いただき、当初予想もしな
いほど日本各地からたくさんの皆様にご
参加いただいた沖縄でのプレミアム・セミ
ナーも…。ひとえに皆様の祈りの結果で
す。本当にありがとうございました。
輪嶋 栄子先生はもちろんですが、それ
を支えられたスタッフの方々、各地で栄子
先生を

しょうへい

招聘された各教会の皆様に、私も
感謝があふれてきます。
文夫・フェイ 沖縄では私たちもたくさん
の恵みを分かち合っていただけて、本当
に幸せでした。
横田 心から感謝いたします。その様な後
でお伝えすることが本当に心痛いのですが、
今月号「Bride」巻頭での栄子・スティーブン
ス先生からのお手紙にある通り、これまで
多くの皆様の祈りによって物心共に支えら
れてきた一般社団法人オメガ・ジャパンを、
残念ながら閉じることとなりました。

輪嶋 ほんの数日前に私もそれをお聞き
して、あまりに急な、まさに想像もできな
い突然のことに実はいまだに混乱してい
て、どう受け止めて良いか整理がつかな
いのです。沖縄でのセミナーの様子を現
場からの実況中継を交えて読者の皆様と
分かち合いをしようと、座談会形式で迎
えた今日のこの場だったのですが。前回
のお話の続きをやっている場合じゃなく
なってきた…このコーナーで聖子先生に
続いて対談していただく方も予定していま
したが、一旦今はそれも白紙にしなけれ
ば、ですね。
文夫 混乱しているのは私たちも全く同
じなのです。イスラエルを軸に聖書を見
ることで、まるで新しく改めてイエス様と
出会ったかのような思いになり、神様の
ご計画と愛の大きさをより深く知ることで、
ますます信仰が深められた私たちにとっ
ても、「さあ、この終わりの時にオメガ・
ジャパンの働きがさらに大切になる」と感
じ、自分たちもできるだけのことをさせて
いただきたい、そう夫婦で話していました。
その一つの形があの沖縄のセミナーでの

ご奉仕だったので。その矢先にオメガ・
ジャパンが終わると聞いて、どう受け止め
れば良いのか、まだ混乱しています。失
礼ながら、そう思う読者の方々もきっと多
いと思うのですが。
フェイ オメガ・ジャパンを通してなさろ
うとされる神様の思いを受け取ったからこ
そ、私たちはオメガのツアーにも、優先
順位を何よりも一番にして3回にわたって
参加してきました。先日の沖縄でのセミ
ナーでも、全国から集まってこられた90
名近い方々の熱量を感じました。オメガ・
ジャパンの働きを通じて、このような祈り
の家族が出来ていることを目の当たりにし
て、心から感動し主をたたえずにはいら
れませんでした。私たち自身、とても霊
的な情熱を感じさせていただいただけに、
本当に複雑な思いです。

お仕えする
ターニングポイントを迎えた時
輪嶋 前回の「Bride」で黙示録のティー
チング原稿が終わり、全国巡回のご奉仕
がちょうど終わったから、栄子先生ご自
身もようやくホッとしてらっしゃるだろう
と思っていました。そして約3カ月の長き
にわたる日本滞在中の栄子先生の無事を
感謝していたのは私だけではないと思い
ます。この間、イスラエルが戦争状態と
も言える状況になり、来年以降のツアー
もどうなるのか、と思ってはいましたが、
同時に「これでいよいよ、ますます栄子先
生も日本に集中されるのかな」という、別
の期待もありました。今おっしゃったのは、
栄子先生ご自身の活動に一旦ブレイクを
置く、ということではなく、オメガ・ジャ
パン自体の活動も停止する、ということ
なのですか？　つまりオメガ・ジャパン自
体を閉じるということですか？
横田 結論から言えば、そういうことに
なるのだと思います。
文夫 コロナの3年間、実際には栄子先
生は一度も来日されずオメガ・ツアーもあ
りませんでしたが、それでもオメガ・ジャ
パンの活動自体は続いていましたが…。
横田 そうですよね、そう感じられるのは
当然だと思いますし、私自身も同じ思い
です。聖書を見てもパウロを筆頭に、主に
お仕えするお仕事はすべからくそうである

ように、これまでオメガ・ジャパンも幾度
となくさまざまな困難にぶつかってきまし
た。でもその度に主がお守りくださり今日
まで来ました。それはひとえに、ここにい
る皆様のように「主の御名がたたえられ、
主の御心がすべてなり、主が再び来られ
ることを確信した」皆様による祈りと、そ
してその祈りが積み上げられてきたからこ
そなのだと信じて疑いません。栄子先生
もどれほどご自分を捧げ、また昨年召さ
れたご主人のビル先生も、日本における
霊的実りのために働く栄子先生の使命を
ご理解くださり、どれほどの犠牲を喜んで
払われたことか…。それを私なりに受け
止めてきたつもりです。そして先ほど文夫
さんがおっしゃったように、先日の沖縄の
セミナーで見たあの光景。まさに「ようや
くここまで来た！　いよいよ始まった、こ
れからだ！」と感じ、それだけにこれまで
の歩みを運ばれた主に、またそのために
祈りを積み上げてきてくださった全国の皆
様への感謝の思いを深くしたところでした。
輪嶋 であれば、なおさらオメガ・ジャパ
ンを「閉じる」ことはロジカルではないよう
に思うのですが…何よりあまりに突然です
よね…。いつからそのような方針と言う
か、その方向に動いたのか、差し支えな
ければ教えていただいても良いですか？　
私自身、モヤモヤして整理がつかないので、
読者の代表として聞いちゃいます、お立
場上お辛いことをお聞きするようで申し訳
ありませんが、やはりオメガ・ジャパンは
すでに公的な存在になっていると思いま
すので、そこを敢えてお聞きします。
横田 そう考えられるのは当然だと思い
ますし、私も代表として今日までお仕えし
てきた身ですから、当然その様な質問に
お答えする責任があると認識していますの
で、どうぞ気になさらないでください。栄
子先生からオメガ・ジャパンを閉じるとい
うご意志を初めてお聞きしたのは10月の
末、ジャパン・ツアーが始まってひと月く
らい経った時のことでした。正直私もめ
まいがするほど、どう受け止めれば良い
か分かりませんでしたが、栄子先生がそ
のようにおっしゃるには、余程の理由が
あり、その上での覚悟なのであろうと思い、
そのお気持ちはとにかく一旦は受け止め
て私も祈ることにしました。

振り返ってみれば、これまでの私の人生

の中で、大きな方向転換や主にお仕えす
るターニングポイントを迎えた時、一度も
自分自身が「こうしたい、ああしたい」とい
う思いで進んできたことはなく（できな
かった、と言う方が適切かもしれません）、
本当に主に示されたとしか言えないよう
な「啓示」とも言える思いに従って進んでき
ました。だから今回も、「私自身の思いは
完全に取り去られ、たとえどんな結果に
なろうとも、主の願いだけに従うことがで
きるよう」にと祈ったのです。
文夫 そのことは、このコーナーの前回
までで聖子先生の人生の歩みを分かち
合っていただき、聖子先生の「歩み方」は
常にその通りだなーと思います。
輪嶋 ある意味失礼ですが「笑っちゃうほ
ど」の定型パターン（笑）。
横田 この対談でもお話した通り、私は
これまで自分のことを聖書のみことばにあ
る「イエス様をお運びする子ロバ」になり
たいという思いでオメガ・ジャパンにもお
仕えしてきましたので、今回も主の御心
を受け取らせてください、と祈りました。
輪嶋 それで祈られた結果，やはりオメ
ガを閉じようと？
横田 いいえ、そうはなりませんでした…。
それほど、この終わりの時にオメガ・ジャ
パンの活動を通して皆様が積んでこられ
た祈りが絶大だったのだと思います。
フェイ

せんえつ

僭越ながら、本当に私たちもそ
の一人です。オメガ・ツアーも3年後まで、
正式な金額が決まってもいないのにも関
わらず、申し込み受付開始と同時にすぐ
に定員一杯になってしまったとお聞きして
います。この前の沖縄でのセミナー、そ
れ自体もその様な表れの一つだと感じる
のです。さまざまな行事が重なる11月の
連休期間という、スケジュールを調整す
るだけでも本当に皆様にとって大変な時
期だったと思うのです。県内から参加さ
れた方もいらっしゃいましたが、大半が
飛行機移動、しかも会場は決して空港か
ら近いとは言えないあの場所に駆け付け
た皆様…。物心共に多くのものをかけて
でも参加したい、その様な皆様の霊的な
飢え渇きと共に、だからこそ霊が奮い立
たされる様子を強く実感させられました。
輪嶋 まさにそうですよね！　私も仕事の
関係でどうしてもどうしても都合がつかず、
結局開催の少し前に泣く泣く参加を断念

しましたが、あそこに県外から参加するこ
とはあらゆる面でハードルの低いことでは
なかったと思います。皆様、そのこと自
体を主に捧げられたんだと…。
文夫 あの沖縄でのセミナーで「私たちも
少しでもお役に立ちたい」という思いがあ
り、司会でご奉仕する機会を主が与えて
くださいました。
輪嶋 その様子、前回の「Bride」で拝見
しましたよ！　ご夫婦揃ってのご奉仕の姿、
本当に麗しいと感じました。
文夫 実はセミナー前日、進行などの打
ち合わせを兼ねて栄子先生とご一緒した
時に、私たちも栄子先生から直接「オメ
ガ・ジャパンを閉じる」と聞かされて。一
応部外者である私たちがそんなお話を聞
くということは、すでに決定事項であろう
と思い、どれほど動揺したことか…正直
寝られないほどでした（笑）

オメガ・ジャパンの働きが
継続していくように

横田 本当に申し訳ありません。私も同

じです（笑）。なので私も示された通り、
なんとかオメガ・ジャパンの働きが継続し
ていくよう、その後栄子先生ともお話をし
ましたが、先生のご決意は本当に固いと
いうことを理解しました。栄子先生は一
般社団法人オメガ・ジャパンの前身であっ
たオメガ・ミニストリーを創設された方で
あり、また今日までオメガ・ジャパンの活
動の根幹を支える、まさにエネルギーの
源です。栄子先生あってこそ、と言うべき
その方が、現在の状況を実際にご覧に
なった上でもなお「オメガ・ジャパンを閉
じる」という固いご決心をされているとい
うことは、きっと私では想像できないほど
の様々な深い理由がおありなのだと思い
ます。だとすれば、先生への尊敬の意味
でも、また立場においても、その決定に
従うことが私の在り方であり、進むべき
道である、そう思うに至りました。
文夫・フェイ、輪嶋 えー…じゃあ、これま
でのすべてが終わっちゃうってことですか？
輪嶋 栄子先生は今でも驚異的な若さと
エネルギーに満ちていらっしゃいます。で
も実際には81歳というご年齢を考えると、

いろいろなご負担は想像を超えた大きな
ものであることは確かでしょう。特に今回
のような長い日本でのツアーの後ですか
ら、心身共に大変な消耗もあったでしょ
うしね…同様の活動を、いつかは引退さ
れる日が来るというのは分かります。
文夫 ただ、栄子先生のご自身の活動と、
オメガ・ジャパンの役割とは全く同じでは
なく、別の話ではないかと…。
輪嶋 そうですよね。モーセがネボ山に
留まっても、約束の民はカナンの地に入
らねばなりません！
横田 私が祈って示されたことは、まさ
にそういう思いだったのです…オメガ・
ジャパンという組織、「枠」を閉じる閉じ
ない、というレベルの話ではなく、オメガ
を通して主がなさってきたこと、そしてそ
の結果生まれ、まさに主によって育てら
れた、小さくても確かなエネルギーに満
ちた若草のような「祈り手の方たちとの繋
がり」をここで断ち切ってはいけない…。
栄子先生が歩かれた道の後に芽吹いた若
芽が育っていくようにすることこそ、これか
らオメガ・ジャパンがしなければならない

ことであり、同時にそれこそが、多くの困
難の中で歩き続けてくださった先人への
何よりの恩返しになる、と。
一同 アーメーン！！
輪嶋 私も30年近くにわたり会社を経営
してきました。電子顕微鏡でも見えない
ほど小さい会社、っていつも言いますが、
それはすでに私とは全く別の存在になっ
ていて、私が「辞めたい、会社を閉じる」
といってもそれは「はい、そうですか」とい
うことにはなりません。経営側の状況や
思いよりも、会社の活動を今日まで支え
てくださったお一人おひとりの方の思いが
優先されるべきものであることを痛感しま
す。経営がどれほど大変で、辞める方が
どれほど楽であったとしても、それは許さ
れるものではない…そしてもしも主の御心
であれば、どんなに大変でも必ず道は開
ける、そしてそのことを実際にはっきりと
見せられる不思議の連続で今日まで来た
ように思います。もうダメだと思っても、
不思議と道が開かれる…死にそうになっ
ても死なない、みたいな（笑）。その様子
はまるで、いつしか我が子が自分と全く
別人格として世の中でその働きをしている
のを見るかのような感覚です。会社であ
れば株主の意見に従うことが原則ですが、
オメガ・ジャパンの場合は、今、聖子先
生が繰り返しおっしゃる「これまで祈りを
積み上げてくださった全国のお一人おひ
とり」が、一般の会社で言えば株主に当た
るような気がします。オメガ・ジャパンは
一般の会社と同じように捉えられないとこ
ろもあると思いますが、その部分では本
質的には同じではないかと思うのです。
私自身は「会社を終える時は、人々から必
要とされなくなった時」だと信じています。
オメガ・ジャパンの場合は「主が必要とし
なくなった時」、と言えるかもしれません。
経営や運営を任された者は、その組織が
必要とされている間は最後の最後まで、
石にかじりついても、その運営を続ける
努力をする責任がある、と。すみません、
偉そうなこと言うようで。
文夫 いやー、全くその通りですよね。
その意味では、栄子先生が生みの親だと
すれば、聖子先生が育ての親であるわけ
ですよね。
輪嶋 上手いこと言いますね！　ヨシュア
がモーセの役割を引き受けるような。

フェイ それで、結局は具体的にはどの
ように進むことになったのですか？
横田 はい、今申し上げた様な「これまで
の皆様の祈りがさらに積み上げられるこ
と」を目指し、「オメガ出版」を通じてのご
奉仕が継続できるよう、もしそれが主の
御心ならばその業務を継続する道を主に
祈り求めました。その結果、栄子先生に
もそのご了承を頂き、またオメガ・ジャパ
ンの理事長である増山牧師の承諾の下、
オメガ・ジャパン解散後も、実質「オメガ
出版」で行なってきたすべての業務を引き
継いで継続していくことになりました。
文夫・フェイ わー、それはよかったです！
あー、主よ、感謝します！
輪嶋 でも、これまではオメガ・ジャパンと
して大阪に事務所を置いてやってこられた
と思うのですが、それが無くなるわけです
よね？　その状態で、具体的にはどの様に
業務を継続していかれるのですか？　すみ
ません、立ち入ったことをお聞きしますが。
横田 とんでもありません！ むしろ、そこ
まで具体的にご心配いただいて…そのご
質問自体に、皆様「自分ごと」として受け
止めてくださっていることを実感して、今、
涙があふれそうです。業務を継続していく
には、もちろん私一人ではどうにもできま
せん。そんな中でこの状況を知った、こ
れまでオメガ・ジャパンの働きのために
ずっととりなしの祈りの中で私を送り出し
てくださっていた金武バプテスト教会の役
員会（&信徒の皆様）が立ち上がってくだ

さったのです。
文夫・フェイ、輪嶋 なんと…あー、主よ…。
横田 今でも注文が途絶えることのない
書籍を保管する倉庫代金を始めとしたさ
まざまなコストを賄うための献金、また事
務作業を含めた人的なリソースなどにおい
ても、「この働きを継続させるために必要
なものを皆で請け負いましょう」とコミット
してくださったんです。そして、今回11月
23日にセミナーのために沖縄にいらっ
しゃった栄子先生への「感謝会」として、
金武バプテスト教会の役員会で開催した
お食事会の場で、そのことを皆様から栄
子先生にもお伝えすることができたんです。
共同体の皆さんの主に対する献身の思い、
また栄子先生のこれまでの歩みに対する
深い尊敬と理解を感じ、私自身も本当に
涙が出るほどの思いでした。
輪嶋 栄子先生もどれほどお喜びだった
ことでしょう…そのことこそが、生みの親
に対する最大の親孝行ですもんね…。も
う今回も涙腺崩壊しそうです、私。これ
まで聖子先生とのこのコーナーでの対談
でも言いましたが、聖子先生が金武バプ
テスト教会で牧者としてのお務めを果たし
ながらオメガ・ジャパンの活動を続けるこ
とができるその背後には、金武バプテス
ト教会共同体の皆様の、どれほどの理解
と祈りがあってのことか、それを私も痛感
してきました。まるで戦闘機を送り出す空
母艦の様に。今、まさにそれを実際に見
ているのですよね！

改めての献身

横田 私が10年前にオメガの働きに奉仕
することを決めた時、これが主のお望み
になる道であればあるほど、その先に待っ
ているのは険しい道であると覚悟しました。
主にとって大切であればあるほど、その
反対勢力であるサタンからの霊的な攻撃
を受けるからです。ですから、その道を
進むためには、「そのためにこそ」、教会
での働きが大切であると受け止め、どん
な時にも共同体の牧者としての務めを第
一に置いてきました。それでもやはりツ
アーの時などは留守にせざるを得ず、そ
のような私を支えてくださる主の家族であ
る共同体のお一人おひとりに対して、た
だただ感謝しかありませんでした。そして
今回、そんな共同体の皆様の姿に、まさ
に主の栄光が輝く様を見せていただいた
ようで、私の人生でこれほどの感動を覚
えたことはないほど感動し、主を見上げ
て感謝いたしました。
輪嶋 この写真がその時のものですね！！
皆様、本当に光り輝いていますね…。

フェイ 主にお仕えできる時、人って、こ
んなふうに幸せな光を放つんですね…。
文夫 命が中から光り出すような…今の
お話を聞いて、私たちだけでなく、全国
のオメガ・ファミリーの方たちもどれほど
安堵し、喜ばれることかと思います。聖
子先生、よくご決心なさいましたね…本
当に感謝いたします。
横田 いえいえ、それは決して私ではあり
ません。主に示され、そして、今、横溝さ
んがおっしゃった、まさに「ファミリー」、
主の家族の皆様の祈りがこの結果に導い
てくださったんだと、心の底から感じます。
だから私は「代表」と言うより、皆様の「代
理」、担当者としてこの働きをこれまで通
り、いえ、これまで以上にさせていただ
かなければならない…そのように深く受
け止めています。改めての献身です。
輪嶋 わー、「改めての献身」ですか…。
そう言えば栄子先生も「だから献身ってや
められないのよ！」っておっしゃっていまし
たね。初めてそれをお聞きした時、「献身っ
て一回じゃないの？まるで何回も禁煙する、
みたいな変な感じ」と思いましたが（笑）。

今は私もその意味、本当に分かります。
献身する時のドキドキ、不安。でもそれを
超えて、自分の身を「さらに」主にお捧げし
ようと決心できた時の「爽やかな平安」と、
そして他の方法では決して感じたことのな
い「自分に対する愛おしさ」のような静かに
湧き上がる不思議な感情…。一言で言え
ば「幸福の極み」なのかもしれません。
文夫 本当にアーメンです。神様中心で
生きることの喜びを知ってしまったら、も
うこの地上にそれ以上の喜びはないと、
深く深く感じますよね。
輪嶋 人生の酸いも甘いも通ってこの日
本で生きてきた初老の（って失礼過ぎます
が！！）の男性、文夫さんの言葉だけに重
みと説得力、半端ないです（笑）。
文夫 東太郎さんだって、ほとんど同じ
ジェネレーションじゃないですか！（笑）
フェイ 主人と共に、私たちの中心に三
位一体なる神様の存在を感じながら生き
ていくことができる喜びの中でオメガ・
ジャパンと出会い、気づけばそれは私たち
にとって大切なものになっていました。そう
思っているのは私たちだけ？　と思ったり

しましたが、決してそうではなく、オメガ・
ジャパンの働きを通して「主のご再臨」に喜
びで備える祈りの家族の存在を、こうして
確かに感じる幸せを頂いたこと、本当に感
謝しています。それだけに栄子先生への感
謝も改めて皆様と分かち合い、私たちの主、
創造主であられる神様がイエス・キリスト
にあって栄子先生をこれからもあらゆる意
味において祝福してくださることを祈らず
にはいられません。
一同 アーメーン！！！！！！！
文夫 では聖子先生、早速ながら（笑）、
この「Bride」始め今後の「オメガ出版」が
具体的にどのような形で進んでいくのか、
分かる範囲で教えてください。
輪嶋 文夫さん、さすが年配者。厚かま
しい私でも聞きづらい事、切り込んでくだ
さる（笑）、でもそれ、知りたいです（笑）。
横田 いやー、私、皆様の熱量に、改め
てこれまでの、そしてこれからの日本に向
けられた主のご計画を感じて、圧倒される
ような思いです。そうそう、これからの具
体的なことに関するご質問でしたね（笑）。
まずは今の所、栄子先生のご希望に基づ
き、理事の皆様の合意の下、一般社団法
人オメガ・ジャパンを2023年12月をもっ
て正式に解散することになります。そして
今お伝えした通り、これまで「オメガ出版」
として行なってきた業務を継続するための
実務的な移行期（恐らく2～3カ月くらいに
なると思いますが）を経て、新しい体制の
下、これまで蓄積したさまざまな素材に
よる作成物を皆様にお届けできる様にな
ると思います。多くの方々からリクエスト
や、また尊いご協力のお申し出をいただ
いていますので、それらは印刷物だけに
留まらずいろいろな形態で、より広く、ま
た多くの皆様と繋がることのできるツール
や方法になることと期待しています。
文夫・フェイ わー、素晴らしい！　それ
は本当に楽しみですね！私たちも、これま
で通りファミリーの一員に加えていただき、
できるだけのお手伝いもさせていただきた
いと願っております。
輪嶋 本当に楽しみですね！　それから、
こうして毎月発行されてきた「Bride」です
が、これもオメガ・ファミリーと繋がる大
切なツールになってきたと思うのですが、
発行はどうされる予定ですか？
横田 はい、ニュースレターという位置付

けで発行してきた「Bride」も、オメガ・ジャ
パンを閉じる今回のタイミングで一旦終わ
らせていただきます。栄 子 先 生からも
ティーチングレターが終了するタイミング
で、ニュースレターの発行も、一旦終了し
てはとのご提案がありました。しかし、先
ほど申し上げた「オメガ出版」実務的移行
期を経て再出発をする際には、今の段階
ではその具体的な名称、配信方法・頻度
など詳細は決まっていませんが、必ず何
らかの形でお届けできるようにいたします。

（P12詳細あり）
輪嶋 あ、ではこの「Bride」で次に対談
を予定していた方のお話を聞かせていた
だくことも、完全消滅しなくて済むかも、
ですね（笑）。事情を説明すればその方も
ご理解くださると思います。
横田 それからもう一点、大切なことが。
この2月に予定しておりました次回のオメ
ガプレミアム・グレースツアーですが、今
般のイスラエル情勢により正式にキャンセ
ルとなりましたので、皆様から旅行代理
店さんの方でお預かりしている、旅行代
金の内金も早々にご返金の手続きをさせ
ていただいておりますので、こちらもどう
ぞご安心ください。この先のツアーもこれ
までのお話の通り、大変申し訳ございま
せんがすべてキャンセルとなります。
フェイ こんな情勢になっても、ほとんど
どなたからもキャンセルの希望が入らな
いんですって？
横田 そうなんです！　皆様、最後の最
後まで少しでも可能性があるのならどうし
ても行きたい、という方ばかりで、私も
驚くと同時に、ここでも皆様の思いに改
めて感動いたしました。
輪嶋 本当ですね…。3年後までのすべ
てのツアーも、何にも宣伝したわけでは
なく、この「Bride」で発表しただけで一気
に定員一杯になったのだそうですもんね。
そうそう、12月の頭に栄子先生が東京で
終末の聖書預言のセミナーをされた時に
私たちも参加させていただいたのですが、
その教会で賛美のリーダーをされていた
青年がいたのです。その方がされた当日
の賛美の選曲と、また休憩後に教会代表
でされたお祈りに本当に感動したもので
すから、セミナー後に少しお話しさせて
いただきたくなって、私の方から話しかけ
たんです。

文夫・フェイ あーその方、私たちも同じ
印象を受けて、よく覚えています。
輪嶋 そうしたらその方「私はシャローム
イスラエルをすべて拝見し、イスラエルへ
の学びに導かれました。毎月発行されて
いる「Bride」も、バックナンバーを含めて

「すべて」読ませていただいたんです！！今
日輪嶋さんにもお会いできるなんて思って
もみませんでした」と目をキラキラさせて
おっしゃって…実物見てがっかりしたの
じゃないかと思いますが（笑）。それにし
てもバックナンバー全部ですよ！！　こうし
て毎月毎月、地味～にコツコツ出してこら
れた「Bride」が、知らないところでこんな
素晴らしい実を結んでいることを知って、
私も心底感動しました。
横田 今、海外在住の日本人の方々の間
で、イスラエルを軸に聖書を学ぶことに
よって終末へ備えるための祈り会が出来
上がっています。その発端となったのは
ニュージーランドに住まれる一人の日本
人の方がYouTubeで『シャロームイスラエ
ルSeason Ⅰ・Ⅱ』を見られて、そこからの
感動が広がったためだと、教えていただ
きました。
文夫・フェイ ハレルヤー！　主のなさる
ことは私たちの考えなど到底及ばないと、
いつも思わされます。
輪嶋 この様なお話を聞けば聞くほど、
これまでのオメガ・ジャパンを通して主が
なさってきたこと、そしてそれを運んでこ
られた皆様に感謝せずにはいられません。
横田 この対談でもお話ししましたが、

「ろばと子ろばを引いて来て、その上に
服をかけると、イエスはそれにお乗りに
なった」（マタ21：7）
「イエスが、『水がめに水をいっぱい入れ
なさい」と言われると、召し使いたちは、
かめの縁まで水を満たした。イエスは、
「さあ、それをくんで宴会の世話役のとこ
ろへ持って行きなさい」と言われた。召し
使いたちは運んで行った』」（ヨハ2:7-8）

この2つのみことばが私のオメガ・ジャ
パンでのご奉仕の姿でしたし、これから
もそうです。そして召し使いが運んだ水が
めの水が、いよいよイエス様によって「よ
ろこび」の象徴であるブドウ酒となり、そ
れを日本中の人々が聖霊のいのちの水と
して口にし、いのちを与えられる時が来る

んだ…、そのような思いが与えられ、だ
からこそ、どんなことがあってもますます
楽しみで、私自身もワクワクするんです。
文夫 この対談でお話しなさっていた、献
身直後の「スキップしたいような気持ち」
なんですね？（笑）
横田 はい（笑）。
輪嶋 いやー、正直なところ、今日の座
談会を始める前には「一体どうなるもの
か」と、とっても心配だったのですが、終
わってみれば、こんなに喜びと希望にあ
ふれているなんて…天のお父様～って叫
びたい気持ちです。
文夫・フェイ 全くですね～、アーメンで
す！！
輪嶋 聖子先生、新たな出発のご報告を
楽しみに、心からお祈りを持って期待して
お待ちしていますね！
横田 ありがとうございます。人間の思
いによらず、すべて聖霊の導きの中でイエ
ス様を表すことだけがなされますように、
どうか、お祈りをお願いいたします。そし
て最後にこの場をお借りして、改めて荒
野を切り開くように歩いてこられた栄子・

スティーブンス先生、お支えくださったす
べての皆様、そして誰よりもそれを許され
た主に、深い感謝を捧げます。私自身も引
き続きお祈りしてまいります。

どうか皆様、新たにお目にかかる時まで！！
ありがとうございます。
輪嶋 やっぱり最後はこのごあいさつで！
全員 シャローム！！！！

栄子先生が歩かれた道の後に芽吹いた
若芽が育っていくようにすることこそ、
これからオメガ・ジャパンがしなければ
ならないことであり、同時にそれこそが、
多くの困難の中で歩き続けてくださった
先人への何よりの恩返しになる、と。
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沖縄で開催されたオメガ・
プレミアム・セミナーにて

輪嶋 シャローム、皆様。オメガ・ジャパ
ンの代表をお務めの横田聖子先生にお話
を伺うこの対談、最終回を迎える今回で
すが、今日はこのように私たち二人だけ
でなく、横溝文夫・フェイご夫妻にもご参
加いただき、お届けする事となりました。
本当にうれしくまた感謝の気持ちでいっ
ぱいです。聖子先生、そして文夫さん、
フェイさん（ってお呼びして良いですよ
ね？・笑）どうぞよろしくお願いいたします。
文夫・フェイ どうぞよろしくお願いいた
します。
輪嶋 今日も「いよいよ聖子先生の人生
に栄子先生現る」というところから、引き
続き興味津々でお話をお聞きしていくつも
りでいたのですが、この対談の最終回と
なる今回の冒頭で、こんな展開になると
は夢にも思っていなかった「まさか」のご
報告が聖子先生からあるのですね…。
横田 はい。まずは皆様にお礼を申し上
げたいのです。栄子・スティーブンス先生

による3カ月近くにわたっての日本全国巡
回のご奉仕が無事に終了し、その間栄子
先生の健康も守られ12月8日に予定通り
アメリカにご帰国なさいました。そして、
今日ここにいらっしゃる横溝ご夫妻にもた
くさんご奉仕いただき、当初予想もしな
いほど日本各地からたくさんの皆様にご
参加いただいた沖縄でのプレミアム・セミ
ナーも…。ひとえに皆様の祈りの結果で
す。本当にありがとうございました。
輪嶋 栄子先生はもちろんですが、それ
を支えられたスタッフの方々、各地で栄子
先生を

しょうへい

招聘された各教会の皆様に、私も
感謝があふれてきます。
文夫・フェイ 沖縄では私たちもたくさん
の恵みを分かち合っていただけて、本当
に幸せでした。
横田 心から感謝いたします。その様な後
でお伝えすることが本当に心痛いのですが、
今月号「Bride」巻頭での栄子・スティーブン
ス先生からのお手紙にある通り、これまで
多くの皆様の祈りによって物心共に支えら
れてきた一般社団法人オメガ・ジャパンを、
残念ながら閉じることとなりました。

輪嶋 ほんの数日前に私もそれをお聞き
して、あまりに急な、まさに想像もできな
い突然のことに実はいまだに混乱してい
て、どう受け止めて良いか整理がつかな
いのです。沖縄でのセミナーの様子を現
場からの実況中継を交えて読者の皆様と
分かち合いをしようと、座談会形式で迎
えた今日のこの場だったのですが。前回
のお話の続きをやっている場合じゃなく
なってきた…このコーナーで聖子先生に
続いて対談していただく方も予定していま
したが、一旦今はそれも白紙にしなけれ
ば、ですね。
文夫 混乱しているのは私たちも全く同
じなのです。イスラエルを軸に聖書を見
ることで、まるで新しく改めてイエス様と
出会ったかのような思いになり、神様の
ご計画と愛の大きさをより深く知ることで、
ますます信仰が深められた私たちにとっ
ても、「さあ、この終わりの時にオメガ・
ジャパンの働きがさらに大切になる」と感
じ、自分たちもできるだけのことをさせて
いただきたい、そう夫婦で話していました。
その一つの形があの沖縄のセミナーでの

ご奉仕だったので。その矢先にオメガ・
ジャパンが終わると聞いて、どう受け止め
れば良いのか、まだ混乱しています。失
礼ながら、そう思う読者の方々もきっと多
いと思うのですが。
フェイ オメガ・ジャパンを通してなさろ
うとされる神様の思いを受け取ったからこ
そ、私たちはオメガのツアーにも、優先
順位を何よりも一番にして3回にわたって
参加してきました。先日の沖縄でのセミ
ナーでも、全国から集まってこられた90
名近い方々の熱量を感じました。オメガ・
ジャパンの働きを通じて、このような祈り
の家族が出来ていることを目の当たりにし
て、心から感動し主をたたえずにはいら
れませんでした。私たち自身、とても霊
的な情熱を感じさせていただいただけに、
本当に複雑な思いです。

お仕えする
ターニングポイントを迎えた時
輪嶋 前回の「Bride」で黙示録のティー
チング原稿が終わり、全国巡回のご奉仕
がちょうど終わったから、栄子先生ご自
身もようやくホッとしてらっしゃるだろう
と思っていました。そして約3カ月の長き
にわたる日本滞在中の栄子先生の無事を
感謝していたのは私だけではないと思い
ます。この間、イスラエルが戦争状態と
も言える状況になり、来年以降のツアー
もどうなるのか、と思ってはいましたが、
同時に「これでいよいよ、ますます栄子先
生も日本に集中されるのかな」という、別
の期待もありました。今おっしゃったのは、
栄子先生ご自身の活動に一旦ブレイクを
置く、ということではなく、オメガ・ジャ
パン自体の活動も停止する、ということ
なのですか？　つまりオメガ・ジャパン自
体を閉じるということですか？
横田 結論から言えば、そういうことに
なるのだと思います。
文夫 コロナの3年間、実際には栄子先
生は一度も来日されずオメガ・ツアーもあ
りませんでしたが、それでもオメガ・ジャ
パンの活動自体は続いていましたが…。
横田 そうですよね、そう感じられるのは
当然だと思いますし、私自身も同じ思い
です。聖書を見てもパウロを筆頭に、主に
お仕えするお仕事はすべからくそうである

ように、これまでオメガ・ジャパンも幾度
となくさまざまな困難にぶつかってきまし
た。でもその度に主がお守りくださり今日
まで来ました。それはひとえに、ここにい
る皆様のように「主の御名がたたえられ、
主の御心がすべてなり、主が再び来られ
ることを確信した」皆様による祈りと、そ
してその祈りが積み上げられてきたからこ
そなのだと信じて疑いません。栄子先生
もどれほどご自分を捧げ、また昨年召さ
れたご主人のビル先生も、日本における
霊的実りのために働く栄子先生の使命を
ご理解くださり、どれほどの犠牲を喜んで
払われたことか…。それを私なりに受け
止めてきたつもりです。そして先ほど文夫
さんがおっしゃったように、先日の沖縄の
セミナーで見たあの光景。まさに「ようや
くここまで来た！　いよいよ始まった、こ
れからだ！」と感じ、それだけにこれまで
の歩みを運ばれた主に、またそのために
祈りを積み上げてきてくださった全国の皆
様への感謝の思いを深くしたところでした。
輪嶋 であれば、なおさらオメガ・ジャパ
ンを「閉じる」ことはロジカルではないよう
に思うのですが…何よりあまりに突然です
よね…。いつからそのような方針と言う
か、その方向に動いたのか、差し支えな
ければ教えていただいても良いですか？　
私自身、モヤモヤして整理がつかないので、
読者の代表として聞いちゃいます、お立
場上お辛いことをお聞きするようで申し訳
ありませんが、やはりオメガ・ジャパンは
すでに公的な存在になっていると思いま
すので、そこを敢えてお聞きします。
横田 そう考えられるのは当然だと思い
ますし、私も代表として今日までお仕えし
てきた身ですから、当然その様な質問に
お答えする責任があると認識していますの
で、どうぞ気になさらないでください。栄
子先生からオメガ・ジャパンを閉じるとい
うご意志を初めてお聞きしたのは10月の
末、ジャパン・ツアーが始まってひと月く
らい経った時のことでした。正直私もめ
まいがするほど、どう受け止めれば良い
か分かりませんでしたが、栄子先生がそ
のようにおっしゃるには、余程の理由が
あり、その上での覚悟なのであろうと思い、
そのお気持ちはとにかく一旦は受け止め
て私も祈ることにしました。

振り返ってみれば、これまでの私の人生

の中で、大きな方向転換や主にお仕えす
るターニングポイントを迎えた時、一度も
自分自身が「こうしたい、ああしたい」とい
う思いで進んできたことはなく（できな
かった、と言う方が適切かもしれません）、
本当に主に示されたとしか言えないよう
な「啓示」とも言える思いに従って進んでき
ました。だから今回も、「私自身の思いは
完全に取り去られ、たとえどんな結果に
なろうとも、主の願いだけに従うことがで
きるよう」にと祈ったのです。
文夫 そのことは、このコーナーの前回
までで聖子先生の人生の歩みを分かち
合っていただき、聖子先生の「歩み方」は
常にその通りだなーと思います。
輪嶋 ある意味失礼ですが「笑っちゃうほ
ど」の定型パターン（笑）。
横田 この対談でもお話した通り、私は
これまで自分のことを聖書のみことばにあ
る「イエス様をお運びする子ロバ」になり
たいという思いでオメガ・ジャパンにもお
仕えしてきましたので、今回も主の御心
を受け取らせてください、と祈りました。
輪嶋 それで祈られた結果，やはりオメ
ガを閉じようと？
横田 いいえ、そうはなりませんでした…。
それほど、この終わりの時にオメガ・ジャ
パンの活動を通して皆様が積んでこられ
た祈りが絶大だったのだと思います。
フェイ

せんえつ

僭越ながら、本当に私たちもそ
の一人です。オメガ・ツアーも3年後まで、
正式な金額が決まってもいないのにも関
わらず、申し込み受付開始と同時にすぐ
に定員一杯になってしまったとお聞きして
います。この前の沖縄でのセミナー、そ
れ自体もその様な表れの一つだと感じる
のです。さまざまな行事が重なる11月の
連休期間という、スケジュールを調整す
るだけでも本当に皆様にとって大変な時
期だったと思うのです。県内から参加さ
れた方もいらっしゃいましたが、大半が
飛行機移動、しかも会場は決して空港か
ら近いとは言えないあの場所に駆け付け
た皆様…。物心共に多くのものをかけて
でも参加したい、その様な皆様の霊的な
飢え渇きと共に、だからこそ霊が奮い立
たされる様子を強く実感させられました。
輪嶋 まさにそうですよね！　私も仕事の
関係でどうしてもどうしても都合がつかず、
結局開催の少し前に泣く泣く参加を断念

しましたが、あそこに県外から参加するこ
とはあらゆる面でハードルの低いことでは
なかったと思います。皆様、そのこと自
体を主に捧げられたんだと…。
文夫 あの沖縄でのセミナーで「私たちも
少しでもお役に立ちたい」という思いがあ
り、司会でご奉仕する機会を主が与えて
くださいました。
輪嶋 その様子、前回の「Bride」で拝見
しましたよ！　ご夫婦揃ってのご奉仕の姿、
本当に麗しいと感じました。
文夫 実はセミナー前日、進行などの打
ち合わせを兼ねて栄子先生とご一緒した
時に、私たちも栄子先生から直接「オメ
ガ・ジャパンを閉じる」と聞かされて。一
応部外者である私たちがそんなお話を聞
くということは、すでに決定事項であろう
と思い、どれほど動揺したことか…正直
寝られないほどでした（笑）

オメガ・ジャパンの働きが
継続していくように

横田 本当に申し訳ありません。私も同

じです（笑）。なので私も示された通り、
なんとかオメガ・ジャパンの働きが継続し
ていくよう、その後栄子先生ともお話をし
ましたが、先生のご決意は本当に固いと
いうことを理解しました。栄子先生は一
般社団法人オメガ・ジャパンの前身であっ
たオメガ・ミニストリーを創設された方で
あり、また今日までオメガ・ジャパンの活
動の根幹を支える、まさにエネルギーの
源です。栄子先生あってこそ、と言うべき
その方が、現在の状況を実際にご覧に
なった上でもなお「オメガ・ジャパンを閉
じる」という固いご決心をされているとい
うことは、きっと私では想像できないほど
の様々な深い理由がおありなのだと思い
ます。だとすれば、先生への尊敬の意味
でも、また立場においても、その決定に
従うことが私の在り方であり、進むべき
道である、そう思うに至りました。
文夫・フェイ、輪嶋 えー…じゃあ、これま
でのすべてが終わっちゃうってことですか？
輪嶋 栄子先生は今でも驚異的な若さと
エネルギーに満ちていらっしゃいます。で
も実際には81歳というご年齢を考えると、

いろいろなご負担は想像を超えた大きな
ものであることは確かでしょう。特に今回
のような長い日本でのツアーの後ですか
ら、心身共に大変な消耗もあったでしょ
うしね…同様の活動を、いつかは引退さ
れる日が来るというのは分かります。
文夫 ただ、栄子先生のご自身の活動と、
オメガ・ジャパンの役割とは全く同じでは
なく、別の話ではないかと…。
輪嶋 そうですよね。モーセがネボ山に
留まっても、約束の民はカナンの地に入
らねばなりません！
横田 私が祈って示されたことは、まさ
にそういう思いだったのです…オメガ・
ジャパンという組織、「枠」を閉じる閉じ
ない、というレベルの話ではなく、オメガ
を通して主がなさってきたこと、そしてそ
の結果生まれ、まさに主によって育てら
れた、小さくても確かなエネルギーに満
ちた若草のような「祈り手の方たちとの繋
がり」をここで断ち切ってはいけない…。
栄子先生が歩かれた道の後に芽吹いた若
芽が育っていくようにすることこそ、これか
らオメガ・ジャパンがしなければならない

ことであり、同時にそれこそが、多くの困
難の中で歩き続けてくださった先人への
何よりの恩返しになる、と。
一同 アーメーン！！
輪嶋 私も30年近くにわたり会社を経営
してきました。電子顕微鏡でも見えない
ほど小さい会社、っていつも言いますが、
それはすでに私とは全く別の存在になっ
ていて、私が「辞めたい、会社を閉じる」
といってもそれは「はい、そうですか」とい
うことにはなりません。経営側の状況や
思いよりも、会社の活動を今日まで支え
てくださったお一人おひとりの方の思いが
優先されるべきものであることを痛感しま
す。経営がどれほど大変で、辞める方が
どれほど楽であったとしても、それは許さ
れるものではない…そしてもしも主の御心
であれば、どんなに大変でも必ず道は開
ける、そしてそのことを実際にはっきりと
見せられる不思議の連続で今日まで来た
ように思います。もうダメだと思っても、
不思議と道が開かれる…死にそうになっ
ても死なない、みたいな（笑）。その様子
はまるで、いつしか我が子が自分と全く
別人格として世の中でその働きをしている
のを見るかのような感覚です。会社であ
れば株主の意見に従うことが原則ですが、
オメガ・ジャパンの場合は、今、聖子先
生が繰り返しおっしゃる「これまで祈りを
積み上げてくださった全国のお一人おひ
とり」が、一般の会社で言えば株主に当た
るような気がします。オメガ・ジャパンは
一般の会社と同じように捉えられないとこ
ろもあると思いますが、その部分では本
質的には同じではないかと思うのです。
私自身は「会社を終える時は、人々から必
要とされなくなった時」だと信じています。
オメガ・ジャパンの場合は「主が必要とし
なくなった時」、と言えるかもしれません。
経営や運営を任された者は、その組織が
必要とされている間は最後の最後まで、
石にかじりついても、その運営を続ける
努力をする責任がある、と。すみません、
偉そうなこと言うようで。
文夫 いやー、全くその通りですよね。
その意味では、栄子先生が生みの親だと
すれば、聖子先生が育ての親であるわけ
ですよね。
輪嶋 上手いこと言いますね！　ヨシュア
がモーセの役割を引き受けるような。

フェイ それで、結局は具体的にはどの
ように進むことになったのですか？
横田 はい、今申し上げた様な「これまで
の皆様の祈りがさらに積み上げられるこ
と」を目指し、「オメガ出版」を通じてのご
奉仕が継続できるよう、もしそれが主の
御心ならばその業務を継続する道を主に
祈り求めました。その結果、栄子先生に
もそのご了承を頂き、またオメガ・ジャパ
ンの理事長である増山牧師の承諾の下、
オメガ・ジャパン解散後も、実質「オメガ
出版」で行なってきたすべての業務を引き
継いで継続していくことになりました。
文夫・フェイ わー、それはよかったです！
あー、主よ、感謝します！
輪嶋 でも、これまではオメガ・ジャパンと
して大阪に事務所を置いてやってこられた
と思うのですが、それが無くなるわけです
よね？　その状態で、具体的にはどの様に
業務を継続していかれるのですか？　すみ
ません、立ち入ったことをお聞きしますが。
横田 とんでもありません！ むしろ、そこ
まで具体的にご心配いただいて…そのご
質問自体に、皆様「自分ごと」として受け
止めてくださっていることを実感して、今、
涙があふれそうです。業務を継続していく
には、もちろん私一人ではどうにもできま
せん。そんな中でこの状況を知った、こ
れまでオメガ・ジャパンの働きのために
ずっととりなしの祈りの中で私を送り出し
てくださっていた金武バプテスト教会の役
員会（&信徒の皆様）が立ち上がってくだ

さったのです。
文夫・フェイ、輪嶋 なんと…あー、主よ…。
横田 今でも注文が途絶えることのない
書籍を保管する倉庫代金を始めとしたさ
まざまなコストを賄うための献金、また事
務作業を含めた人的なリソースなどにおい
ても、「この働きを継続させるために必要
なものを皆で請け負いましょう」とコミット
してくださったんです。そして、今回11月
23日にセミナーのために沖縄にいらっ
しゃった栄子先生への「感謝会」として、
金武バプテスト教会の役員会で開催した
お食事会の場で、そのことを皆様から栄
子先生にもお伝えすることができたんです。
共同体の皆さんの主に対する献身の思い、
また栄子先生のこれまでの歩みに対する
深い尊敬と理解を感じ、私自身も本当に
涙が出るほどの思いでした。
輪嶋 栄子先生もどれほどお喜びだった
ことでしょう…そのことこそが、生みの親
に対する最大の親孝行ですもんね…。も
う今回も涙腺崩壊しそうです、私。これ
まで聖子先生とのこのコーナーでの対談
でも言いましたが、聖子先生が金武バプ
テスト教会で牧者としてのお務めを果たし
ながらオメガ・ジャパンの活動を続けるこ
とができるその背後には、金武バプテス
ト教会共同体の皆様の、どれほどの理解
と祈りがあってのことか、それを私も痛感
してきました。まるで戦闘機を送り出す空
母艦の様に。今、まさにそれを実際に見
ているのですよね！

改めての献身

横田 私が10年前にオメガの働きに奉仕
することを決めた時、これが主のお望み
になる道であればあるほど、その先に待っ
ているのは険しい道であると覚悟しました。
主にとって大切であればあるほど、その
反対勢力であるサタンからの霊的な攻撃
を受けるからです。ですから、その道を
進むためには、「そのためにこそ」、教会
での働きが大切であると受け止め、どん
な時にも共同体の牧者としての務めを第
一に置いてきました。それでもやはりツ
アーの時などは留守にせざるを得ず、そ
のような私を支えてくださる主の家族であ
る共同体のお一人おひとりに対して、た
だただ感謝しかありませんでした。そして
今回、そんな共同体の皆様の姿に、まさ
に主の栄光が輝く様を見せていただいた
ようで、私の人生でこれほどの感動を覚
えたことはないほど感動し、主を見上げ
て感謝いたしました。
輪嶋 この写真がその時のものですね！！
皆様、本当に光り輝いていますね…。

フェイ 主にお仕えできる時、人って、こ
んなふうに幸せな光を放つんですね…。
文夫 命が中から光り出すような…今の
お話を聞いて、私たちだけでなく、全国
のオメガ・ファミリーの方たちもどれほど
安堵し、喜ばれることかと思います。聖
子先生、よくご決心なさいましたね…本
当に感謝いたします。
横田 いえいえ、それは決して私ではあり
ません。主に示され、そして、今、横溝さ
んがおっしゃった、まさに「ファミリー」、
主の家族の皆様の祈りがこの結果に導い
てくださったんだと、心の底から感じます。
だから私は「代表」と言うより、皆様の「代
理」、担当者としてこの働きをこれまで通
り、いえ、これまで以上にさせていただ
かなければならない…そのように深く受
け止めています。改めての献身です。
輪嶋 わー、「改めての献身」ですか…。
そう言えば栄子先生も「だから献身ってや
められないのよ！」っておっしゃっていまし
たね。初めてそれをお聞きした時、「献身っ
て一回じゃないの？まるで何回も禁煙する、
みたいな変な感じ」と思いましたが（笑）。

今は私もその意味、本当に分かります。
献身する時のドキドキ、不安。でもそれを
超えて、自分の身を「さらに」主にお捧げし
ようと決心できた時の「爽やかな平安」と、
そして他の方法では決して感じたことのな
い「自分に対する愛おしさ」のような静かに
湧き上がる不思議な感情…。一言で言え
ば「幸福の極み」なのかもしれません。
文夫 本当にアーメンです。神様中心で
生きることの喜びを知ってしまったら、も
うこの地上にそれ以上の喜びはないと、
深く深く感じますよね。
輪嶋 人生の酸いも甘いも通ってこの日
本で生きてきた初老の（って失礼過ぎます
が！！）の男性、文夫さんの言葉だけに重
みと説得力、半端ないです（笑）。
文夫 東太郎さんだって、ほとんど同じ
ジェネレーションじゃないですか！（笑）
フェイ 主人と共に、私たちの中心に三
位一体なる神様の存在を感じながら生き
ていくことができる喜びの中でオメガ・
ジャパンと出会い、気づけばそれは私たち
にとって大切なものになっていました。そう
思っているのは私たちだけ？　と思ったり

しましたが、決してそうではなく、オメガ・
ジャパンの働きを通して「主のご再臨」に喜
びで備える祈りの家族の存在を、こうして
確かに感じる幸せを頂いたこと、本当に感
謝しています。それだけに栄子先生への感
謝も改めて皆様と分かち合い、私たちの主、
創造主であられる神様がイエス・キリスト
にあって栄子先生をこれからもあらゆる意
味において祝福してくださることを祈らず
にはいられません。
一同 アーメーン！！！！！！！
文夫 では聖子先生、早速ながら（笑）、
この「Bride」始め今後の「オメガ出版」が
具体的にどのような形で進んでいくのか、
分かる範囲で教えてください。
輪嶋 文夫さん、さすが年配者。厚かま
しい私でも聞きづらい事、切り込んでくだ
さる（笑）、でもそれ、知りたいです（笑）。
横田 いやー、私、皆様の熱量に、改め
てこれまでの、そしてこれからの日本に向
けられた主のご計画を感じて、圧倒される
ような思いです。そうそう、これからの具
体的なことに関するご質問でしたね（笑）。
まずは今の所、栄子先生のご希望に基づ
き、理事の皆様の合意の下、一般社団法
人オメガ・ジャパンを2023年12月をもっ
て正式に解散することになります。そして
今お伝えした通り、これまで「オメガ出版」
として行なってきた業務を継続するための
実務的な移行期（恐らく2～3カ月くらいに
なると思いますが）を経て、新しい体制の
下、これまで蓄積したさまざまな素材に
よる作成物を皆様にお届けできる様にな
ると思います。多くの方々からリクエスト
や、また尊いご協力のお申し出をいただ
いていますので、それらは印刷物だけに
留まらずいろいろな形態で、より広く、ま
た多くの皆様と繋がることのできるツール
や方法になることと期待しています。
文夫・フェイ わー、素晴らしい！　それ
は本当に楽しみですね！私たちも、これま
で通りファミリーの一員に加えていただき、
できるだけのお手伝いもさせていただきた
いと願っております。
輪嶋 本当に楽しみですね！　それから、
こうして毎月発行されてきた「Bride」です
が、これもオメガ・ファミリーと繋がる大
切なツールになってきたと思うのですが、
発行はどうされる予定ですか？
横田 はい、ニュースレターという位置付

けで発行してきた「Bride」も、オメガ・ジャ
パンを閉じる今回のタイミングで一旦終わ
らせていただきます。栄 子 先 生からも
ティーチングレターが終了するタイミング
で、ニュースレターの発行も、一旦終了し
てはとのご提案がありました。しかし、先
ほど申し上げた「オメガ出版」実務的移行
期を経て再出発をする際には、今の段階
ではその具体的な名称、配信方法・頻度
など詳細は決まっていませんが、必ず何
らかの形でお届けできるようにいたします。

（P12詳細あり）
輪嶋 あ、ではこの「Bride」で次に対談
を予定していた方のお話を聞かせていた
だくことも、完全消滅しなくて済むかも、
ですね（笑）。事情を説明すればその方も
ご理解くださると思います。
横田 それからもう一点、大切なことが。
この2月に予定しておりました次回のオメ
ガプレミアム・グレースツアーですが、今
般のイスラエル情勢により正式にキャンセ
ルとなりましたので、皆様から旅行代理
店さんの方でお預かりしている、旅行代
金の内金も早々にご返金の手続きをさせ
ていただいておりますので、こちらもどう
ぞご安心ください。この先のツアーもこれ
までのお話の通り、大変申し訳ございま
せんがすべてキャンセルとなります。
フェイ こんな情勢になっても、ほとんど
どなたからもキャンセルの希望が入らな
いんですって？
横田 そうなんです！　皆様、最後の最
後まで少しでも可能性があるのならどうし
ても行きたい、という方ばかりで、私も
驚くと同時に、ここでも皆様の思いに改
めて感動いたしました。
輪嶋 本当ですね…。3年後までのすべ
てのツアーも、何にも宣伝したわけでは
なく、この「Bride」で発表しただけで一気
に定員一杯になったのだそうですもんね。
そうそう、12月の頭に栄子先生が東京で
終末の聖書預言のセミナーをされた時に
私たちも参加させていただいたのですが、
その教会で賛美のリーダーをされていた
青年がいたのです。その方がされた当日
の賛美の選曲と、また休憩後に教会代表
でされたお祈りに本当に感動したもので
すから、セミナー後に少しお話しさせて
いただきたくなって、私の方から話しかけ
たんです。

文夫・フェイ あーその方、私たちも同じ
印象を受けて、よく覚えています。
輪嶋 そうしたらその方「私はシャローム
イスラエルをすべて拝見し、イスラエルへ
の学びに導かれました。毎月発行されて
いる「Bride」も、バックナンバーを含めて

「すべて」読ませていただいたんです！！今
日輪嶋さんにもお会いできるなんて思って
もみませんでした」と目をキラキラさせて
おっしゃって…実物見てがっかりしたの
じゃないかと思いますが（笑）。それにし
てもバックナンバー全部ですよ！！　こうし
て毎月毎月、地味～にコツコツ出してこら
れた「Bride」が、知らないところでこんな
素晴らしい実を結んでいることを知って、
私も心底感動しました。
横田 今、海外在住の日本人の方々の間
で、イスラエルを軸に聖書を学ぶことに
よって終末へ備えるための祈り会が出来
上がっています。その発端となったのは
ニュージーランドに住まれる一人の日本
人の方がYouTubeで『シャロームイスラエ
ルSeason Ⅰ・Ⅱ』を見られて、そこからの
感動が広がったためだと、教えていただ
きました。
文夫・フェイ ハレルヤー！　主のなさる
ことは私たちの考えなど到底及ばないと、
いつも思わされます。
輪嶋 この様なお話を聞けば聞くほど、
これまでのオメガ・ジャパンを通して主が
なさってきたこと、そしてそれを運んでこ
られた皆様に感謝せずにはいられません。
横田 この対談でもお話ししましたが、

「ろばと子ろばを引いて来て、その上に
服をかけると、イエスはそれにお乗りに
なった」（マタ21：7）
「イエスが、『水がめに水をいっぱい入れ
なさい」と言われると、召し使いたちは、
かめの縁まで水を満たした。イエスは、
「さあ、それをくんで宴会の世話役のとこ
ろへ持って行きなさい」と言われた。召し
使いたちは運んで行った』」（ヨハ2:7-8）

この2つのみことばが私のオメガ・ジャ
パンでのご奉仕の姿でしたし、これから
もそうです。そして召し使いが運んだ水が
めの水が、いよいよイエス様によって「よ
ろこび」の象徴であるブドウ酒となり、そ
れを日本中の人々が聖霊のいのちの水と
して口にし、いのちを与えられる時が来る

んだ…、そのような思いが与えられ、だ
からこそ、どんなことがあってもますます
楽しみで、私自身もワクワクするんです。
文夫 この対談でお話しなさっていた、献
身直後の「スキップしたいような気持ち」
なんですね？（笑）
横田 はい（笑）。
輪嶋 いやー、正直なところ、今日の座
談会を始める前には「一体どうなるもの
か」と、とっても心配だったのですが、終
わってみれば、こんなに喜びと希望にあ
ふれているなんて…天のお父様～って叫
びたい気持ちです。
文夫・フェイ 全くですね～、アーメンで
す！！
輪嶋 聖子先生、新たな出発のご報告を
楽しみに、心からお祈りを持って期待して
お待ちしていますね！
横田 ありがとうございます。人間の思
いによらず、すべて聖霊の導きの中でイエ
ス様を表すことだけがなされますように、
どうか、お祈りをお願いいたします。そし
て最後にこの場をお借りして、改めて荒
野を切り開くように歩いてこられた栄子・

スティーブンス先生、お支えくださったす
べての皆様、そして誰よりもそれを許され
た主に、深い感謝を捧げます。私自身も引
き続きお祈りしてまいります。

どうか皆様、新たにお目にかかる時まで！！
ありがとうございます。
輪嶋 やっぱり最後はこのごあいさつで！
全員 シャローム！！！！

神様中心で生きることの喜びを
知ってしまったら、もうこの地上に
それ以上の喜びはないと、
深く深く感じますよね。
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横溝 文夫氏

沖縄で開催されたオメガ・
プレミアム・セミナーにて

輪嶋 シャローム、皆様。オメガ・ジャパ
ンの代表をお務めの横田聖子先生にお話
を伺うこの対談、最終回を迎える今回で
すが、今日はこのように私たち二人だけ
でなく、横溝文夫・フェイご夫妻にもご参
加いただき、お届けする事となりました。
本当にうれしくまた感謝の気持ちでいっ
ぱいです。聖子先生、そして文夫さん、
フェイさん（ってお呼びして良いですよ
ね？・笑）どうぞよろしくお願いいたします。
文夫・フェイ どうぞよろしくお願いいた
します。
輪嶋 今日も「いよいよ聖子先生の人生
に栄子先生現る」というところから、引き
続き興味津々でお話をお聞きしていくつも
りでいたのですが、この対談の最終回と
なる今回の冒頭で、こんな展開になると
は夢にも思っていなかった「まさか」のご
報告が聖子先生からあるのですね…。
横田 はい。まずは皆様にお礼を申し上
げたいのです。栄子・スティーブンス先生

による3カ月近くにわたっての日本全国巡
回のご奉仕が無事に終了し、その間栄子
先生の健康も守られ12月8日に予定通り
アメリカにご帰国なさいました。そして、
今日ここにいらっしゃる横溝ご夫妻にもた
くさんご奉仕いただき、当初予想もしな
いほど日本各地からたくさんの皆様にご
参加いただいた沖縄でのプレミアム・セミ
ナーも…。ひとえに皆様の祈りの結果で
す。本当にありがとうございました。
輪嶋 栄子先生はもちろんですが、それ
を支えられたスタッフの方々、各地で栄子
先生を

しょうへい

招聘された各教会の皆様に、私も
感謝があふれてきます。
文夫・フェイ 沖縄では私たちもたくさん
の恵みを分かち合っていただけて、本当
に幸せでした。
横田 心から感謝いたします。その様な後
でお伝えすることが本当に心痛いのですが、
今月号「Bride」巻頭での栄子・スティーブン
ス先生からのお手紙にある通り、これまで
多くの皆様の祈りによって物心共に支えら
れてきた一般社団法人オメガ・ジャパンを、
残念ながら閉じることとなりました。

輪嶋 ほんの数日前に私もそれをお聞き
して、あまりに急な、まさに想像もできな
い突然のことに実はいまだに混乱してい
て、どう受け止めて良いか整理がつかな
いのです。沖縄でのセミナーの様子を現
場からの実況中継を交えて読者の皆様と
分かち合いをしようと、座談会形式で迎
えた今日のこの場だったのですが。前回
のお話の続きをやっている場合じゃなく
なってきた…このコーナーで聖子先生に
続いて対談していただく方も予定していま
したが、一旦今はそれも白紙にしなけれ
ば、ですね。
文夫 混乱しているのは私たちも全く同
じなのです。イスラエルを軸に聖書を見
ることで、まるで新しく改めてイエス様と
出会ったかのような思いになり、神様の
ご計画と愛の大きさをより深く知ることで、
ますます信仰が深められた私たちにとっ
ても、「さあ、この終わりの時にオメガ・
ジャパンの働きがさらに大切になる」と感
じ、自分たちもできるだけのことをさせて
いただきたい、そう夫婦で話していました。
その一つの形があの沖縄のセミナーでの

ご奉仕だったので。その矢先にオメガ・
ジャパンが終わると聞いて、どう受け止め
れば良いのか、まだ混乱しています。失
礼ながら、そう思う読者の方々もきっと多
いと思うのですが。
フェイ オメガ・ジャパンを通してなさろ
うとされる神様の思いを受け取ったからこ
そ、私たちはオメガのツアーにも、優先
順位を何よりも一番にして3回にわたって
参加してきました。先日の沖縄でのセミ
ナーでも、全国から集まってこられた90
名近い方々の熱量を感じました。オメガ・
ジャパンの働きを通じて、このような祈り
の家族が出来ていることを目の当たりにし
て、心から感動し主をたたえずにはいら
れませんでした。私たち自身、とても霊
的な情熱を感じさせていただいただけに、
本当に複雑な思いです。

お仕えする
ターニングポイントを迎えた時
輪嶋 前回の「Bride」で黙示録のティー
チング原稿が終わり、全国巡回のご奉仕
がちょうど終わったから、栄子先生ご自
身もようやくホッとしてらっしゃるだろう
と思っていました。そして約3カ月の長き
にわたる日本滞在中の栄子先生の無事を
感謝していたのは私だけではないと思い
ます。この間、イスラエルが戦争状態と
も言える状況になり、来年以降のツアー
もどうなるのか、と思ってはいましたが、
同時に「これでいよいよ、ますます栄子先
生も日本に集中されるのかな」という、別
の期待もありました。今おっしゃったのは、
栄子先生ご自身の活動に一旦ブレイクを
置く、ということではなく、オメガ・ジャ
パン自体の活動も停止する、ということ
なのですか？　つまりオメガ・ジャパン自
体を閉じるということですか？
横田 結論から言えば、そういうことに
なるのだと思います。
文夫 コロナの3年間、実際には栄子先
生は一度も来日されずオメガ・ツアーもあ
りませんでしたが、それでもオメガ・ジャ
パンの活動自体は続いていましたが…。
横田 そうですよね、そう感じられるのは
当然だと思いますし、私自身も同じ思い
です。聖書を見てもパウロを筆頭に、主に
お仕えするお仕事はすべからくそうである

ように、これまでオメガ・ジャパンも幾度
となくさまざまな困難にぶつかってきまし
た。でもその度に主がお守りくださり今日
まで来ました。それはひとえに、ここにい
る皆様のように「主の御名がたたえられ、
主の御心がすべてなり、主が再び来られ
ることを確信した」皆様による祈りと、そ
してその祈りが積み上げられてきたからこ
そなのだと信じて疑いません。栄子先生
もどれほどご自分を捧げ、また昨年召さ
れたご主人のビル先生も、日本における
霊的実りのために働く栄子先生の使命を
ご理解くださり、どれほどの犠牲を喜んで
払われたことか…。それを私なりに受け
止めてきたつもりです。そして先ほど文夫
さんがおっしゃったように、先日の沖縄の
セミナーで見たあの光景。まさに「ようや
くここまで来た！　いよいよ始まった、こ
れからだ！」と感じ、それだけにこれまで
の歩みを運ばれた主に、またそのために
祈りを積み上げてきてくださった全国の皆
様への感謝の思いを深くしたところでした。
輪嶋 であれば、なおさらオメガ・ジャパ
ンを「閉じる」ことはロジカルではないよう
に思うのですが…何よりあまりに突然です
よね…。いつからそのような方針と言う
か、その方向に動いたのか、差し支えな
ければ教えていただいても良いですか？　
私自身、モヤモヤして整理がつかないので、
読者の代表として聞いちゃいます、お立
場上お辛いことをお聞きするようで申し訳
ありませんが、やはりオメガ・ジャパンは
すでに公的な存在になっていると思いま
すので、そこを敢えてお聞きします。
横田 そう考えられるのは当然だと思い
ますし、私も代表として今日までお仕えし
てきた身ですから、当然その様な質問に
お答えする責任があると認識していますの
で、どうぞ気になさらないでください。栄
子先生からオメガ・ジャパンを閉じるとい
うご意志を初めてお聞きしたのは10月の
末、ジャパン・ツアーが始まってひと月く
らい経った時のことでした。正直私もめ
まいがするほど、どう受け止めれば良い
か分かりませんでしたが、栄子先生がそ
のようにおっしゃるには、余程の理由が
あり、その上での覚悟なのであろうと思い、
そのお気持ちはとにかく一旦は受け止め
て私も祈ることにしました。

振り返ってみれば、これまでの私の人生

の中で、大きな方向転換や主にお仕えす
るターニングポイントを迎えた時、一度も
自分自身が「こうしたい、ああしたい」とい
う思いで進んできたことはなく（できな
かった、と言う方が適切かもしれません）、
本当に主に示されたとしか言えないよう
な「啓示」とも言える思いに従って進んでき
ました。だから今回も、「私自身の思いは
完全に取り去られ、たとえどんな結果に
なろうとも、主の願いだけに従うことがで
きるよう」にと祈ったのです。
文夫 そのことは、このコーナーの前回
までで聖子先生の人生の歩みを分かち
合っていただき、聖子先生の「歩み方」は
常にその通りだなーと思います。
輪嶋 ある意味失礼ですが「笑っちゃうほ
ど」の定型パターン（笑）。
横田 この対談でもお話した通り、私は
これまで自分のことを聖書のみことばにあ
る「イエス様をお運びする子ロバ」になり
たいという思いでオメガ・ジャパンにもお
仕えしてきましたので、今回も主の御心
を受け取らせてください、と祈りました。
輪嶋 それで祈られた結果，やはりオメ
ガを閉じようと？
横田 いいえ、そうはなりませんでした…。
それほど、この終わりの時にオメガ・ジャ
パンの活動を通して皆様が積んでこられ
た祈りが絶大だったのだと思います。
フェイ

せんえつ

僭越ながら、本当に私たちもそ
の一人です。オメガ・ツアーも3年後まで、
正式な金額が決まってもいないのにも関
わらず、申し込み受付開始と同時にすぐ
に定員一杯になってしまったとお聞きして
います。この前の沖縄でのセミナー、そ
れ自体もその様な表れの一つだと感じる
のです。さまざまな行事が重なる11月の
連休期間という、スケジュールを調整す
るだけでも本当に皆様にとって大変な時
期だったと思うのです。県内から参加さ
れた方もいらっしゃいましたが、大半が
飛行機移動、しかも会場は決して空港か
ら近いとは言えないあの場所に駆け付け
た皆様…。物心共に多くのものをかけて
でも参加したい、その様な皆様の霊的な
飢え渇きと共に、だからこそ霊が奮い立
たされる様子を強く実感させられました。
輪嶋 まさにそうですよね！　私も仕事の
関係でどうしてもどうしても都合がつかず、
結局開催の少し前に泣く泣く参加を断念

しましたが、あそこに県外から参加するこ
とはあらゆる面でハードルの低いことでは
なかったと思います。皆様、そのこと自
体を主に捧げられたんだと…。
文夫 あの沖縄でのセミナーで「私たちも
少しでもお役に立ちたい」という思いがあ
り、司会でご奉仕する機会を主が与えて
くださいました。
輪嶋 その様子、前回の「Bride」で拝見
しましたよ！　ご夫婦揃ってのご奉仕の姿、
本当に麗しいと感じました。
文夫 実はセミナー前日、進行などの打
ち合わせを兼ねて栄子先生とご一緒した
時に、私たちも栄子先生から直接「オメ
ガ・ジャパンを閉じる」と聞かされて。一
応部外者である私たちがそんなお話を聞
くということは、すでに決定事項であろう
と思い、どれほど動揺したことか…正直
寝られないほどでした（笑）

オメガ・ジャパンの働きが
継続していくように

横田 本当に申し訳ありません。私も同

じです（笑）。なので私も示された通り、
なんとかオメガ・ジャパンの働きが継続し
ていくよう、その後栄子先生ともお話をし
ましたが、先生のご決意は本当に固いと
いうことを理解しました。栄子先生は一
般社団法人オメガ・ジャパンの前身であっ
たオメガ・ミニストリーを創設された方で
あり、また今日までオメガ・ジャパンの活
動の根幹を支える、まさにエネルギーの
源です。栄子先生あってこそ、と言うべき
その方が、現在の状況を実際にご覧に
なった上でもなお「オメガ・ジャパンを閉
じる」という固いご決心をされているとい
うことは、きっと私では想像できないほど
の様々な深い理由がおありなのだと思い
ます。だとすれば、先生への尊敬の意味
でも、また立場においても、その決定に
従うことが私の在り方であり、進むべき
道である、そう思うに至りました。
文夫・フェイ、輪嶋 えー…じゃあ、これま
でのすべてが終わっちゃうってことですか？
輪嶋 栄子先生は今でも驚異的な若さと
エネルギーに満ちていらっしゃいます。で
も実際には81歳というご年齢を考えると、

いろいろなご負担は想像を超えた大きな
ものであることは確かでしょう。特に今回
のような長い日本でのツアーの後ですか
ら、心身共に大変な消耗もあったでしょ
うしね…同様の活動を、いつかは引退さ
れる日が来るというのは分かります。
文夫 ただ、栄子先生のご自身の活動と、
オメガ・ジャパンの役割とは全く同じでは
なく、別の話ではないかと…。
輪嶋 そうですよね。モーセがネボ山に
留まっても、約束の民はカナンの地に入
らねばなりません！
横田 私が祈って示されたことは、まさ
にそういう思いだったのです…オメガ・
ジャパンという組織、「枠」を閉じる閉じ
ない、というレベルの話ではなく、オメガ
を通して主がなさってきたこと、そしてそ
の結果生まれ、まさに主によって育てら
れた、小さくても確かなエネルギーに満
ちた若草のような「祈り手の方たちとの繋
がり」をここで断ち切ってはいけない…。
栄子先生が歩かれた道の後に芽吹いた若
芽が育っていくようにすることこそ、これか
らオメガ・ジャパンがしなければならない

ことであり、同時にそれこそが、多くの困
難の中で歩き続けてくださった先人への
何よりの恩返しになる、と。
一同 アーメーン！！
輪嶋 私も30年近くにわたり会社を経営
してきました。電子顕微鏡でも見えない
ほど小さい会社、っていつも言いますが、
それはすでに私とは全く別の存在になっ
ていて、私が「辞めたい、会社を閉じる」
といってもそれは「はい、そうですか」とい
うことにはなりません。経営側の状況や
思いよりも、会社の活動を今日まで支え
てくださったお一人おひとりの方の思いが
優先されるべきものであることを痛感しま
す。経営がどれほど大変で、辞める方が
どれほど楽であったとしても、それは許さ
れるものではない…そしてもしも主の御心
であれば、どんなに大変でも必ず道は開
ける、そしてそのことを実際にはっきりと
見せられる不思議の連続で今日まで来た
ように思います。もうダメだと思っても、
不思議と道が開かれる…死にそうになっ
ても死なない、みたいな（笑）。その様子
はまるで、いつしか我が子が自分と全く
別人格として世の中でその働きをしている
のを見るかのような感覚です。会社であ
れば株主の意見に従うことが原則ですが、
オメガ・ジャパンの場合は、今、聖子先
生が繰り返しおっしゃる「これまで祈りを
積み上げてくださった全国のお一人おひ
とり」が、一般の会社で言えば株主に当た
るような気がします。オメガ・ジャパンは
一般の会社と同じように捉えられないとこ
ろもあると思いますが、その部分では本
質的には同じではないかと思うのです。
私自身は「会社を終える時は、人々から必
要とされなくなった時」だと信じています。
オメガ・ジャパンの場合は「主が必要とし
なくなった時」、と言えるかもしれません。
経営や運営を任された者は、その組織が
必要とされている間は最後の最後まで、
石にかじりついても、その運営を続ける
努力をする責任がある、と。すみません、
偉そうなこと言うようで。
文夫 いやー、全くその通りですよね。
その意味では、栄子先生が生みの親だと
すれば、聖子先生が育ての親であるわけ
ですよね。
輪嶋 上手いこと言いますね！　ヨシュア
がモーセの役割を引き受けるような。

フェイ それで、結局は具体的にはどの
ように進むことになったのですか？
横田 はい、今申し上げた様な「これまで
の皆様の祈りがさらに積み上げられるこ
と」を目指し、「オメガ出版」を通じてのご
奉仕が継続できるよう、もしそれが主の
御心ならばその業務を継続する道を主に
祈り求めました。その結果、栄子先生に
もそのご了承を頂き、またオメガ・ジャパ
ンの理事長である増山牧師の承諾の下、
オメガ・ジャパン解散後も、実質「オメガ
出版」で行なってきたすべての業務を引き
継いで継続していくことになりました。
文夫・フェイ わー、それはよかったです！
あー、主よ、感謝します！
輪嶋 でも、これまではオメガ・ジャパンと
して大阪に事務所を置いてやってこられた
と思うのですが、それが無くなるわけです
よね？　その状態で、具体的にはどの様に
業務を継続していかれるのですか？　すみ
ません、立ち入ったことをお聞きしますが。
横田 とんでもありません！ むしろ、そこ
まで具体的にご心配いただいて…そのご
質問自体に、皆様「自分ごと」として受け
止めてくださっていることを実感して、今、
涙があふれそうです。業務を継続していく
には、もちろん私一人ではどうにもできま
せん。そんな中でこの状況を知った、こ
れまでオメガ・ジャパンの働きのために
ずっととりなしの祈りの中で私を送り出し
てくださっていた金武バプテスト教会の役
員会（&信徒の皆様）が立ち上がってくだ

さったのです。
文夫・フェイ、輪嶋 なんと…あー、主よ…。
横田 今でも注文が途絶えることのない
書籍を保管する倉庫代金を始めとしたさ
まざまなコストを賄うための献金、また事
務作業を含めた人的なリソースなどにおい
ても、「この働きを継続させるために必要
なものを皆で請け負いましょう」とコミット
してくださったんです。そして、今回11月
23日にセミナーのために沖縄にいらっ
しゃった栄子先生への「感謝会」として、
金武バプテスト教会の役員会で開催した
お食事会の場で、そのことを皆様から栄
子先生にもお伝えすることができたんです。
共同体の皆さんの主に対する献身の思い、
また栄子先生のこれまでの歩みに対する
深い尊敬と理解を感じ、私自身も本当に
涙が出るほどの思いでした。
輪嶋 栄子先生もどれほどお喜びだった
ことでしょう…そのことこそが、生みの親
に対する最大の親孝行ですもんね…。も
う今回も涙腺崩壊しそうです、私。これ
まで聖子先生とのこのコーナーでの対談
でも言いましたが、聖子先生が金武バプ
テスト教会で牧者としてのお務めを果たし
ながらオメガ・ジャパンの活動を続けるこ
とができるその背後には、金武バプテス
ト教会共同体の皆様の、どれほどの理解
と祈りがあってのことか、それを私も痛感
してきました。まるで戦闘機を送り出す空
母艦の様に。今、まさにそれを実際に見
ているのですよね！

改めての献身

横田 私が10年前にオメガの働きに奉仕
することを決めた時、これが主のお望み
になる道であればあるほど、その先に待っ
ているのは険しい道であると覚悟しました。
主にとって大切であればあるほど、その
反対勢力であるサタンからの霊的な攻撃
を受けるからです。ですから、その道を
進むためには、「そのためにこそ」、教会
での働きが大切であると受け止め、どん
な時にも共同体の牧者としての務めを第
一に置いてきました。それでもやはりツ
アーの時などは留守にせざるを得ず、そ
のような私を支えてくださる主の家族であ
る共同体のお一人おひとりに対して、た
だただ感謝しかありませんでした。そして
今回、そんな共同体の皆様の姿に、まさ
に主の栄光が輝く様を見せていただいた
ようで、私の人生でこれほどの感動を覚
えたことはないほど感動し、主を見上げ
て感謝いたしました。
輪嶋 この写真がその時のものですね！！
皆様、本当に光り輝いていますね…。

フェイ 主にお仕えできる時、人って、こ
んなふうに幸せな光を放つんですね…。
文夫 命が中から光り出すような…今の
お話を聞いて、私たちだけでなく、全国
のオメガ・ファミリーの方たちもどれほど
安堵し、喜ばれることかと思います。聖
子先生、よくご決心なさいましたね…本
当に感謝いたします。
横田 いえいえ、それは決して私ではあり
ません。主に示され、そして、今、横溝さ
んがおっしゃった、まさに「ファミリー」、
主の家族の皆様の祈りがこの結果に導い
てくださったんだと、心の底から感じます。
だから私は「代表」と言うより、皆様の「代
理」、担当者としてこの働きをこれまで通
り、いえ、これまで以上にさせていただ
かなければならない…そのように深く受
け止めています。改めての献身です。
輪嶋 わー、「改めての献身」ですか…。
そう言えば栄子先生も「だから献身ってや
められないのよ！」っておっしゃっていまし
たね。初めてそれをお聞きした時、「献身っ
て一回じゃないの？まるで何回も禁煙する、
みたいな変な感じ」と思いましたが（笑）。

今は私もその意味、本当に分かります。
献身する時のドキドキ、不安。でもそれを
超えて、自分の身を「さらに」主にお捧げし
ようと決心できた時の「爽やかな平安」と、
そして他の方法では決して感じたことのな
い「自分に対する愛おしさ」のような静かに
湧き上がる不思議な感情…。一言で言え
ば「幸福の極み」なのかもしれません。
文夫 本当にアーメンです。神様中心で
生きることの喜びを知ってしまったら、も
うこの地上にそれ以上の喜びはないと、
深く深く感じますよね。
輪嶋 人生の酸いも甘いも通ってこの日
本で生きてきた初老の（って失礼過ぎます
が！！）の男性、文夫さんの言葉だけに重
みと説得力、半端ないです（笑）。
文夫 東太郎さんだって、ほとんど同じ
ジェネレーションじゃないですか！（笑）
フェイ 主人と共に、私たちの中心に三
位一体なる神様の存在を感じながら生き
ていくことができる喜びの中でオメガ・
ジャパンと出会い、気づけばそれは私たち
にとって大切なものになっていました。そう
思っているのは私たちだけ？　と思ったり

しましたが、決してそうではなく、オメガ・
ジャパンの働きを通して「主のご再臨」に喜
びで備える祈りの家族の存在を、こうして
確かに感じる幸せを頂いたこと、本当に感
謝しています。それだけに栄子先生への感
謝も改めて皆様と分かち合い、私たちの主、
創造主であられる神様がイエス・キリスト
にあって栄子先生をこれからもあらゆる意
味において祝福してくださることを祈らず
にはいられません。
一同 アーメーン！！！！！！！
文夫 では聖子先生、早速ながら（笑）、
この「Bride」始め今後の「オメガ出版」が
具体的にどのような形で進んでいくのか、
分かる範囲で教えてください。
輪嶋 文夫さん、さすが年配者。厚かま
しい私でも聞きづらい事、切り込んでくだ
さる（笑）、でもそれ、知りたいです（笑）。
横田 いやー、私、皆様の熱量に、改め
てこれまでの、そしてこれからの日本に向
けられた主のご計画を感じて、圧倒される
ような思いです。そうそう、これからの具
体的なことに関するご質問でしたね（笑）。
まずは今の所、栄子先生のご希望に基づ
き、理事の皆様の合意の下、一般社団法
人オメガ・ジャパンを2023年12月をもっ
て正式に解散することになります。そして
今お伝えした通り、これまで「オメガ出版」
として行なってきた業務を継続するための
実務的な移行期（恐らく2～3カ月くらいに
なると思いますが）を経て、新しい体制の
下、これまで蓄積したさまざまな素材に
よる作成物を皆様にお届けできる様にな
ると思います。多くの方々からリクエスト
や、また尊いご協力のお申し出をいただ
いていますので、それらは印刷物だけに
留まらずいろいろな形態で、より広く、ま
た多くの皆様と繋がることのできるツール
や方法になることと期待しています。
文夫・フェイ わー、素晴らしい！　それ
は本当に楽しみですね！私たちも、これま
で通りファミリーの一員に加えていただき、
できるだけのお手伝いもさせていただきた
いと願っております。
輪嶋 本当に楽しみですね！　それから、
こうして毎月発行されてきた「Bride」です
が、これもオメガ・ファミリーと繋がる大
切なツールになってきたと思うのですが、
発行はどうされる予定ですか？
横田 はい、ニュースレターという位置付

けで発行してきた「Bride」も、オメガ・ジャ
パンを閉じる今回のタイミングで一旦終わ
らせていただきます。栄 子 先 生からも
ティーチングレターが終了するタイミング
で、ニュースレターの発行も、一旦終了し
てはとのご提案がありました。しかし、先
ほど申し上げた「オメガ出版」実務的移行
期を経て再出発をする際には、今の段階
ではその具体的な名称、配信方法・頻度
など詳細は決まっていませんが、必ず何
らかの形でお届けできるようにいたします。

（P12詳細あり）
輪嶋 あ、ではこの「Bride」で次に対談
を予定していた方のお話を聞かせていた
だくことも、完全消滅しなくて済むかも、
ですね（笑）。事情を説明すればその方も
ご理解くださると思います。
横田 それからもう一点、大切なことが。
この2月に予定しておりました次回のオメ
ガプレミアム・グレースツアーですが、今
般のイスラエル情勢により正式にキャンセ
ルとなりましたので、皆様から旅行代理
店さんの方でお預かりしている、旅行代
金の内金も早々にご返金の手続きをさせ
ていただいておりますので、こちらもどう
ぞご安心ください。この先のツアーもこれ
までのお話の通り、大変申し訳ございま
せんがすべてキャンセルとなります。
フェイ こんな情勢になっても、ほとんど
どなたからもキャンセルの希望が入らな
いんですって？
横田 そうなんです！　皆様、最後の最
後まで少しでも可能性があるのならどうし
ても行きたい、という方ばかりで、私も
驚くと同時に、ここでも皆様の思いに改
めて感動いたしました。
輪嶋 本当ですね…。3年後までのすべ
てのツアーも、何にも宣伝したわけでは
なく、この「Bride」で発表しただけで一気
に定員一杯になったのだそうですもんね。
そうそう、12月の頭に栄子先生が東京で
終末の聖書預言のセミナーをされた時に
私たちも参加させていただいたのですが、
その教会で賛美のリーダーをされていた
青年がいたのです。その方がされた当日
の賛美の選曲と、また休憩後に教会代表
でされたお祈りに本当に感動したもので
すから、セミナー後に少しお話しさせて
いただきたくなって、私の方から話しかけ
たんです。

文夫・フェイ あーその方、私たちも同じ
印象を受けて、よく覚えています。
輪嶋 そうしたらその方「私はシャローム
イスラエルをすべて拝見し、イスラエルへ
の学びに導かれました。毎月発行されて
いる「Bride」も、バックナンバーを含めて

「すべて」読ませていただいたんです！！今
日輪嶋さんにもお会いできるなんて思って
もみませんでした」と目をキラキラさせて
おっしゃって…実物見てがっかりしたの
じゃないかと思いますが（笑）。それにし
てもバックナンバー全部ですよ！！　こうし
て毎月毎月、地味～にコツコツ出してこら
れた「Bride」が、知らないところでこんな
素晴らしい実を結んでいることを知って、
私も心底感動しました。
横田 今、海外在住の日本人の方々の間
で、イスラエルを軸に聖書を学ぶことに
よって終末へ備えるための祈り会が出来
上がっています。その発端となったのは
ニュージーランドに住まれる一人の日本
人の方がYouTubeで『シャロームイスラエ
ルSeason Ⅰ・Ⅱ』を見られて、そこからの
感動が広がったためだと、教えていただ
きました。
文夫・フェイ ハレルヤー！　主のなさる
ことは私たちの考えなど到底及ばないと、
いつも思わされます。
輪嶋 この様なお話を聞けば聞くほど、
これまでのオメガ・ジャパンを通して主が
なさってきたこと、そしてそれを運んでこ
られた皆様に感謝せずにはいられません。
横田 この対談でもお話ししましたが、

「ろばと子ろばを引いて来て、その上に
服をかけると、イエスはそれにお乗りに
なった」（マタ21：7）
「イエスが、『水がめに水をいっぱい入れ
なさい」と言われると、召し使いたちは、
かめの縁まで水を満たした。イエスは、
「さあ、それをくんで宴会の世話役のとこ
ろへ持って行きなさい」と言われた。召し
使いたちは運んで行った』」（ヨハ2:7-8）

この2つのみことばが私のオメガ・ジャ
パンでのご奉仕の姿でしたし、これから
もそうです。そして召し使いが運んだ水が
めの水が、いよいよイエス様によって「よ
ろこび」の象徴であるブドウ酒となり、そ
れを日本中の人々が聖霊のいのちの水と
して口にし、いのちを与えられる時が来る

んだ…、そのような思いが与えられ、だ
からこそ、どんなことがあってもますます
楽しみで、私自身もワクワクするんです。
文夫 この対談でお話しなさっていた、献
身直後の「スキップしたいような気持ち」
なんですね？（笑）
横田 はい（笑）。
輪嶋 いやー、正直なところ、今日の座
談会を始める前には「一体どうなるもの
か」と、とっても心配だったのですが、終
わってみれば、こんなに喜びと希望にあ
ふれているなんて…天のお父様～って叫
びたい気持ちです。
文夫・フェイ 全くですね～、アーメンで
す！！
輪嶋 聖子先生、新たな出発のご報告を
楽しみに、心からお祈りを持って期待して
お待ちしていますね！
横田 ありがとうございます。人間の思
いによらず、すべて聖霊の導きの中でイエ
ス様を表すことだけがなされますように、
どうか、お祈りをお願いいたします。そし
て最後にこの場をお借りして、改めて荒
野を切り開くように歩いてこられた栄子・

スティーブンス先生、お支えくださったす
べての皆様、そして誰よりもそれを許され
た主に、深い感謝を捧げます。私自身も引
き続きお祈りしてまいります。

どうか皆様、新たにお目にかかる時まで！！
ありがとうございます。
輪嶋 やっぱり最後はこのごあいさつで！
全員 シャローム！！！！

神様中心で生きることの喜びを
知ってしまったら、もうこの地上に
それ以上の喜びはないと、
深く深く感じますよね。
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横溝 フェイ氏

沖縄で開催されたオメガ・
プレミアム・セミナーにて

輪嶋 シャローム、皆様。オメガ・ジャパ
ンの代表をお務めの横田聖子先生にお話
を伺うこの対談、最終回を迎える今回で
すが、今日はこのように私たち二人だけ
でなく、横溝文夫・フェイご夫妻にもご参
加いただき、お届けする事となりました。
本当にうれしくまた感謝の気持ちでいっ
ぱいです。聖子先生、そして文夫さん、
フェイさん（ってお呼びして良いですよ
ね？・笑）どうぞよろしくお願いいたします。
文夫・フェイ どうぞよろしくお願いいた
します。
輪嶋 今日も「いよいよ聖子先生の人生
に栄子先生現る」というところから、引き
続き興味津々でお話をお聞きしていくつも
りでいたのですが、この対談の最終回と
なる今回の冒頭で、こんな展開になると
は夢にも思っていなかった「まさか」のご
報告が聖子先生からあるのですね…。
横田 はい。まずは皆様にお礼を申し上
げたいのです。栄子・スティーブンス先生

による3カ月近くにわたっての日本全国巡
回のご奉仕が無事に終了し、その間栄子
先生の健康も守られ12月8日に予定通り
アメリカにご帰国なさいました。そして、
今日ここにいらっしゃる横溝ご夫妻にもた
くさんご奉仕いただき、当初予想もしな
いほど日本各地からたくさんの皆様にご
参加いただいた沖縄でのプレミアム・セミ
ナーも…。ひとえに皆様の祈りの結果で
す。本当にありがとうございました。
輪嶋 栄子先生はもちろんですが、それ
を支えられたスタッフの方々、各地で栄子
先生を

しょうへい

招聘された各教会の皆様に、私も
感謝があふれてきます。
文夫・フェイ 沖縄では私たちもたくさん
の恵みを分かち合っていただけて、本当
に幸せでした。
横田 心から感謝いたします。その様な後
でお伝えすることが本当に心痛いのですが、
今月号「Bride」巻頭での栄子・スティーブン
ス先生からのお手紙にある通り、これまで
多くの皆様の祈りによって物心共に支えら
れてきた一般社団法人オメガ・ジャパンを、
残念ながら閉じることとなりました。

輪嶋 ほんの数日前に私もそれをお聞き
して、あまりに急な、まさに想像もできな
い突然のことに実はいまだに混乱してい
て、どう受け止めて良いか整理がつかな
いのです。沖縄でのセミナーの様子を現
場からの実況中継を交えて読者の皆様と
分かち合いをしようと、座談会形式で迎
えた今日のこの場だったのですが。前回
のお話の続きをやっている場合じゃなく
なってきた…このコーナーで聖子先生に
続いて対談していただく方も予定していま
したが、一旦今はそれも白紙にしなけれ
ば、ですね。
文夫 混乱しているのは私たちも全く同
じなのです。イスラエルを軸に聖書を見
ることで、まるで新しく改めてイエス様と
出会ったかのような思いになり、神様の
ご計画と愛の大きさをより深く知ることで、
ますます信仰が深められた私たちにとっ
ても、「さあ、この終わりの時にオメガ・
ジャパンの働きがさらに大切になる」と感
じ、自分たちもできるだけのことをさせて
いただきたい、そう夫婦で話していました。
その一つの形があの沖縄のセミナーでの

ご奉仕だったので。その矢先にオメガ・
ジャパンが終わると聞いて、どう受け止め
れば良いのか、まだ混乱しています。失
礼ながら、そう思う読者の方々もきっと多
いと思うのですが。
フェイ オメガ・ジャパンを通してなさろ
うとされる神様の思いを受け取ったからこ
そ、私たちはオメガのツアーにも、優先
順位を何よりも一番にして3回にわたって
参加してきました。先日の沖縄でのセミ
ナーでも、全国から集まってこられた90
名近い方々の熱量を感じました。オメガ・
ジャパンの働きを通じて、このような祈り
の家族が出来ていることを目の当たりにし
て、心から感動し主をたたえずにはいら
れませんでした。私たち自身、とても霊
的な情熱を感じさせていただいただけに、
本当に複雑な思いです。

お仕えする
ターニングポイントを迎えた時
輪嶋 前回の「Bride」で黙示録のティー
チング原稿が終わり、全国巡回のご奉仕
がちょうど終わったから、栄子先生ご自
身もようやくホッとしてらっしゃるだろう
と思っていました。そして約3カ月の長き
にわたる日本滞在中の栄子先生の無事を
感謝していたのは私だけではないと思い
ます。この間、イスラエルが戦争状態と
も言える状況になり、来年以降のツアー
もどうなるのか、と思ってはいましたが、
同時に「これでいよいよ、ますます栄子先
生も日本に集中されるのかな」という、別
の期待もありました。今おっしゃったのは、
栄子先生ご自身の活動に一旦ブレイクを
置く、ということではなく、オメガ・ジャ
パン自体の活動も停止する、ということ
なのですか？　つまりオメガ・ジャパン自
体を閉じるということですか？
横田 結論から言えば、そういうことに
なるのだと思います。
文夫 コロナの3年間、実際には栄子先
生は一度も来日されずオメガ・ツアーもあ
りませんでしたが、それでもオメガ・ジャ
パンの活動自体は続いていましたが…。
横田 そうですよね、そう感じられるのは
当然だと思いますし、私自身も同じ思い
です。聖書を見てもパウロを筆頭に、主に
お仕えするお仕事はすべからくそうである

ように、これまでオメガ・ジャパンも幾度
となくさまざまな困難にぶつかってきまし
た。でもその度に主がお守りくださり今日
まで来ました。それはひとえに、ここにい
る皆様のように「主の御名がたたえられ、
主の御心がすべてなり、主が再び来られ
ることを確信した」皆様による祈りと、そ
してその祈りが積み上げられてきたからこ
そなのだと信じて疑いません。栄子先生
もどれほどご自分を捧げ、また昨年召さ
れたご主人のビル先生も、日本における
霊的実りのために働く栄子先生の使命を
ご理解くださり、どれほどの犠牲を喜んで
払われたことか…。それを私なりに受け
止めてきたつもりです。そして先ほど文夫
さんがおっしゃったように、先日の沖縄の
セミナーで見たあの光景。まさに「ようや
くここまで来た！　いよいよ始まった、こ
れからだ！」と感じ、それだけにこれまで
の歩みを運ばれた主に、またそのために
祈りを積み上げてきてくださった全国の皆
様への感謝の思いを深くしたところでした。
輪嶋 であれば、なおさらオメガ・ジャパ
ンを「閉じる」ことはロジカルではないよう
に思うのですが…何よりあまりに突然です
よね…。いつからそのような方針と言う
か、その方向に動いたのか、差し支えな
ければ教えていただいても良いですか？　
私自身、モヤモヤして整理がつかないので、
読者の代表として聞いちゃいます、お立
場上お辛いことをお聞きするようで申し訳
ありませんが、やはりオメガ・ジャパンは
すでに公的な存在になっていると思いま
すので、そこを敢えてお聞きします。
横田 そう考えられるのは当然だと思い
ますし、私も代表として今日までお仕えし
てきた身ですから、当然その様な質問に
お答えする責任があると認識していますの
で、どうぞ気になさらないでください。栄
子先生からオメガ・ジャパンを閉じるとい
うご意志を初めてお聞きしたのは10月の
末、ジャパン・ツアーが始まってひと月く
らい経った時のことでした。正直私もめ
まいがするほど、どう受け止めれば良い
か分かりませんでしたが、栄子先生がそ
のようにおっしゃるには、余程の理由が
あり、その上での覚悟なのであろうと思い、
そのお気持ちはとにかく一旦は受け止め
て私も祈ることにしました。

振り返ってみれば、これまでの私の人生

の中で、大きな方向転換や主にお仕えす
るターニングポイントを迎えた時、一度も
自分自身が「こうしたい、ああしたい」とい
う思いで進んできたことはなく（できな
かった、と言う方が適切かもしれません）、
本当に主に示されたとしか言えないよう
な「啓示」とも言える思いに従って進んでき
ました。だから今回も、「私自身の思いは
完全に取り去られ、たとえどんな結果に
なろうとも、主の願いだけに従うことがで
きるよう」にと祈ったのです。
文夫 そのことは、このコーナーの前回
までで聖子先生の人生の歩みを分かち
合っていただき、聖子先生の「歩み方」は
常にその通りだなーと思います。
輪嶋 ある意味失礼ですが「笑っちゃうほ
ど」の定型パターン（笑）。
横田 この対談でもお話した通り、私は
これまで自分のことを聖書のみことばにあ
る「イエス様をお運びする子ロバ」になり
たいという思いでオメガ・ジャパンにもお
仕えしてきましたので、今回も主の御心
を受け取らせてください、と祈りました。
輪嶋 それで祈られた結果，やはりオメ
ガを閉じようと？
横田 いいえ、そうはなりませんでした…。
それほど、この終わりの時にオメガ・ジャ
パンの活動を通して皆様が積んでこられ
た祈りが絶大だったのだと思います。
フェイ

せんえつ

僭越ながら、本当に私たちもそ
の一人です。オメガ・ツアーも3年後まで、
正式な金額が決まってもいないのにも関
わらず、申し込み受付開始と同時にすぐ
に定員一杯になってしまったとお聞きして
います。この前の沖縄でのセミナー、そ
れ自体もその様な表れの一つだと感じる
のです。さまざまな行事が重なる11月の
連休期間という、スケジュールを調整す
るだけでも本当に皆様にとって大変な時
期だったと思うのです。県内から参加さ
れた方もいらっしゃいましたが、大半が
飛行機移動、しかも会場は決して空港か
ら近いとは言えないあの場所に駆け付け
た皆様…。物心共に多くのものをかけて
でも参加したい、その様な皆様の霊的な
飢え渇きと共に、だからこそ霊が奮い立
たされる様子を強く実感させられました。
輪嶋 まさにそうですよね！　私も仕事の
関係でどうしてもどうしても都合がつかず、
結局開催の少し前に泣く泣く参加を断念

しましたが、あそこに県外から参加するこ
とはあらゆる面でハードルの低いことでは
なかったと思います。皆様、そのこと自
体を主に捧げられたんだと…。
文夫 あの沖縄でのセミナーで「私たちも
少しでもお役に立ちたい」という思いがあ
り、司会でご奉仕する機会を主が与えて
くださいました。
輪嶋 その様子、前回の「Bride」で拝見
しましたよ！　ご夫婦揃ってのご奉仕の姿、
本当に麗しいと感じました。
文夫 実はセミナー前日、進行などの打
ち合わせを兼ねて栄子先生とご一緒した
時に、私たちも栄子先生から直接「オメ
ガ・ジャパンを閉じる」と聞かされて。一
応部外者である私たちがそんなお話を聞
くということは、すでに決定事項であろう
と思い、どれほど動揺したことか…正直
寝られないほどでした（笑）

オメガ・ジャパンの働きが
継続していくように

横田 本当に申し訳ありません。私も同

じです（笑）。なので私も示された通り、
なんとかオメガ・ジャパンの働きが継続し
ていくよう、その後栄子先生ともお話をし
ましたが、先生のご決意は本当に固いと
いうことを理解しました。栄子先生は一
般社団法人オメガ・ジャパンの前身であっ
たオメガ・ミニストリーを創設された方で
あり、また今日までオメガ・ジャパンの活
動の根幹を支える、まさにエネルギーの
源です。栄子先生あってこそ、と言うべき
その方が、現在の状況を実際にご覧に
なった上でもなお「オメガ・ジャパンを閉
じる」という固いご決心をされているとい
うことは、きっと私では想像できないほど
の様々な深い理由がおありなのだと思い
ます。だとすれば、先生への尊敬の意味
でも、また立場においても、その決定に
従うことが私の在り方であり、進むべき
道である、そう思うに至りました。
文夫・フェイ、輪嶋 えー…じゃあ、これま
でのすべてが終わっちゃうってことですか？
輪嶋 栄子先生は今でも驚異的な若さと
エネルギーに満ちていらっしゃいます。で
も実際には81歳というご年齢を考えると、

いろいろなご負担は想像を超えた大きな
ものであることは確かでしょう。特に今回
のような長い日本でのツアーの後ですか
ら、心身共に大変な消耗もあったでしょ
うしね…同様の活動を、いつかは引退さ
れる日が来るというのは分かります。
文夫 ただ、栄子先生のご自身の活動と、
オメガ・ジャパンの役割とは全く同じでは
なく、別の話ではないかと…。
輪嶋 そうですよね。モーセがネボ山に
留まっても、約束の民はカナンの地に入
らねばなりません！
横田 私が祈って示されたことは、まさ
にそういう思いだったのです…オメガ・
ジャパンという組織、「枠」を閉じる閉じ
ない、というレベルの話ではなく、オメガ
を通して主がなさってきたこと、そしてそ
の結果生まれ、まさに主によって育てら
れた、小さくても確かなエネルギーに満
ちた若草のような「祈り手の方たちとの繋
がり」をここで断ち切ってはいけない…。
栄子先生が歩かれた道の後に芽吹いた若
芽が育っていくようにすることこそ、これか
らオメガ・ジャパンがしなければならない

ことであり、同時にそれこそが、多くの困
難の中で歩き続けてくださった先人への
何よりの恩返しになる、と。
一同 アーメーン！！
輪嶋 私も30年近くにわたり会社を経営
してきました。電子顕微鏡でも見えない
ほど小さい会社、っていつも言いますが、
それはすでに私とは全く別の存在になっ
ていて、私が「辞めたい、会社を閉じる」
といってもそれは「はい、そうですか」とい
うことにはなりません。経営側の状況や
思いよりも、会社の活動を今日まで支え
てくださったお一人おひとりの方の思いが
優先されるべきものであることを痛感しま
す。経営がどれほど大変で、辞める方が
どれほど楽であったとしても、それは許さ
れるものではない…そしてもしも主の御心
であれば、どんなに大変でも必ず道は開
ける、そしてそのことを実際にはっきりと
見せられる不思議の連続で今日まで来た
ように思います。もうダメだと思っても、
不思議と道が開かれる…死にそうになっ
ても死なない、みたいな（笑）。その様子
はまるで、いつしか我が子が自分と全く
別人格として世の中でその働きをしている
のを見るかのような感覚です。会社であ
れば株主の意見に従うことが原則ですが、
オメガ・ジャパンの場合は、今、聖子先
生が繰り返しおっしゃる「これまで祈りを
積み上げてくださった全国のお一人おひ
とり」が、一般の会社で言えば株主に当た
るような気がします。オメガ・ジャパンは
一般の会社と同じように捉えられないとこ
ろもあると思いますが、その部分では本
質的には同じではないかと思うのです。
私自身は「会社を終える時は、人々から必
要とされなくなった時」だと信じています。
オメガ・ジャパンの場合は「主が必要とし
なくなった時」、と言えるかもしれません。
経営や運営を任された者は、その組織が
必要とされている間は最後の最後まで、
石にかじりついても、その運営を続ける
努力をする責任がある、と。すみません、
偉そうなこと言うようで。
文夫 いやー、全くその通りですよね。
その意味では、栄子先生が生みの親だと
すれば、聖子先生が育ての親であるわけ
ですよね。
輪嶋 上手いこと言いますね！　ヨシュア
がモーセの役割を引き受けるような。

フェイ それで、結局は具体的にはどの
ように進むことになったのですか？
横田 はい、今申し上げた様な「これまで
の皆様の祈りがさらに積み上げられるこ
と」を目指し、「オメガ出版」を通じてのご
奉仕が継続できるよう、もしそれが主の
御心ならばその業務を継続する道を主に
祈り求めました。その結果、栄子先生に
もそのご了承を頂き、またオメガ・ジャパ
ンの理事長である増山牧師の承諾の下、
オメガ・ジャパン解散後も、実質「オメガ
出版」で行なってきたすべての業務を引き
継いで継続していくことになりました。
文夫・フェイ わー、それはよかったです！
あー、主よ、感謝します！
輪嶋 でも、これまではオメガ・ジャパンと
して大阪に事務所を置いてやってこられた
と思うのですが、それが無くなるわけです
よね？　その状態で、具体的にはどの様に
業務を継続していかれるのですか？　すみ
ません、立ち入ったことをお聞きしますが。
横田 とんでもありません！ むしろ、そこ
まで具体的にご心配いただいて…そのご
質問自体に、皆様「自分ごと」として受け
止めてくださっていることを実感して、今、
涙があふれそうです。業務を継続していく
には、もちろん私一人ではどうにもできま
せん。そんな中でこの状況を知った、こ
れまでオメガ・ジャパンの働きのために
ずっととりなしの祈りの中で私を送り出し
てくださっていた金武バプテスト教会の役
員会（&信徒の皆様）が立ち上がってくだ

さったのです。
文夫・フェイ、輪嶋 なんと…あー、主よ…。
横田 今でも注文が途絶えることのない
書籍を保管する倉庫代金を始めとしたさ
まざまなコストを賄うための献金、また事
務作業を含めた人的なリソースなどにおい
ても、「この働きを継続させるために必要
なものを皆で請け負いましょう」とコミット
してくださったんです。そして、今回11月
23日にセミナーのために沖縄にいらっ
しゃった栄子先生への「感謝会」として、
金武バプテスト教会の役員会で開催した
お食事会の場で、そのことを皆様から栄
子先生にもお伝えすることができたんです。
共同体の皆さんの主に対する献身の思い、
また栄子先生のこれまでの歩みに対する
深い尊敬と理解を感じ、私自身も本当に
涙が出るほどの思いでした。
輪嶋 栄子先生もどれほどお喜びだった
ことでしょう…そのことこそが、生みの親
に対する最大の親孝行ですもんね…。も
う今回も涙腺崩壊しそうです、私。これ
まで聖子先生とのこのコーナーでの対談
でも言いましたが、聖子先生が金武バプ
テスト教会で牧者としてのお務めを果たし
ながらオメガ・ジャパンの活動を続けるこ
とができるその背後には、金武バプテス
ト教会共同体の皆様の、どれほどの理解
と祈りがあってのことか、それを私も痛感
してきました。まるで戦闘機を送り出す空
母艦の様に。今、まさにそれを実際に見
ているのですよね！

改めての献身

横田 私が10年前にオメガの働きに奉仕
することを決めた時、これが主のお望み
になる道であればあるほど、その先に待っ
ているのは険しい道であると覚悟しました。
主にとって大切であればあるほど、その
反対勢力であるサタンからの霊的な攻撃
を受けるからです。ですから、その道を
進むためには、「そのためにこそ」、教会
での働きが大切であると受け止め、どん
な時にも共同体の牧者としての務めを第
一に置いてきました。それでもやはりツ
アーの時などは留守にせざるを得ず、そ
のような私を支えてくださる主の家族であ
る共同体のお一人おひとりに対して、た
だただ感謝しかありませんでした。そして
今回、そんな共同体の皆様の姿に、まさ
に主の栄光が輝く様を見せていただいた
ようで、私の人生でこれほどの感動を覚
えたことはないほど感動し、主を見上げ
て感謝いたしました。
輪嶋 この写真がその時のものですね！！
皆様、本当に光り輝いていますね…。

フェイ 主にお仕えできる時、人って、こ
んなふうに幸せな光を放つんですね…。
文夫 命が中から光り出すような…今の
お話を聞いて、私たちだけでなく、全国
のオメガ・ファミリーの方たちもどれほど
安堵し、喜ばれることかと思います。聖
子先生、よくご決心なさいましたね…本
当に感謝いたします。
横田 いえいえ、それは決して私ではあり
ません。主に示され、そして、今、横溝さ
んがおっしゃった、まさに「ファミリー」、
主の家族の皆様の祈りがこの結果に導い
てくださったんだと、心の底から感じます。
だから私は「代表」と言うより、皆様の「代
理」、担当者としてこの働きをこれまで通
り、いえ、これまで以上にさせていただ
かなければならない…そのように深く受
け止めています。改めての献身です。
輪嶋 わー、「改めての献身」ですか…。
そう言えば栄子先生も「だから献身ってや
められないのよ！」っておっしゃっていまし
たね。初めてそれをお聞きした時、「献身っ
て一回じゃないの？まるで何回も禁煙する、
みたいな変な感じ」と思いましたが（笑）。

今は私もその意味、本当に分かります。
献身する時のドキドキ、不安。でもそれを
超えて、自分の身を「さらに」主にお捧げし
ようと決心できた時の「爽やかな平安」と、
そして他の方法では決して感じたことのな
い「自分に対する愛おしさ」のような静かに
湧き上がる不思議な感情…。一言で言え
ば「幸福の極み」なのかもしれません。
文夫 本当にアーメンです。神様中心で
生きることの喜びを知ってしまったら、も
うこの地上にそれ以上の喜びはないと、
深く深く感じますよね。
輪嶋 人生の酸いも甘いも通ってこの日
本で生きてきた初老の（って失礼過ぎます
が！！）の男性、文夫さんの言葉だけに重
みと説得力、半端ないです（笑）。
文夫 東太郎さんだって、ほとんど同じ
ジェネレーションじゃないですか！（笑）
フェイ 主人と共に、私たちの中心に三
位一体なる神様の存在を感じながら生き
ていくことができる喜びの中でオメガ・
ジャパンと出会い、気づけばそれは私たち
にとって大切なものになっていました。そう
思っているのは私たちだけ？　と思ったり

しましたが、決してそうではなく、オメガ・
ジャパンの働きを通して「主のご再臨」に喜
びで備える祈りの家族の存在を、こうして
確かに感じる幸せを頂いたこと、本当に感
謝しています。それだけに栄子先生への感
謝も改めて皆様と分かち合い、私たちの主、
創造主であられる神様がイエス・キリスト
にあって栄子先生をこれからもあらゆる意
味において祝福してくださることを祈らず
にはいられません。
一同 アーメーン！！！！！！！
文夫 では聖子先生、早速ながら（笑）、
この「Bride」始め今後の「オメガ出版」が
具体的にどのような形で進んでいくのか、
分かる範囲で教えてください。
輪嶋 文夫さん、さすが年配者。厚かま
しい私でも聞きづらい事、切り込んでくだ
さる（笑）、でもそれ、知りたいです（笑）。
横田 いやー、私、皆様の熱量に、改め
てこれまでの、そしてこれからの日本に向
けられた主のご計画を感じて、圧倒される
ような思いです。そうそう、これからの具
体的なことに関するご質問でしたね（笑）。
まずは今の所、栄子先生のご希望に基づ
き、理事の皆様の合意の下、一般社団法
人オメガ・ジャパンを2023年12月をもっ
て正式に解散することになります。そして
今お伝えした通り、これまで「オメガ出版」
として行なってきた業務を継続するための
実務的な移行期（恐らく2～3カ月くらいに
なると思いますが）を経て、新しい体制の
下、これまで蓄積したさまざまな素材に
よる作成物を皆様にお届けできる様にな
ると思います。多くの方々からリクエスト
や、また尊いご協力のお申し出をいただ
いていますので、それらは印刷物だけに
留まらずいろいろな形態で、より広く、ま
た多くの皆様と繋がることのできるツール
や方法になることと期待しています。
文夫・フェイ わー、素晴らしい！　それ
は本当に楽しみですね！私たちも、これま
で通りファミリーの一員に加えていただき、
できるだけのお手伝いもさせていただきた
いと願っております。
輪嶋 本当に楽しみですね！　それから、
こうして毎月発行されてきた「Bride」です
が、これもオメガ・ファミリーと繋がる大
切なツールになってきたと思うのですが、
発行はどうされる予定ですか？
横田 はい、ニュースレターという位置付

けで発行してきた「Bride」も、オメガ・ジャ
パンを閉じる今回のタイミングで一旦終わ
らせていただきます。栄 子 先 生からも
ティーチングレターが終了するタイミング
で、ニュースレターの発行も、一旦終了し
てはとのご提案がありました。しかし、先
ほど申し上げた「オメガ出版」実務的移行
期を経て再出発をする際には、今の段階
ではその具体的な名称、配信方法・頻度
など詳細は決まっていませんが、必ず何
らかの形でお届けできるようにいたします。

（P12詳細あり）
輪嶋 あ、ではこの「Bride」で次に対談
を予定していた方のお話を聞かせていた
だくことも、完全消滅しなくて済むかも、
ですね（笑）。事情を説明すればその方も
ご理解くださると思います。
横田 それからもう一点、大切なことが。
この2月に予定しておりました次回のオメ
ガプレミアム・グレースツアーですが、今
般のイスラエル情勢により正式にキャンセ
ルとなりましたので、皆様から旅行代理
店さんの方でお預かりしている、旅行代
金の内金も早々にご返金の手続きをさせ
ていただいておりますので、こちらもどう
ぞご安心ください。この先のツアーもこれ
までのお話の通り、大変申し訳ございま
せんがすべてキャンセルとなります。
フェイ こんな情勢になっても、ほとんど
どなたからもキャンセルの希望が入らな
いんですって？
横田 そうなんです！　皆様、最後の最
後まで少しでも可能性があるのならどうし
ても行きたい、という方ばかりで、私も
驚くと同時に、ここでも皆様の思いに改
めて感動いたしました。
輪嶋 本当ですね…。3年後までのすべ
てのツアーも、何にも宣伝したわけでは
なく、この「Bride」で発表しただけで一気
に定員一杯になったのだそうですもんね。
そうそう、12月の頭に栄子先生が東京で
終末の聖書預言のセミナーをされた時に
私たちも参加させていただいたのですが、
その教会で賛美のリーダーをされていた
青年がいたのです。その方がされた当日
の賛美の選曲と、また休憩後に教会代表
でされたお祈りに本当に感動したもので
すから、セミナー後に少しお話しさせて
いただきたくなって、私の方から話しかけ
たんです。

文夫・フェイ あーその方、私たちも同じ
印象を受けて、よく覚えています。
輪嶋 そうしたらその方「私はシャローム
イスラエルをすべて拝見し、イスラエルへ
の学びに導かれました。毎月発行されて
いる「Bride」も、バックナンバーを含めて

「すべて」読ませていただいたんです！！今
日輪嶋さんにもお会いできるなんて思って
もみませんでした」と目をキラキラさせて
おっしゃって…実物見てがっかりしたの
じゃないかと思いますが（笑）。それにし
てもバックナンバー全部ですよ！！　こうし
て毎月毎月、地味～にコツコツ出してこら
れた「Bride」が、知らないところでこんな
素晴らしい実を結んでいることを知って、
私も心底感動しました。
横田 今、海外在住の日本人の方々の間
で、イスラエルを軸に聖書を学ぶことに
よって終末へ備えるための祈り会が出来
上がっています。その発端となったのは
ニュージーランドに住まれる一人の日本
人の方がYouTubeで『シャロームイスラエ
ルSeason Ⅰ・Ⅱ』を見られて、そこからの
感動が広がったためだと、教えていただ
きました。
文夫・フェイ ハレルヤー！　主のなさる
ことは私たちの考えなど到底及ばないと、
いつも思わされます。
輪嶋 この様なお話を聞けば聞くほど、
これまでのオメガ・ジャパンを通して主が
なさってきたこと、そしてそれを運んでこ
られた皆様に感謝せずにはいられません。
横田 この対談でもお話ししましたが、

「ろばと子ろばを引いて来て、その上に
服をかけると、イエスはそれにお乗りに
なった」（マタ21：7）
「イエスが、『水がめに水をいっぱい入れ
なさい」と言われると、召し使いたちは、
かめの縁まで水を満たした。イエスは、
「さあ、それをくんで宴会の世話役のとこ
ろへ持って行きなさい」と言われた。召し
使いたちは運んで行った』」（ヨハ2:7-8）

この2つのみことばが私のオメガ・ジャ
パンでのご奉仕の姿でしたし、これから
もそうです。そして召し使いが運んだ水が
めの水が、いよいよイエス様によって「よ
ろこび」の象徴であるブドウ酒となり、そ
れを日本中の人々が聖霊のいのちの水と
して口にし、いのちを与えられる時が来る

んだ…、そのような思いが与えられ、だ
からこそ、どんなことがあってもますます
楽しみで、私自身もワクワクするんです。
文夫 この対談でお話しなさっていた、献
身直後の「スキップしたいような気持ち」
なんですね？（笑）
横田 はい（笑）。
輪嶋 いやー、正直なところ、今日の座
談会を始める前には「一体どうなるもの
か」と、とっても心配だったのですが、終
わってみれば、こんなに喜びと希望にあ
ふれているなんて…天のお父様～って叫
びたい気持ちです。
文夫・フェイ 全くですね～、アーメンで
す！！
輪嶋 聖子先生、新たな出発のご報告を
楽しみに、心からお祈りを持って期待して
お待ちしていますね！
横田 ありがとうございます。人間の思
いによらず、すべて聖霊の導きの中でイエ
ス様を表すことだけがなされますように、
どうか、お祈りをお願いいたします。そし
て最後にこの場をお借りして、改めて荒
野を切り開くように歩いてこられた栄子・

スティーブンス先生、お支えくださったす
べての皆様、そして誰よりもそれを許され
た主に、深い感謝を捧げます。私自身も引
き続きお祈りしてまいります。

どうか皆様、新たにお目にかかる時まで！！
ありがとうございます。
輪嶋 やっぱり最後はこのごあいさつで！
全員 シャローム！！！！

一般社団法人オメガ・ジャパン理事・代表
宗教法人金武バプテスト教会牧師

横田聖子

敬愛するオメガ・ニュースレター読者の皆様へ
偉大なる主の御名を賛美いたします。
今月、オメガニュースレター「Bride」Vol.141最終号を心からの感謝込めてお届けいたします。

オメガを発足した時、栄子・スティーブンス先生が、「きっと、これから10年後には、黙示録の学びや終末論を語る人たちが
大勢出てくると思うわ」とおっしゃっておられた言葉が鮮明によみがえります。

その時は、あまりピンと来ませんでしたが、今、現在、まさにその通りに、日本でもイスラエルを抜きに聖書を語ることはできない
と言ってよいほどに、世界情勢を含めて、終末論や黙示録について多くの方々が語られております。特に、パンデミックからの数年で、
世界情勢はさらに加速して激変と混迷を極める時代となりました。

オメガニュースレターは、栄子・スティーブンス先生のイスラエルを軸とした聖書のティーチングレターとしてスタートしました。
そして、73号からデザインを一新し、日本の教会がキリストの花嫁として主が来られる日に備える花嫁支度に仕えるしもべとしての
オメガの使命と役割を表し「Bride―ブライドー」と命名しお届けしてまいりました。

オメガの活動を始めた時に、ほとんどの方が、イスラエルのことにはあまり関心がなく、黙示録の学びについては、さらに難解
過ぎて敬遠される時代でした。そのような状況でしたので、活動を推進するために、栄子・スティーブンス先生の紹介も兼ねて、
分かりやすい書籍や教材を出版しようと、社団法人とは別会社で「オメガ出版」を創設いたしました。

良質で栄養豊富な食物は一気にたくさん食べることができないことが多々あります。そこで、手のひらサイズで、分かりやすく短いテキス
トでの書籍出版をしようと、初版の「イスラエルの歴史と日本のリバイバルの関係」小冊子シリーズ『聖書預言はどう実現しているのか』は、
シリーズで15,000部以上のベストセラーとなりました。現在も分かりやすい聖書教材として用いられていることを感謝いたします。

栄子・スティーブンス先生は、オメガミニストリー創設からオメガ・ジャパン設立、現在に至るまで、荒野で叫ぶ者の声として霊的に
深い洞察と神様のあわれみ深い愛に満ちたみことばを日本の教会へ向けて全身全霊で語ってくださいました。先月は、ティーチング
レターの執筆活動を終えることをご報告させていただきましたが、その後、さまざまな角度から協議を重ねて、今年、2023年の
日本全国講演活動「オメガ・グレイス・ジャパンツアー」を最後に栄子・スティーブンス先生によるオメガ・ジャパンでのすべての活動の
幕を閉じることとなりました。（巻頭にお手紙の掲載があります。）

私自身、献身者として歩み始めてすぐに栄子先生と出会い、尊敬する女性は、母と栄子先生であり、そのキリスト者の信仰の道を
歩む後ろ姿を見ながら育ちました。そして、主に示されたみことばに対して、これまでオメガを通して、永遠に変わらない神のことばを
お伝えする働きに従事させていただき主と共に歩む宝の時間を頂きました。心から感謝しています。

そして、何よりもオメガニュースレター読者の皆様の祈りによって、祈りと共に、これまで日本全国の教会にお仕えできたこと、
そして読者の皆様との出会いを心からの尊敬と感謝を込めて、主への賛美を捧げます。

　
2023年12月をもちまして、活動の根幹である栄子・スティーブンス先生のご意志を受けて、栄子・スティーブンス先生とオメガ

ジャパンの活動を終えることを、オメガ理事の全会一致で承認となりました。
今後につきましては、栄子先生や理事の先生方からもご承諾を頂き、対談にも掲載された通り「オメガ出版」の働きを宗教法人

金武バプテスト教会のグループ事業として引き継ぎ、これからの時代の声としての役割を果たすべく準備を進めてまいります。
（P12に今後についての祈りの課題が掲載されています）

これからも主なる神の愛と恵みが、皆様お一人おひとりとそのご家族、教会、その仕える地域の上にあり、聖霊の力が勢いを
増して満ちあふれますよう心より祝福をお祈り申し上げます。

2024年1月恵日

オメガ・ジャパンの働きを通して
「主のご再臨」に喜びで備える
祈りの家族の存在を、
こうして確かに感じる幸せを頂いたこと、
本当に感謝しています。
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横溝 フェイ氏

沖縄で開催されたオメガ・
プレミアム・セミナーにて

輪嶋 シャローム、皆様。オメガ・ジャパ
ンの代表をお務めの横田聖子先生にお話
を伺うこの対談、最終回を迎える今回で
すが、今日はこのように私たち二人だけ
でなく、横溝文夫・フェイご夫妻にもご参
加いただき、お届けする事となりました。
本当にうれしくまた感謝の気持ちでいっ
ぱいです。聖子先生、そして文夫さん、
フェイさん（ってお呼びして良いですよ
ね？・笑）どうぞよろしくお願いいたします。
文夫・フェイ どうぞよろしくお願いいた
します。
輪嶋 今日も「いよいよ聖子先生の人生
に栄子先生現る」というところから、引き
続き興味津々でお話をお聞きしていくつも
りでいたのですが、この対談の最終回と
なる今回の冒頭で、こんな展開になると
は夢にも思っていなかった「まさか」のご
報告が聖子先生からあるのですね…。
横田 はい。まずは皆様にお礼を申し上
げたいのです。栄子・スティーブンス先生

による3カ月近くにわたっての日本全国巡
回のご奉仕が無事に終了し、その間栄子
先生の健康も守られ12月8日に予定通り
アメリカにご帰国なさいました。そして、
今日ここにいらっしゃる横溝ご夫妻にもた
くさんご奉仕いただき、当初予想もしな
いほど日本各地からたくさんの皆様にご
参加いただいた沖縄でのプレミアム・セミ
ナーも…。ひとえに皆様の祈りの結果で
す。本当にありがとうございました。
輪嶋 栄子先生はもちろんですが、それ
を支えられたスタッフの方々、各地で栄子
先生を

しょうへい

招聘された各教会の皆様に、私も
感謝があふれてきます。
文夫・フェイ 沖縄では私たちもたくさん
の恵みを分かち合っていただけて、本当
に幸せでした。
横田 心から感謝いたします。その様な後
でお伝えすることが本当に心痛いのですが、
今月号「Bride」巻頭での栄子・スティーブン
ス先生からのお手紙にある通り、これまで
多くの皆様の祈りによって物心共に支えら
れてきた一般社団法人オメガ・ジャパンを、
残念ながら閉じることとなりました。

輪嶋 ほんの数日前に私もそれをお聞き
して、あまりに急な、まさに想像もできな
い突然のことに実はいまだに混乱してい
て、どう受け止めて良いか整理がつかな
いのです。沖縄でのセミナーの様子を現
場からの実況中継を交えて読者の皆様と
分かち合いをしようと、座談会形式で迎
えた今日のこの場だったのですが。前回
のお話の続きをやっている場合じゃなく
なってきた…このコーナーで聖子先生に
続いて対談していただく方も予定していま
したが、一旦今はそれも白紙にしなけれ
ば、ですね。
文夫 混乱しているのは私たちも全く同
じなのです。イスラエルを軸に聖書を見
ることで、まるで新しく改めてイエス様と
出会ったかのような思いになり、神様の
ご計画と愛の大きさをより深く知ることで、
ますます信仰が深められた私たちにとっ
ても、「さあ、この終わりの時にオメガ・
ジャパンの働きがさらに大切になる」と感
じ、自分たちもできるだけのことをさせて
いただきたい、そう夫婦で話していました。
その一つの形があの沖縄のセミナーでの

ご奉仕だったので。その矢先にオメガ・
ジャパンが終わると聞いて、どう受け止め
れば良いのか、まだ混乱しています。失
礼ながら、そう思う読者の方々もきっと多
いと思うのですが。
フェイ オメガ・ジャパンを通してなさろ
うとされる神様の思いを受け取ったからこ
そ、私たちはオメガのツアーにも、優先
順位を何よりも一番にして3回にわたって
参加してきました。先日の沖縄でのセミ
ナーでも、全国から集まってこられた90
名近い方々の熱量を感じました。オメガ・
ジャパンの働きを通じて、このような祈り
の家族が出来ていることを目の当たりにし
て、心から感動し主をたたえずにはいら
れませんでした。私たち自身、とても霊
的な情熱を感じさせていただいただけに、
本当に複雑な思いです。

お仕えする
ターニングポイントを迎えた時
輪嶋 前回の「Bride」で黙示録のティー
チング原稿が終わり、全国巡回のご奉仕
がちょうど終わったから、栄子先生ご自
身もようやくホッとしてらっしゃるだろう
と思っていました。そして約3カ月の長き
にわたる日本滞在中の栄子先生の無事を
感謝していたのは私だけではないと思い
ます。この間、イスラエルが戦争状態と
も言える状況になり、来年以降のツアー
もどうなるのか、と思ってはいましたが、
同時に「これでいよいよ、ますます栄子先
生も日本に集中されるのかな」という、別
の期待もありました。今おっしゃったのは、
栄子先生ご自身の活動に一旦ブレイクを
置く、ということではなく、オメガ・ジャ
パン自体の活動も停止する、ということ
なのですか？　つまりオメガ・ジャパン自
体を閉じるということですか？
横田 結論から言えば、そういうことに
なるのだと思います。
文夫 コロナの3年間、実際には栄子先
生は一度も来日されずオメガ・ツアーもあ
りませんでしたが、それでもオメガ・ジャ
パンの活動自体は続いていましたが…。
横田 そうですよね、そう感じられるのは
当然だと思いますし、私自身も同じ思い
です。聖書を見てもパウロを筆頭に、主に
お仕えするお仕事はすべからくそうである

ように、これまでオメガ・ジャパンも幾度
となくさまざまな困難にぶつかってきまし
た。でもその度に主がお守りくださり今日
まで来ました。それはひとえに、ここにい
る皆様のように「主の御名がたたえられ、
主の御心がすべてなり、主が再び来られ
ることを確信した」皆様による祈りと、そ
してその祈りが積み上げられてきたからこ
そなのだと信じて疑いません。栄子先生
もどれほどご自分を捧げ、また昨年召さ
れたご主人のビル先生も、日本における
霊的実りのために働く栄子先生の使命を
ご理解くださり、どれほどの犠牲を喜んで
払われたことか…。それを私なりに受け
止めてきたつもりです。そして先ほど文夫
さんがおっしゃったように、先日の沖縄の
セミナーで見たあの光景。まさに「ようや
くここまで来た！　いよいよ始まった、こ
れからだ！」と感じ、それだけにこれまで
の歩みを運ばれた主に、またそのために
祈りを積み上げてきてくださった全国の皆
様への感謝の思いを深くしたところでした。
輪嶋 であれば、なおさらオメガ・ジャパ
ンを「閉じる」ことはロジカルではないよう
に思うのですが…何よりあまりに突然です
よね…。いつからそのような方針と言う
か、その方向に動いたのか、差し支えな
ければ教えていただいても良いですか？　
私自身、モヤモヤして整理がつかないので、
読者の代表として聞いちゃいます、お立
場上お辛いことをお聞きするようで申し訳
ありませんが、やはりオメガ・ジャパンは
すでに公的な存在になっていると思いま
すので、そこを敢えてお聞きします。
横田 そう考えられるのは当然だと思い
ますし、私も代表として今日までお仕えし
てきた身ですから、当然その様な質問に
お答えする責任があると認識していますの
で、どうぞ気になさらないでください。栄
子先生からオメガ・ジャパンを閉じるとい
うご意志を初めてお聞きしたのは10月の
末、ジャパン・ツアーが始まってひと月く
らい経った時のことでした。正直私もめ
まいがするほど、どう受け止めれば良い
か分かりませんでしたが、栄子先生がそ
のようにおっしゃるには、余程の理由が
あり、その上での覚悟なのであろうと思い、
そのお気持ちはとにかく一旦は受け止め
て私も祈ることにしました。

振り返ってみれば、これまでの私の人生

の中で、大きな方向転換や主にお仕えす
るターニングポイントを迎えた時、一度も
自分自身が「こうしたい、ああしたい」とい
う思いで進んできたことはなく（できな
かった、と言う方が適切かもしれません）、
本当に主に示されたとしか言えないよう
な「啓示」とも言える思いに従って進んでき
ました。だから今回も、「私自身の思いは
完全に取り去られ、たとえどんな結果に
なろうとも、主の願いだけに従うことがで
きるよう」にと祈ったのです。
文夫 そのことは、このコーナーの前回
までで聖子先生の人生の歩みを分かち
合っていただき、聖子先生の「歩み方」は
常にその通りだなーと思います。
輪嶋 ある意味失礼ですが「笑っちゃうほ
ど」の定型パターン（笑）。
横田 この対談でもお話した通り、私は
これまで自分のことを聖書のみことばにあ
る「イエス様をお運びする子ロバ」になり
たいという思いでオメガ・ジャパンにもお
仕えしてきましたので、今回も主の御心
を受け取らせてください、と祈りました。
輪嶋 それで祈られた結果，やはりオメ
ガを閉じようと？
横田 いいえ、そうはなりませんでした…。
それほど、この終わりの時にオメガ・ジャ
パンの活動を通して皆様が積んでこられ
た祈りが絶大だったのだと思います。
フェイ

せんえつ

僭越ながら、本当に私たちもそ
の一人です。オメガ・ツアーも3年後まで、
正式な金額が決まってもいないのにも関
わらず、申し込み受付開始と同時にすぐ
に定員一杯になってしまったとお聞きして
います。この前の沖縄でのセミナー、そ
れ自体もその様な表れの一つだと感じる
のです。さまざまな行事が重なる11月の
連休期間という、スケジュールを調整す
るだけでも本当に皆様にとって大変な時
期だったと思うのです。県内から参加さ
れた方もいらっしゃいましたが、大半が
飛行機移動、しかも会場は決して空港か
ら近いとは言えないあの場所に駆け付け
た皆様…。物心共に多くのものをかけて
でも参加したい、その様な皆様の霊的な
飢え渇きと共に、だからこそ霊が奮い立
たされる様子を強く実感させられました。
輪嶋 まさにそうですよね！　私も仕事の
関係でどうしてもどうしても都合がつかず、
結局開催の少し前に泣く泣く参加を断念

しましたが、あそこに県外から参加するこ
とはあらゆる面でハードルの低いことでは
なかったと思います。皆様、そのこと自
体を主に捧げられたんだと…。
文夫 あの沖縄でのセミナーで「私たちも
少しでもお役に立ちたい」という思いがあ
り、司会でご奉仕する機会を主が与えて
くださいました。
輪嶋 その様子、前回の「Bride」で拝見
しましたよ！　ご夫婦揃ってのご奉仕の姿、
本当に麗しいと感じました。
文夫 実はセミナー前日、進行などの打
ち合わせを兼ねて栄子先生とご一緒した
時に、私たちも栄子先生から直接「オメ
ガ・ジャパンを閉じる」と聞かされて。一
応部外者である私たちがそんなお話を聞
くということは、すでに決定事項であろう
と思い、どれほど動揺したことか…正直
寝られないほどでした（笑）

オメガ・ジャパンの働きが
継続していくように

横田 本当に申し訳ありません。私も同

じです（笑）。なので私も示された通り、
なんとかオメガ・ジャパンの働きが継続し
ていくよう、その後栄子先生ともお話をし
ましたが、先生のご決意は本当に固いと
いうことを理解しました。栄子先生は一
般社団法人オメガ・ジャパンの前身であっ
たオメガ・ミニストリーを創設された方で
あり、また今日までオメガ・ジャパンの活
動の根幹を支える、まさにエネルギーの
源です。栄子先生あってこそ、と言うべき
その方が、現在の状況を実際にご覧に
なった上でもなお「オメガ・ジャパンを閉
じる」という固いご決心をされているとい
うことは、きっと私では想像できないほど
の様々な深い理由がおありなのだと思い
ます。だとすれば、先生への尊敬の意味
でも、また立場においても、その決定に
従うことが私の在り方であり、進むべき
道である、そう思うに至りました。
文夫・フェイ、輪嶋 えー…じゃあ、これま
でのすべてが終わっちゃうってことですか？
輪嶋 栄子先生は今でも驚異的な若さと
エネルギーに満ちていらっしゃいます。で
も実際には81歳というご年齢を考えると、

いろいろなご負担は想像を超えた大きな
ものであることは確かでしょう。特に今回
のような長い日本でのツアーの後ですか
ら、心身共に大変な消耗もあったでしょ
うしね…同様の活動を、いつかは引退さ
れる日が来るというのは分かります。
文夫 ただ、栄子先生のご自身の活動と、
オメガ・ジャパンの役割とは全く同じでは
なく、別の話ではないかと…。
輪嶋 そうですよね。モーセがネボ山に
留まっても、約束の民はカナンの地に入
らねばなりません！
横田 私が祈って示されたことは、まさ
にそういう思いだったのです…オメガ・
ジャパンという組織、「枠」を閉じる閉じ
ない、というレベルの話ではなく、オメガ
を通して主がなさってきたこと、そしてそ
の結果生まれ、まさに主によって育てら
れた、小さくても確かなエネルギーに満
ちた若草のような「祈り手の方たちとの繋
がり」をここで断ち切ってはいけない…。
栄子先生が歩かれた道の後に芽吹いた若
芽が育っていくようにすることこそ、これか
らオメガ・ジャパンがしなければならない

ことであり、同時にそれこそが、多くの困
難の中で歩き続けてくださった先人への
何よりの恩返しになる、と。
一同 アーメーン！！
輪嶋 私も30年近くにわたり会社を経営
してきました。電子顕微鏡でも見えない
ほど小さい会社、っていつも言いますが、
それはすでに私とは全く別の存在になっ
ていて、私が「辞めたい、会社を閉じる」
といってもそれは「はい、そうですか」とい
うことにはなりません。経営側の状況や
思いよりも、会社の活動を今日まで支え
てくださったお一人おひとりの方の思いが
優先されるべきものであることを痛感しま
す。経営がどれほど大変で、辞める方が
どれほど楽であったとしても、それは許さ
れるものではない…そしてもしも主の御心
であれば、どんなに大変でも必ず道は開
ける、そしてそのことを実際にはっきりと
見せられる不思議の連続で今日まで来た
ように思います。もうダメだと思っても、
不思議と道が開かれる…死にそうになっ
ても死なない、みたいな（笑）。その様子
はまるで、いつしか我が子が自分と全く
別人格として世の中でその働きをしている
のを見るかのような感覚です。会社であ
れば株主の意見に従うことが原則ですが、
オメガ・ジャパンの場合は、今、聖子先
生が繰り返しおっしゃる「これまで祈りを
積み上げてくださった全国のお一人おひ
とり」が、一般の会社で言えば株主に当た
るような気がします。オメガ・ジャパンは
一般の会社と同じように捉えられないとこ
ろもあると思いますが、その部分では本
質的には同じではないかと思うのです。
私自身は「会社を終える時は、人々から必
要とされなくなった時」だと信じています。
オメガ・ジャパンの場合は「主が必要とし
なくなった時」、と言えるかもしれません。
経営や運営を任された者は、その組織が
必要とされている間は最後の最後まで、
石にかじりついても、その運営を続ける
努力をする責任がある、と。すみません、
偉そうなこと言うようで。
文夫 いやー、全くその通りですよね。
その意味では、栄子先生が生みの親だと
すれば、聖子先生が育ての親であるわけ
ですよね。
輪嶋 上手いこと言いますね！　ヨシュア
がモーセの役割を引き受けるような。

フェイ それで、結局は具体的にはどの
ように進むことになったのですか？
横田 はい、今申し上げた様な「これまで
の皆様の祈りがさらに積み上げられるこ
と」を目指し、「オメガ出版」を通じてのご
奉仕が継続できるよう、もしそれが主の
御心ならばその業務を継続する道を主に
祈り求めました。その結果、栄子先生に
もそのご了承を頂き、またオメガ・ジャパ
ンの理事長である増山牧師の承諾の下、
オメガ・ジャパン解散後も、実質「オメガ
出版」で行なってきたすべての業務を引き
継いで継続していくことになりました。
文夫・フェイ わー、それはよかったです！
あー、主よ、感謝します！
輪嶋 でも、これまではオメガ・ジャパンと
して大阪に事務所を置いてやってこられた
と思うのですが、それが無くなるわけです
よね？　その状態で、具体的にはどの様に
業務を継続していかれるのですか？　すみ
ません、立ち入ったことをお聞きしますが。
横田 とんでもありません！ むしろ、そこ
まで具体的にご心配いただいて…そのご
質問自体に、皆様「自分ごと」として受け
止めてくださっていることを実感して、今、
涙があふれそうです。業務を継続していく
には、もちろん私一人ではどうにもできま
せん。そんな中でこの状況を知った、こ
れまでオメガ・ジャパンの働きのために
ずっととりなしの祈りの中で私を送り出し
てくださっていた金武バプテスト教会の役
員会（&信徒の皆様）が立ち上がってくだ

さったのです。
文夫・フェイ、輪嶋 なんと…あー、主よ…。
横田 今でも注文が途絶えることのない
書籍を保管する倉庫代金を始めとしたさ
まざまなコストを賄うための献金、また事
務作業を含めた人的なリソースなどにおい
ても、「この働きを継続させるために必要
なものを皆で請け負いましょう」とコミット
してくださったんです。そして、今回11月
23日にセミナーのために沖縄にいらっ
しゃった栄子先生への「感謝会」として、
金武バプテスト教会の役員会で開催した
お食事会の場で、そのことを皆様から栄
子先生にもお伝えすることができたんです。
共同体の皆さんの主に対する献身の思い、
また栄子先生のこれまでの歩みに対する
深い尊敬と理解を感じ、私自身も本当に
涙が出るほどの思いでした。
輪嶋 栄子先生もどれほどお喜びだった
ことでしょう…そのことこそが、生みの親
に対する最大の親孝行ですもんね…。も
う今回も涙腺崩壊しそうです、私。これ
まで聖子先生とのこのコーナーでの対談
でも言いましたが、聖子先生が金武バプ
テスト教会で牧者としてのお務めを果たし
ながらオメガ・ジャパンの活動を続けるこ
とができるその背後には、金武バプテス
ト教会共同体の皆様の、どれほどの理解
と祈りがあってのことか、それを私も痛感
してきました。まるで戦闘機を送り出す空
母艦の様に。今、まさにそれを実際に見
ているのですよね！

改めての献身

横田 私が10年前にオメガの働きに奉仕
することを決めた時、これが主のお望み
になる道であればあるほど、その先に待っ
ているのは険しい道であると覚悟しました。
主にとって大切であればあるほど、その
反対勢力であるサタンからの霊的な攻撃
を受けるからです。ですから、その道を
進むためには、「そのためにこそ」、教会
での働きが大切であると受け止め、どん
な時にも共同体の牧者としての務めを第
一に置いてきました。それでもやはりツ
アーの時などは留守にせざるを得ず、そ
のような私を支えてくださる主の家族であ
る共同体のお一人おひとりに対して、た
だただ感謝しかありませんでした。そして
今回、そんな共同体の皆様の姿に、まさ
に主の栄光が輝く様を見せていただいた
ようで、私の人生でこれほどの感動を覚
えたことはないほど感動し、主を見上げ
て感謝いたしました。
輪嶋 この写真がその時のものですね！！
皆様、本当に光り輝いていますね…。

フェイ 主にお仕えできる時、人って、こ
んなふうに幸せな光を放つんですね…。
文夫 命が中から光り出すような…今の
お話を聞いて、私たちだけでなく、全国
のオメガ・ファミリーの方たちもどれほど
安堵し、喜ばれることかと思います。聖
子先生、よくご決心なさいましたね…本
当に感謝いたします。
横田 いえいえ、それは決して私ではあり
ません。主に示され、そして、今、横溝さ
んがおっしゃった、まさに「ファミリー」、
主の家族の皆様の祈りがこの結果に導い
てくださったんだと、心の底から感じます。
だから私は「代表」と言うより、皆様の「代
理」、担当者としてこの働きをこれまで通
り、いえ、これまで以上にさせていただ
かなければならない…そのように深く受
け止めています。改めての献身です。
輪嶋 わー、「改めての献身」ですか…。
そう言えば栄子先生も「だから献身ってや
められないのよ！」っておっしゃっていまし
たね。初めてそれをお聞きした時、「献身っ
て一回じゃないの？まるで何回も禁煙する、
みたいな変な感じ」と思いましたが（笑）。

今は私もその意味、本当に分かります。
献身する時のドキドキ、不安。でもそれを
超えて、自分の身を「さらに」主にお捧げし
ようと決心できた時の「爽やかな平安」と、
そして他の方法では決して感じたことのな
い「自分に対する愛おしさ」のような静かに
湧き上がる不思議な感情…。一言で言え
ば「幸福の極み」なのかもしれません。
文夫 本当にアーメンです。神様中心で
生きることの喜びを知ってしまったら、も
うこの地上にそれ以上の喜びはないと、
深く深く感じますよね。
輪嶋 人生の酸いも甘いも通ってこの日
本で生きてきた初老の（って失礼過ぎます
が！！）の男性、文夫さんの言葉だけに重
みと説得力、半端ないです（笑）。
文夫 東太郎さんだって、ほとんど同じ
ジェネレーションじゃないですか！（笑）
フェイ 主人と共に、私たちの中心に三
位一体なる神様の存在を感じながら生き
ていくことができる喜びの中でオメガ・
ジャパンと出会い、気づけばそれは私たち
にとって大切なものになっていました。そう
思っているのは私たちだけ？　と思ったり

しましたが、決してそうではなく、オメガ・
ジャパンの働きを通して「主のご再臨」に喜
びで備える祈りの家族の存在を、こうして
確かに感じる幸せを頂いたこと、本当に感
謝しています。それだけに栄子先生への感
謝も改めて皆様と分かち合い、私たちの主、
創造主であられる神様がイエス・キリスト
にあって栄子先生をこれからもあらゆる意
味において祝福してくださることを祈らず
にはいられません。
一同 アーメーン！！！！！！！
文夫 では聖子先生、早速ながら（笑）、
この「Bride」始め今後の「オメガ出版」が
具体的にどのような形で進んでいくのか、
分かる範囲で教えてください。
輪嶋 文夫さん、さすが年配者。厚かま
しい私でも聞きづらい事、切り込んでくだ
さる（笑）、でもそれ、知りたいです（笑）。
横田 いやー、私、皆様の熱量に、改め
てこれまでの、そしてこれからの日本に向
けられた主のご計画を感じて、圧倒される
ような思いです。そうそう、これからの具
体的なことに関するご質問でしたね（笑）。
まずは今の所、栄子先生のご希望に基づ
き、理事の皆様の合意の下、一般社団法
人オメガ・ジャパンを2023年12月をもっ
て正式に解散することになります。そして
今お伝えした通り、これまで「オメガ出版」
として行なってきた業務を継続するための
実務的な移行期（恐らく2～3カ月くらいに
なると思いますが）を経て、新しい体制の
下、これまで蓄積したさまざまな素材に
よる作成物を皆様にお届けできる様にな
ると思います。多くの方々からリクエスト
や、また尊いご協力のお申し出をいただ
いていますので、それらは印刷物だけに
留まらずいろいろな形態で、より広く、ま
た多くの皆様と繋がることのできるツール
や方法になることと期待しています。
文夫・フェイ わー、素晴らしい！　それ
は本当に楽しみですね！私たちも、これま
で通りファミリーの一員に加えていただき、
できるだけのお手伝いもさせていただきた
いと願っております。
輪嶋 本当に楽しみですね！　それから、
こうして毎月発行されてきた「Bride」です
が、これもオメガ・ファミリーと繋がる大
切なツールになってきたと思うのですが、
発行はどうされる予定ですか？
横田 はい、ニュースレターという位置付

けで発行してきた「Bride」も、オメガ・ジャ
パンを閉じる今回のタイミングで一旦終わ
らせていただきます。栄 子 先 生からも
ティーチングレターが終了するタイミング
で、ニュースレターの発行も、一旦終了し
てはとのご提案がありました。しかし、先
ほど申し上げた「オメガ出版」実務的移行
期を経て再出発をする際には、今の段階
ではその具体的な名称、配信方法・頻度
など詳細は決まっていませんが、必ず何
らかの形でお届けできるようにいたします。

（P12詳細あり）
輪嶋 あ、ではこの「Bride」で次に対談
を予定していた方のお話を聞かせていた
だくことも、完全消滅しなくて済むかも、
ですね（笑）。事情を説明すればその方も
ご理解くださると思います。
横田 それからもう一点、大切なことが。
この2月に予定しておりました次回のオメ
ガプレミアム・グレースツアーですが、今
般のイスラエル情勢により正式にキャンセ
ルとなりましたので、皆様から旅行代理
店さんの方でお預かりしている、旅行代
金の内金も早々にご返金の手続きをさせ
ていただいておりますので、こちらもどう
ぞご安心ください。この先のツアーもこれ
までのお話の通り、大変申し訳ございま
せんがすべてキャンセルとなります。
フェイ こんな情勢になっても、ほとんど
どなたからもキャンセルの希望が入らな
いんですって？
横田 そうなんです！　皆様、最後の最
後まで少しでも可能性があるのならどうし
ても行きたい、という方ばかりで、私も
驚くと同時に、ここでも皆様の思いに改
めて感動いたしました。
輪嶋 本当ですね…。3年後までのすべ
てのツアーも、何にも宣伝したわけでは
なく、この「Bride」で発表しただけで一気
に定員一杯になったのだそうですもんね。
そうそう、12月の頭に栄子先生が東京で
終末の聖書預言のセミナーをされた時に
私たちも参加させていただいたのですが、
その教会で賛美のリーダーをされていた
青年がいたのです。その方がされた当日
の賛美の選曲と、また休憩後に教会代表
でされたお祈りに本当に感動したもので
すから、セミナー後に少しお話しさせて
いただきたくなって、私の方から話しかけ
たんです。

文夫・フェイ あーその方、私たちも同じ
印象を受けて、よく覚えています。
輪嶋 そうしたらその方「私はシャローム
イスラエルをすべて拝見し、イスラエルへ
の学びに導かれました。毎月発行されて
いる「Bride」も、バックナンバーを含めて

「すべて」読ませていただいたんです！！今
日輪嶋さんにもお会いできるなんて思って
もみませんでした」と目をキラキラさせて
おっしゃって…実物見てがっかりしたの
じゃないかと思いますが（笑）。それにし
てもバックナンバー全部ですよ！！　こうし
て毎月毎月、地味～にコツコツ出してこら
れた「Bride」が、知らないところでこんな
素晴らしい実を結んでいることを知って、
私も心底感動しました。
横田 今、海外在住の日本人の方々の間
で、イスラエルを軸に聖書を学ぶことに
よって終末へ備えるための祈り会が出来
上がっています。その発端となったのは
ニュージーランドに住まれる一人の日本
人の方がYouTubeで『シャロームイスラエ
ルSeason Ⅰ・Ⅱ』を見られて、そこからの
感動が広がったためだと、教えていただ
きました。
文夫・フェイ ハレルヤー！　主のなさる
ことは私たちの考えなど到底及ばないと、
いつも思わされます。
輪嶋 この様なお話を聞けば聞くほど、
これまでのオメガ・ジャパンを通して主が
なさってきたこと、そしてそれを運んでこ
られた皆様に感謝せずにはいられません。
横田 この対談でもお話ししましたが、

「ろばと子ろばを引いて来て、その上に
服をかけると、イエスはそれにお乗りに
なった」（マタ21：7）
「イエスが、『水がめに水をいっぱい入れ
なさい」と言われると、召し使いたちは、
かめの縁まで水を満たした。イエスは、
「さあ、それをくんで宴会の世話役のとこ
ろへ持って行きなさい」と言われた。召し
使いたちは運んで行った』」（ヨハ2:7-8）

この2つのみことばが私のオメガ・ジャ
パンでのご奉仕の姿でしたし、これから
もそうです。そして召し使いが運んだ水が
めの水が、いよいよイエス様によって「よ
ろこび」の象徴であるブドウ酒となり、そ
れを日本中の人々が聖霊のいのちの水と
して口にし、いのちを与えられる時が来る

んだ…、そのような思いが与えられ、だ
からこそ、どんなことがあってもますます
楽しみで、私自身もワクワクするんです。
文夫 この対談でお話しなさっていた、献
身直後の「スキップしたいような気持ち」
なんですね？（笑）
横田 はい（笑）。
輪嶋 いやー、正直なところ、今日の座
談会を始める前には「一体どうなるもの
か」と、とっても心配だったのですが、終
わってみれば、こんなに喜びと希望にあ
ふれているなんて…天のお父様～って叫
びたい気持ちです。
文夫・フェイ 全くですね～、アーメンで
す！！
輪嶋 聖子先生、新たな出発のご報告を
楽しみに、心からお祈りを持って期待して
お待ちしていますね！
横田 ありがとうございます。人間の思
いによらず、すべて聖霊の導きの中でイエ
ス様を表すことだけがなされますように、
どうか、お祈りをお願いいたします。そし
て最後にこの場をお借りして、改めて荒
野を切り開くように歩いてこられた栄子・

スティーブンス先生、お支えくださったす
べての皆様、そして誰よりもそれを許され
た主に、深い感謝を捧げます。私自身も引
き続きお祈りしてまいります。

どうか皆様、新たにお目にかかる時まで！！
ありがとうございます。
輪嶋 やっぱり最後はこのごあいさつで！
全員 シャローム！！！！

一般社団法人オメガ・ジャパン理事・代表
宗教法人金武バプテスト教会牧師

横田聖子

敬愛するオメガ・ニュースレター読者の皆様へ
偉大なる主の御名を賛美いたします。
今月、オメガニュースレター「Bride」Vol.141最終号を心からの感謝込めてお届けいたします。

オメガを発足した時、栄子・スティーブンス先生が、「きっと、これから10年後には、黙示録の学びや終末論を語る人たちが
大勢出てくると思うわ」とおっしゃっておられた言葉が鮮明によみがえります。

その時は、あまりピンと来ませんでしたが、今、現在、まさにその通りに、日本でもイスラエルを抜きに聖書を語ることはできない
と言ってよいほどに、世界情勢を含めて、終末論や黙示録について多くの方々が語られております。特に、パンデミックからの数年で、
世界情勢はさらに加速して激変と混迷を極める時代となりました。

オメガニュースレターは、栄子・スティーブンス先生のイスラエルを軸とした聖書のティーチングレターとしてスタートしました。
そして、73号からデザインを一新し、日本の教会がキリストの花嫁として主が来られる日に備える花嫁支度に仕えるしもべとしての
オメガの使命と役割を表し「Bride―ブライドー」と命名しお届けしてまいりました。

オメガの活動を始めた時に、ほとんどの方が、イスラエルのことにはあまり関心がなく、黙示録の学びについては、さらに難解
過ぎて敬遠される時代でした。そのような状況でしたので、活動を推進するために、栄子・スティーブンス先生の紹介も兼ねて、
分かりやすい書籍や教材を出版しようと、社団法人とは別会社で「オメガ出版」を創設いたしました。

良質で栄養豊富な食物は一気にたくさん食べることができないことが多々あります。そこで、手のひらサイズで、分かりやすく短いテキス
トでの書籍出版をしようと、初版の「イスラエルの歴史と日本のリバイバルの関係」小冊子シリーズ『聖書預言はどう実現しているのか』は、
シリーズで15,000部以上のベストセラーとなりました。現在も分かりやすい聖書教材として用いられていることを感謝いたします。

栄子・スティーブンス先生は、オメガミニストリー創設からオメガ・ジャパン設立、現在に至るまで、荒野で叫ぶ者の声として霊的に
深い洞察と神様のあわれみ深い愛に満ちたみことばを日本の教会へ向けて全身全霊で語ってくださいました。先月は、ティーチング
レターの執筆活動を終えることをご報告させていただきましたが、その後、さまざまな角度から協議を重ねて、今年、2023年の
日本全国講演活動「オメガ・グレイス・ジャパンツアー」を最後に栄子・スティーブンス先生によるオメガ・ジャパンでのすべての活動の
幕を閉じることとなりました。（巻頭にお手紙の掲載があります。）

私自身、献身者として歩み始めてすぐに栄子先生と出会い、尊敬する女性は、母と栄子先生であり、そのキリスト者の信仰の道を
歩む後ろ姿を見ながら育ちました。そして、主に示されたみことばに対して、これまでオメガを通して、永遠に変わらない神のことばを
お伝えする働きに従事させていただき主と共に歩む宝の時間を頂きました。心から感謝しています。

そして、何よりもオメガニュースレター読者の皆様の祈りによって、祈りと共に、これまで日本全国の教会にお仕えできたこと、
そして読者の皆様との出会いを心からの尊敬と感謝を込めて、主への賛美を捧げます。

　
2023年12月をもちまして、活動の根幹である栄子・スティーブンス先生のご意志を受けて、栄子・スティーブンス先生とオメガ

ジャパンの活動を終えることを、オメガ理事の全会一致で承認となりました。
今後につきましては、栄子先生や理事の先生方からもご承諾を頂き、対談にも掲載された通り「オメガ出版」の働きを宗教法人

金武バプテスト教会のグループ事業として引き継ぎ、これからの時代の声としての役割を果たすべく準備を進めてまいります。
（P12に今後についての祈りの課題が掲載されています）

これからも主なる神の愛と恵みが、皆様お一人おひとりとそのご家族、教会、その仕える地域の上にあり、聖霊の力が勢いを
増して満ちあふれますよう心より祝福をお祈り申し上げます。

2024年1月恵日

オメガ・ジャパンの働きを通して
「主のご再臨」に喜びで備える
祈りの家族の存在を、
こうして確かに感じる幸せを頂いたこと、
本当に感謝しています。
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！https://www.kbc-okinawa.jp/

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階　Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584

編集後記

オメガ
事務所より

栄子先生の聖書のいろいろな学びの後に一番に印象に残ったのはヨハネの黙示録の学びでした。1章から22章まで長かったような短かったような、そんな
気がしました。黙示録は終わりの時代にいる私たちにとても近いと思います。「この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを
守る者たちは、幸いである。時が近づいているからである」（黙1:3）。これからも何度も何度も聖書を読み続け、例え分からなくてもアタックする、頭の性能が
良くなくても、イエス様にあれもこれも教えていただきたいのです。皆様方とまたどこかで、御国に入ることを待ちわびています。

私はこれまでomegaでデザインをする中で、自分の経験や能力を超えたアウトプットを幾度となく経験してきました。いわゆるGood Designではなく
God Design。その度に背後の祈りと主の働きを覚えてきました。誰の目にも預言成就の早まりを思わされる昨今、この度の一区切りは明らかに次の
ステージが用意されているためと感じています。継続でなく前進。これまでの歩みにより預言や終末に対する意識に対し、間違いなく大きく貢献
してきたミニストリー。さらに新しいことを始められるに違いない主に期待であふれています。主よ来たりませ。

尊いお祈りとお支えいただき心より感謝とお礼を申し上げます。お一人おひとりのお祈りとご支援によりオメガの働きが進めてこられたことを深く感謝
しております。オメガ出版は、引き続き担当スタッフとしてご奉仕させていただきますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

（デザイナー　北上郷一郎）

（編集　細井浩子）

（笹岡薫）

祈りの課題

ご報告

御 礼
これまで一般社団法人オメガ・ジャパンとすべての活動への

ご理解とご協力を頂いた皆様と各関係者各位へ心からの感謝を申し上げます。

オメガ・ジャパンスタッフ一同

栄子・スティーブンス日本全国講演　2024年第3回オメガグレイス・ジャパンツアーについて
　多くのお申し込みとお問い合わせをいただきありがとうございます。2024年第3回オメガ・グレイスツアーは中止が決定いたしました。
謹んで感謝とお礼を申し上げます。（なお、お申し込みいただいた教会へ担当スタッフよりご連絡させて頂いております）

米国在住の栄子・スティーブンス師のために
　いつもお祈りありがとうございます。2024 年 82 歳になります。アメリカでの生活がさらに充実し、日々、健康が守られますよう、今後とも
引き続き覚えてお祈りくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

「オメガ出版」の新体制のために
　「オメガ出版」としての新体制での取り組みが2024年1月よりスタートします。覚えてお祈りください。
　（仮称ー『EVER GRACE NIPPON ーエバー・グレイス・ニッポン』永遠の恵み・永遠の神のことばを
日本のすべての人へ）
　オメガニュースレター終了を惜しまれる声を多数いただいておりますので、特に郵送で受け取られて
おられる方々には、お手数ですがLINEかメール配信登録をご登録いただけますようお願い申し上げます。
1～2月にオメガ出版についての祈りの課題等をお届けさせていただきます。

　ご不明な点や、ご登録については、お気軽にお問合せくださいませ。

オメガ出版LINE
公式アカウント

メール
登録

配信登録はこちらから↓

お問合わせ  オメガ出版 TEL&FAX  06-6777-2117　Eメール  info@omega.or.jp　
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